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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。











本作品は電子書籍化にあたりイラストを収録しておりません。
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──天に悪神あり。

　　　　　　名を天あま津つ甕みか星ほしと曰いふ。

　　　　　　　　亦またの名を天あまの香か香か背せ男お。




「日本書紀」国譲ゆずりの章　　　　









　　　プロローグ　幻げん影えいの古代







　神かん名な火び山やまの麓ふもとにある出雲いずもの村々が燃えていた。その様子を馬に乗った将軍が満足そうに眺ながめていた。将軍は短たん甲こうという古代の鎧よろいを身に付けている。周囲には何十人もの兵士が付き添っていた。

　その将軍の元に一人の兵士が走ってきた。

「出雲の主な村は我らの手に落ちました！」

「そうか。それで巫ふ覡げきどもは捕とらえたのだろうな？」

「それが……それらしい連中が見当たりませぬ」

「なんだと！　奴やつらがいなくては『黄泉よみの広ひろ庭にわ』の在処ありかがわからぬではないか！　我らが出雲に来た理由は『黄泉の広庭』を手にいれること。よく探せ！」

「はっ！」

　兵士は駆かけ出して行った。

「おのれ、我らにどうしても渡さぬ気か……」

　その時、将軍の近くの茂みがガサッと揺れた。

「うおーっ」

　茂みからは矛ほこを持った数人の兵士が飛び出してきた。将軍側の兵士たちが将軍を囲む。斬きり合いが始まったが、兵数の違いは明白だった。ほんの短時間で勝負はつくだろう。

　茂みからまた飛び出してきた人影があった。兵士よりも数段上の鎧を着ている。しかし、体のあちこちから血がにじんでいた。その男は将軍に向けて真っ直ぐに走った。

「ぬ、貴様!?」

「このフルネの最後の技わざ、見せてくれる！　ノアアアアーッ」

　男は将軍に向けて手を突つき出した。男の前の空間が光る。

「ぐわあっ」

　だが、血を噴ふいて倒れたのは男の方だった。馬を降りた将軍は倒れている男に近付いた。

「死ぬ前に聞いておこう。『黄泉の広庭』はどこだ？　それに巫覡どもは？」

　男はニヤッと笑った。

「巫覡たちはもうここにはいない……」

「なに!?」

「それに『黄泉大おお神かみの広ひろ殿どの』が『香か香か背せ男お』を呼ぶように命じておいた。まもなく出雲は滅ほろぶ。『広殿』は決して大和には渡さぬ……」

　それだけ言うと男は首をガクッと落とした。

「ど、どうされます？」

　周囲にいた兵士の一人が将軍に聞いた。

「とにかく巫覡どもを探せ。見付からぬようならば、社やしろを建て『黄泉の広庭』の力を封じておくしかあるまい」

　将軍は再び馬に乗った。




「これ以上は無理か……」

　古びた建物の中にいた男はゆっくりと起き上がった。男の顔には何かを決意したような表情が浮かんでいた。







　　　第一章　天てん変ぺん地ち妖よう







　夏の長い日もとっぷりと暮れていた。農道に一台の軽トラが止まっており、五人ほどの学生がトラックの荷台に何やら積み込んでいた。

「おっし、これで終わりかー？」

　若者たちのリーダーらしき男が後輩に声をかける。あまり背は高くないが、Ｔシャツの上からでもがっしりとした肉体であることはわかる。短く刈かり込んだ髪で、なかなか精せい悍かんそうな顔付きの青年だ。

「これでおしまいだと思いますけどー」

「あれっ、哲てつ也や先輩、あの重たい奴やつは？」

「おいおい、あれ忘れてどうする！」

　精悍そうな青年・高たか見み橋はし哲也は小さな丘の方へと駆かけ出した。二人の後輩が後に続く。周囲は林と田畑で電灯もなく、やってきた闇やみの中に暗く沈んでいた。しばらくすると、三人は底の浅いプラスチックの箱を重そうに抱かかえて戻ってくる。そのまま、トラックの荷台に乗せる。ドスン、と重そうな音がした。

「ところで先輩、これいったい何なんですかね？」

　後輩の一人が懐かい中ちゆう電でん灯とうで箱の中を照らした。箱の中には一抱えもある石が鈍にぶい光を放っている。哲也は首をひねった。

「わかんねー」

「哲也先輩でもわからないことあるんですか」

　髪の長い女性の後輩・和田がすこし驚いたようにたずねた。

「そりゃ考古学てのは、掘り出されたわけのわかんない物を研究する学問みたいなもんだからなあ」

　哲也はコツコツ石を叩たたきながら答える。

「こいつは鉄の塊かたまりなんだろうけど、鉄てつ滓しでも鉄のインゴットでもない。こんなものを遺い跡せきから発掘したのは初めてだ」

「鉄鉱石じゃないですか？」

「ふつう出雲じゃ鉄は砂鉄で、鉄鉱石とは無縁だろー。ま、とにかく後で理学部の人間に分析を依い頼らいするさ」

　そう言うと哲也は前の運転席へと歩いて行く。

「はいはい、和わ田だちゃんは助手席。男どもは荷台に隠かくれてるよーに」

「先輩、警察に見付かったらヤバくありません？」

「なーに、見付かったら遺跡から出土したハニワだとでも言っとく」

　哲也のあまり笑えない冗じよう談だんに後輩たちは苦笑した。

「あ、流れ星」

　髪の長い和田が空を見上げた。スウーッ、と夜空を細い光の糸が横切って行く。

「しまった、カネカネカネ！　と言うのを忘れてました」

　夜空を見上げながら後輩の一人が言う。それを聞いて哲也がボソッとつぶやいた。

「オレは卒業だな……」

「せ、先輩……」

　その時だった。いきなり空が明るくなった。キュオオオーッと大気を引き裂さく音がして、大火球が夜空を横切った。

「なんだあ!?」

　哲也たちの目は大火球に釘くぎ付づけになった。甲高い音を立て、大火球は山の方へと落ちて行った。ドーンという爆ばく裂れつ音おんがして、軽トラックの窓ガラスがビリビリと震ふるえる。哲也たちは呆ぼう然ぜんと夏の夜空に起こった光景を眺ながめていた。




　出雲いずも空港のロビーに高見橋哲也は駆かけ込んできた。地方の空港なので普段はさほど人はいないのだが、小こ綺ぎ麗れいなロビーに今日はカメラなどを持った人間が何人かいる。

「おーい、哲也こっちだー」

　ソファに腰掛けていた背広姿の男が哲也に声をかけた。

「藤ふじ脇わき先輩！」

　哲也は藤脇に駆け寄った。藤脇は哲也の二年ほど上の考古学研究室の先輩である。

「先輩、ここに来てていいんですか？　神社が荒らされた事件の特集記事書いたの先輩でしょう。隕いん石せき騒動に関わって、そちらがいい加減になったんじゃ……」

　藤脇はちょっと顔をしかめた。

「俺も文化財を台無しにする連中は許すことはできんが、こればっかりは警察の捜そう査さ次第だからなー。デスクからの命令で隕石の担当にさせられたってわけだ。それにしても、隕石が落ちた近くにお前がいたとはね……」

「ええ。斎さい庭ば谷だにの墳ふん丘きゆう墓ぼの発掘やってたら、突然あんなもんが落ちてきて驚きましたよ。でも他にも隕石が落ちたとか言ってましたね？」

「こっちの方に入った情報じゃ、松江の北で複数の火の玉を見たという目撃例があるから、隕石は一個だけじゃなさそーだ。ただ、落ちた場所がすぐに特定できそうなのは、お前の見た奴だけみたいだな」

「でも、なんで空港に俺おれを呼び出したんですか？　まっすぐ斎庭谷の現場に向かえば早いでしょうに」

「まあ待て。もうすぐ飛行機が着くから御対面できるさ」

「御対面？」

「東京からのお客さんだ。それよりなー、お前に話しておきたいことがある」

　ソファから藤脇は立ち上がった。手招きするとロビーのはずれの方へと歩いて行く。哲也もいぶかしがりながら後に続いた。報道陣にチラリと目をやってから藤脇は小声で話し始めた。

「昨日、俺の実家から電話があった」

「先輩の実家から？　先輩の実家って確か能の登とでしたよね？」

　何かありそうな気配を感じて哲也はたずねた。

「ああ。なんでも俺の実家の周辺を嗅かぎ回っている奴がいるらしい」

　その答えを聞いて哲也の顔付きが変わった。

「まさか……」

「そのまさかだろうな。そいつは『天あま鳥とりの御み剣つるぎ』の名前を口にしたらしい。少なくとも一般人じゃないぞ」

「そいつ、何者です!?」

「わからん。ただ、体のデカい不気味な奴だけとしか聞いていない。そいつが出雲まで来るかどうかはわからんが、一応注意はしておけ」

「わかりました」

　哲也は真剣な顔付きでうなずいた。その時、東京発の航空機がこの出雲空港に到着したことを告げるアナウンスがロビーに響ひびいた。

「来たか」

　藤脇が乗客用出口へと歩を進めた。哲也も藤脇についていく。ロビーにいた他の連中も寄ってきた。しばらくして飛行機から降りた乗客がロビーに入ってくる。その中の若い女性に藤脇は近付いて行く。

　女性は二十歳半ばぐらいだろうか。理知的な表情をした美人だった。セミロングの髪に白のブラウス、膝ひざまでのスカートという地味な格かつ好こうである。

「あのー、国立天文センターの島しま田ださんですか？」

「はい。そうですが」

「私、松江新報の記者で藤脇という者です」

「ああ、天文センターにお電話をくださった方ですね。隕いん石せきの落下した場所に案内していただけるというのは本当ですか？」

「はい。そこにいる私の後輩がたまたま隕石の落下を目撃しまして」

　藤脇は哲也に振り向いた。哲也は軽く会え釈しやくをする。

「どうも。雲うん州しゆう大学考古学研究室の高見橋哲也です。隕石が落ちたのを、遺い跡せきの発はつ掘くつ中に見ました」

「そうですか。私は国立天文センター助手の島しま田だ志し保ほ子こです。センター長の定さだ村むら先生の代理で私が来ました。よろしくお願いします。さて、今すぐ隕石の落下地点に連れて行っていただけますか？」

「今すぐですか？」

　志保子はうなずいた。

「隕石の放射能測定を一時間でも早くやりたいのです。落下したばかりの隕石を調査できる機会は滅めつ多たにあるもんじゃありませんし。さっ、急いで！」

「はあ……」

　会ったばかりなのに妙に押しの強いこの女性に哲也は面食らっていた。




「ええっと、こっちの方向だったかな……」

　哲也を先頭に一行は林の中を歩いていた。哲也の後ろには島田志保子、それに藤脇を始めとする地元のマスコミの記者たちがいた。人数にして十人ほどだ。

「おい、哲也。もう少しゆっくり」

「あ、そうですね」

　哲也は後ろを振り返った。哲也と藤脇以外は、道もない林の中を進むのに苦労している。特にスカート姿の志保子は大変なようだ。

　遺跡があるのは平地ばかりではない。中には林の中に沈んでいる遺跡もある。そういう遺跡を発掘した経験が何回か哲也と藤脇にはあった。だから林の中には慣れている。

「いえ、結構です！　これぐらい、どうってことは……」

　木の枝にブラウスを引っ掛けながら志保子が答えた。

「それより方向は大だい丈じよう夫ぶなんでしょうねッ」

　志保子はなんとなく怒った感じだ。哲也は顔を上げた。

「仏ぶつ経きよう山ざんを目印に歩いてますから大丈夫でしょう。もうすぐだと思いますがね」

　木々の間から仏経山の三角形の山頂が見えている。哲也は足を進めた。しばらく行くと、木々がへし折れている場所が目に入った。大きな木の幹が中ほどからぽっきりと折れているのが見える。

「ここかっ!?」

　哲也は木の折れている場所に走り込んだ。

「あ、あんた、誰だ？」

　折れた木の上に一人の青年が座っていた。キャップ帽にウインドパーカー、それにジーパンスタイルなので一いつ瞬しゆん高校生に間違えかけたが、実際はもう少し上だろう。体から不思議に静かな雰ふん囲い気きを漂わせている。

「お待ちしていました」

　青年はスッ、と立ち上がると哲也に名刺を渡した。そこには「フリーライター　森もり部べ勇ゆう一いち」と書かれてあった。

「おや、その人は？」

　森部を見た藤脇が声をかける。哲也は黙って名刺を藤脇に渡す。

「フリーライター？　地元の方……じゃないですよね？」

「はい。隕いん石せきが落ちたという話を聞いて駆かけ付けたんですが」

　森部の話を聞いて藤脇と哲也が眉まゆをしかめた。それも無理はないことだった。ニュースで「島根県出雲地方に隕石落下か」という情報はすでに流れている。しかし、どこに落下したかという情報は全くないはずである。なんせ藤脇たち地元のマスコミ陣が今から取材しようというところなのだ。

「ここですかっ、隕石の落下地点は!?」

　息を切らしながらも志保子が勢い込んで叫んだ。

「そこの地面につき刺さってますよ」

　森部が少し離れた地面を指し示した。地面がえぐられ、周囲の草木が焼け焦こげている。志保子が慌あわてて走りよった。志保子について来ていたカメラマンたちも、落下した隕石を撮ろうとしてカメラを構えた。藤脇と哲也も詮せん索さくを止め、隕石を見ようと動いた。

　隕石はえぐられた地面の先の方につき刺さっていた。地面の上に顔を出している部分は握にぎり拳こぶし二つ分ぐらいはありそうだ。鈍にぶい金属的な光を放っていた。

「こいつが隕石ですか!?」

　マスコミの一人が志保子にたずねる。屈かがみ込んだままで志保子は返答した。

「これは凄すごいわ。間違いなく隕石です！　鉄成分が主体の隕鉄ですねっ」

　じっと隕石を覗のぞき込みながら志保子が興こう奮ふんしている。凄い物を発見した時の学者としての喜びの声だ。マスコミのカメラがその彼女の様子を撮影している。

　哲也は目を大きく見開いて隕いん石せきをじっと見ている。腕を組み、何かをこの隕石に投影しているようだった。

「あれに似てる……」

　哲也の口から小さく言葉が漏もれた。




　志保子は採取した隕石を、松江新報が用意したバンに積み込んでいた。ここは哲也が大火球を見た場所だ。近くには哲也たちが発はつ掘くつしていた古こ墳ふんがある。バンの周囲にはマスコミの車が数台停車している。その中に哲也の軽トラックもあった。

「もう一度、確認しておきますが、間違いなく雲州大学の放射線測定装置を使わせていただけるんでしょうね？」

「そちらが出雲空港に到着する前に理学部の方に電話入れておきました。準備して待ってるそうです」

「結構です。東京の天文センターなら設備も整ってるんですが、今はとにかく早く測定をする必要がありますから」

　その時、一台のワゴン車がこちらへと走って来た。車の横には「県衛生公害研究所」と書かれてある。ワゴン車は停止すると、中から作業服の男たちが三人ほど飛び出してきた。

「落ちた隕石はどこですか？」

　作業服の男たちは妙に緊きん迫ぱくした調子で聞いてきた。

「隕石なら回収してここにありますが……」

　怪け訝げんそうな様子で志保子が答えた。

「先ほどマスコミの方から連絡がありまして、東京から来た先生が隕石は放射能に汚お染せんされていると言われたそうですね！　今から我々が放射能汚染状況を調査し、場合によっては県と警察に連絡を取り、隕石落下地点の周囲を立ち入り禁止にいたします」

　作業員たちの説明を聞いてマスコミ陣がギョッとなった。その中で志保子はしばらくポカンとしていたが、いきなり高い声で笑い出した。

「な、何がおかしいんですか!?」

　作業員が顔を赤らめて怒った。

「ご、ごめんなさい。でも、すごい勘かん違ちがいをされているみたいだから……」

　そう言うと志保子は足元に落ちている小石を拾った。

「この小石が危ないと思います？」

「ま、まさかこの辺一帯が放射能に汚染されているんですか!?」

「そうじゃなくて、隕石は地上に普通に落ちている石よりも放射能レベルは低いぐらいなんですよ。隕いん石せきが放射能で危ないというのなら、世界中の全ての場所が放射能に汚染されているということになりますわ」

「でも、東京から来た先生が隕石の放射能測定をするとか聞きましたが……」

「あ、それ私です」

「えっ、そうなんですか？」

　志保子は一息ついて説明しだした。

「隕石は宇宙空間に存在している時に、宇宙線を受けて地球上にはない放射能を帯びるんです。それを測定することによって隕石の実態に迫ることができます。中には地上に落ちてから一日ぐらいで測定できなくなってしまう放射能物質もあると考えられます。それを測定しようと私は急いでいるんですが……ただ、その放射能はあまりに微量で、ガイガーカウンターを押し付けても何も反応もでないでしょう。とにかく雲州大学までこの隕石を運ばせていただきますが、よろしいですか？」

「し、しかし──」

「調査に来た専門家が大だい丈じよう夫ぶだと言ってますから全く心配ないですよ。急ぎますのでこれで失礼します。さっ、乗ってください」

　藤脇が志保子を促した。

「まあ、島根県の鹿か島しま町には原子力発電所がありますから、県の方でも放射能というものにどうしても神経質になるんです」

　志保子に説明しながら、藤脇はバンの運転席に乗り込んだ。

「哲也、また後でな。お前には隕石落下の時の様子を詳しく聞かなきゃならん」

　バンの窓越しに藤脇が声をかけた。志保子もバンの窓から顔を出した。

「隕石らしい物を見付けたあなた。この隕石の測定が終わったら私が鑑定します。たぶん雲州大学の理学部にいますから持って来てください。じゃ、お願いします」

　松江新報のバンが走り出した。マスコミの車も後を追って動き出した。作業員たちもぶつぶつ言いながらワゴンに乗り込んでいく。後には哲也と森部が残された。

「森部さんでしたっけ？　なんで隕石の落下した場所がわかったんです？」

　哲也は先ほどからの疑問をぶつけてみた。森部は仏経山の方に目をやった。

「あの山は神名火山とも言われ、古代出雲では聖なる山の一つとされた所です。その山に隕石も私も引かれたのかもしれません」

　哲也はじっと森部の様子をうかがっていた。どうもただの人物には思えない。

「それより古こ墳ふんから隕石が出たというのは本当ですか？」

　逆に森部が哲也に聞いてきた。

「さあ……似たようなものがそこの墳ふん丘きゆう墓ぼから出たのは確かですが、それが隕石かどうかは俺にはわかりません」

　自分が発掘していた古墳の方に哲也は顔を向けた。

「ほう、そこからですか。確か弥生やよい時代に作られた古代出雲人の奥おく津つ城きでしたね」

「へえ、よく知ってますねえ」

「こういうことに興味があって色々と調べてますので……」

　古墳を見つめる森部の眼が妙な光を帯びていた。




　ぶい～ん、と中古の扇せん風ぷう機きが考古学実習室の午後の生ぬるい空気をかき回していた。戸と棚だなにはまだ未整理の出土遺い物ぶつが箱に入って並んでいる。そのほとんどは土器の破片だ。木製の遺物などは水に漬つけた状態で保存しなくてはならないため、ここには置いていない。

　実習室の中央に、でんと置いてある大きな机で、哲也たち雲州大学考古学研究室の面々は遺物の一つ一つにナンバーをつけ、写真撮影を行なっている。

「先輩、こんな日は加か賀かの桂かつら島しまか古こ浦うらにでも泳ぎに行きたいっすねえ」

　後輩の一人が外を見ながら言う。外では青い空から強い太陽光線が降り注いでいる。机の上に設置されたカメラのレリーズを押しながら哲也は答えた。

「まあ、そう言うな。こいつの整理が終わったら、中木先生が学会から帰って来るまでに俺一人で発掘レポート書かなきゃならねえんだから」

「せんぱーい、あたしお手伝いしましょうか？」

「いや、いいよ。これまで暑い中、夏休みつぶして発掘やってもらったんだから。後は講義が始まるまで学生らしくしっかり遊んでくれい」

「でも、先輩は就職活動しなくていいんですか？」

「むう……」

　思わず哲也の手が止まる。その時、廊下の方から靴くつ音が聞こえてきた。実習室のドアがガラッと開く。そこに立っていたのは白衣を着た島田志保子だった。

「あ、島田さん。あの石の鑑定、終わったんですか？」

　立ち上がった哲也が声をかけたが、志保子は無言のまま、つかつかと近付いて来る。そして手に持っていた書類をばしっ、と机に叩たたき付けた。明らかに不愉快そうな表情で哲也の顔を見み据すえている。書類と志保子の顔を交互に見て、戸と惑まどいながら哲也はたずねた。

「な、なんですか、これ……」

　書類には哲也の理解のできない数値が並べられている。

「説明します。あなたが持って来た鉱物は明らかに鉄の隕いん石せき、つまり隕鉄です」

「えっ、本当ですか!?」

　志保子は書類を再び無造作に手にとると、哲也の顔の前に突き付けた。

「成分を分析した結果がこれです。鉄とニッケルの合金が98％、そのうちニッケルが11％のオクタヘドライトという種類の隕鉄です。これは断面にウィドマンシュテッテン構造が認められたことからも断言できます」

「はあ……」

　理解できない言葉を並べ立てられ、哲也は生半可な返事をすることしかできなかった。もう一度、志保子は書類を机の上に放ると、腰に手を当てて哲也に話し始めた。

「でもこれって、面白いことに先日、この島根に落下した隕石と全く同じ数値なんですよ。微量元素に至るまで全く合致します。つまり──」

「つまり？」

「あなたが持って来た隕鉄は、この前落下した隕石のうちの一つであって、決して古こ墳ふんから出てきた物じゃないってこと！」

　その言葉を聞いて哲也は眉まゆをしかめた。いきなり志保子が大声で怒ど鳴なり始めた。

「あなた、一体どういうつもりなの!?　拾ってきた隕石を、古墳から出てきた物だなんて[image: 噓]うそついて！　功こう名みよう心しん？　それとも世間を騒がせたいわけ？　いずれにしても学問に携わる者のすることじゃないわ。恥を知りなさい、恥を!!」

　哲也の表情がみるみる険けわしいものに変わっていく。後輩たちがうろたえている。

「聞き捨てならねえな……おいっ、発掘の時の測定図と写真、持ってこいッ！」

　実習室の窓ガラスが震ふるえんばかりの大声だった。しかし、志保子は全く怯ひるんだ様子もなく、哲也の顔を睨にらみ付けていた。




「おい、着いたぞ」

　軽トラの運転席にいた哲也はぶっきらぼうに言った。

「そう」

　助手席の志保子は素っ気なく返事した。二人は目線を全く合わせずに車から降りた。そこは哲也たちが発掘していた斎さい庭ば谷だにの古墳のある所だった。正確に言うと弥生やよい時代に作られた「墳ふん丘きゆう墓ぼ」で、雲州大学考古学研究室では古墳時代に作られた古墳とは区別している。暑い陽射しを投げていた太陽も西に傾いていた。

「こっちだ」

　ムスッとした表情の哲也が墳丘墓の方へと歩いていく。

「落ちた隕石を探しに来た場所じゃない。へえー、ここから隕石が出てきたのお？」

　皮肉たっぷりな声で志保子がたずねた。大学の研究室で哲也は発はつ掘くつ時じの写真や測定図を見せて説明したが、志保子は全く信じようとしなかった。写真の日付もカメラを操作したんだろうと言い、哲也の後輩たちの証言も口裏を合わせたに違いない、と言い張った。ついに哲也は斎庭谷の墳丘墓に志保子を連れてきたのだ。

　土の剝むきだしになった丘の上へと哲也は駆かけ登った。全体が四角の形をした丘である。なぜか四よ隅すみが膨ふくらんだ形をしていた。数日前までは哲也たちが発掘をしていたが、今は遺跡の破壊を防ぐため埋うめ戻されている。後からのろのろと志保子が上がってきた。

「ここだ。あの石があったのは」

　哲也が遺跡のちょうど真ん中あたりの地面を指差した。

「この遺跡は四隅突とつ出しゆつ墳ふんと言って弥生やよい時代の遺跡だ。古代出雲の族長を葬ほうむった墓だな。例の石は中央部にある棺ひつぎの発掘の時に見付けたもんだ。遺体の枕元に置かれていたから、墓に葬られた人間にとっては相当大切な物だったと思う」

「ふーん、それでその石が弥生時代の物だという証拠は？」

「そりゃ弥生時代の棺の中から出てきたんだぜ。掘り返された跡は全くなかったし、墓の主が埋うめられた時に一緒に棺に入れられたとしか考えようがない」

「それが本当ならね」

　あくまで志保子は信用しない気だ。

「あー、どう言ったら信じるんだ、あんたは！」

「ちゃんとした科学データがあればね」

　フーッ、とため息をついて哲也はしゃがみ込んだ。

「強情な女だ……ところで、俺が渡したあの隕石の放射能測定の結果はどうなの？　隕石のことはよく知らねえが、年代測定なんてできないわけ？」

　難むずかしい顔で志保子を見上げる。その志保子は、あっという表情で口を押さえた。哲也は立ち上がって、志保子に詰つめ寄った。

「もしかして調べる事も調べないで文句つけてきたのか!?」

　志保子は明らかにうろたえている。

「ま、まだだけど……」

「おいおい、それでも学者かよ。まあ、いいや。俺が渡した隕石の測定すれば何かの結論が出そうだし」

「放射能の測定はまだだけど、同じ隕石が年月を隔てて同一地点に落ちてくるなんて、科学的に絶対ありえないことなんですからね！」

「はいはい、測定が終わってから論争は再開しましょ」

　ぼりぼりと頭をかきながら、哲也は車へ戻ろうとした。

「なんだあ!?」

　奇妙な気配を感じて哲也の足が止まった。鋭するどい視線を墳ふん丘きゆう墓ぼの下の一点に向ける。哲也の態度の変化に気付いた志保子もそちらの方に目をやった。

「な、なんなのあれ!?」

　そこにはギェッギェッという低く微かすかな音で鳴いている黒っぽい物体があった。巨大な黒犬のようにも見えたが、そいつには目も鼻も口も体毛もない。生物というよりはコールタールを固めた感じのシロモノが、哲也たちの方へと移動している。動きが鈍にぶいように見えてそれなりに移動スピードは速い。ズザザザッ、と墳丘墓を駆かけ登って来る。

「狭さ蠅ばえなす妖あやしき物もの怪のけ……」

「あ、あなた、あれが何だか知ってるの!?」

　鋭い視線を黒い化け物に向けながら、哲也は強い口調で言う。

「俺から離れるな！　あいつ、殺気を持っていやがるッ」

　一歩踏み出して哲也は構えた。それは空手の構えに似てなくもなかったが、なんとなく違う。むしろ志保子は歌か舞ぶ伎き役者の「見え」のように思えた。

　黒い化け物が墳丘墓の上部に飛び乗った。次の瞬しゆん間かん、ギエーッと叫びを上げ、哲也目がけて化け物はジャンプしてきた。

　派手な志保子の悲鳴が上がる。哲也の体が動いた。右足を思いっきり踏み込む。

「ノアアアーッ！」

　鋭い声が哲也の口から発せられた。右手が光る。光る掌しよう打だを化け物に突き出した。一瞬だった。一瞬で黒い化け物はバシューッと消し飛んだ。後には静かな夕暮れの景色が広がっているばかりだった。

　フー、と大きく安あん堵どの息を吐いて哲也は全身の力を抜く。振り返ると志保子がブルブルと震ふるえている。

「な、なんなの？　今のは……」

　必死に答えを求めるまなざしを哲也に向けている。

「俺にも詳しい正体はわからねえが、『日本書紀』で狭蠅なす悪あしき神とか書かれている化け物だ。ただ、あれほど巨大な奴やつを見たことはない」

　そう言いながら哲也は周囲を窺っている。その哲也の視線がある一点で止まった。林の中である。

「ここで待ってろ！」

　いきなり哲也は駆かけ出した。

「ば、馬鹿あーっ、置いてかないでよー！」

　志保子はぺたりと丘の上にへたり込んでしまった。







　　　第二章　末まつ裔えいたち







「おう、どうしたい、こんな所に呼び出したりして」

　よれた感じのジャケットを引っ掛けた藤ふじ脇わきが哲てつ也やの方へ歩いてきた。辺りはもう暗い。その中で国道沿いに並んだ街がい灯とうが細長い公園を照らしだしていた。

　ここは宍道しんじ湖このほとりに在る松江の湖こ畔はん公園である。目の前には日本でも有数の湖である宍道湖が静かに広がっていた。すぐ近くには松江温泉のホテルが立ち並んでいる。昼間ならばウインドサーフィンの若者たちで賑にぎわう所だが、今はほとんど人の姿はない。温泉街との間には国道が走っていて、宿泊客には来にくい公園なのだ。

「先輩すんません。新聞社の方じゃマズいことなんで……」

　藤脇はベンチに座っている島田志保子に気付いた。志保子は缶かんジュースを両手に持ち、力なくうつむいている。

「おい、なんかあったのか!?　天文センターには、うちの社で便宜をはかると言ってあるんだ。彼女にまずいことがあったら俺おれの首も危ないんだぞ！」

「とにかく、これを見てもらえますか？」

　ズボンのポケットから哲也は何か取り出した。それは二つに割れた琥こ珀はくの玉だった。ビー玉より少し大きい。

「なんだ、こりゃ？」

「先輩の短剣で確かめてもらえますか？　俺が見付けた時はだいぶ妖よう気きが残ってました」

「なに！」

　藤脇の表情が厳しくなる。ジャケットの内ポケットから鞘さやに納まった短剣を取り出し、鞘から引き抜く。街灯を反射して不思議な光を放つ。藤脇は短剣を玉に近付けた。ポンッ、と軽い音がして琥珀の玉にひびが入った。

「わずかに物もの怪のけのケガレが残っている……哲也、なにがあった？」

　鞘に収めた短剣を内ポケットにしまいながら藤脇はたずねる。哲也は斎さい庭ば谷だにの墳ふん丘きゆう墓ぼで襲おそってきた黒い化け物の話をした。

「じゃあ、俺の実家を探っていた奴やつが出雲いずもに来たっていうのか!?」

「ま、そんなとこでしょうね」

　藤脇は腕を組んだ。

「どうしたもんか……」

「とにかく様子見るしかないでしょ。相手の正体がわからない以上、こちらも対応の仕方がないですからね。それから先輩」

「なんだ？」

「ヘタに一人で動かないでください。もしあいつらが襲ってきたら、俺ならブッ飛ばせば済みますけど、先輩はそうもいかないでしょう」

「確かにな。妖あやしき物もの怪のけなら俺の『天あま鳥とりの御み剣つるぎ』でなんとかなるが、人間相手じゃどうしようもない」

「松江市街ならともかく、郊外に一人で出掛けるようでしたら俺が同行します。ま、当分は休みですから」

「ちょっといいかしら？」

　藤脇が振り向く。その方向からは志保子が歩いてくるのが見えた。志保子の表情は真剣そのものだった。

「島田さん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　藤脇の問いかけに志保子は答えなかった。

「あなたたち、一体何者なの？」

　哲也が藤脇の方に顔を向けた。

「いいんですかね、俺たちの正体ばらしても」

「ああ。あんなことがあったんじゃ話しとかなきゃまずいだろう」

　その返事を聞いて軽くうなずき、哲也は志保子に面と向かって話し始めた。

「先輩と俺は古代出雲族の巫ふ覡げきの『末まつ裔えい』なんだ」

「はっ？　なんなのそれ……」

「その昔、出雲に住んでいた出雲族のまじない師のことだ」

「縄じよう文もん時代から古こ墳ふん時代まで、この地方には出雲族という一族がいまして、その中でも巫覡と呼ばれる呪じゆ術じゆつ者しやは不思議な能力を持ってたんです」

　横から藤脇が説明を加えた。

「出雲族は古墳時代の半ば頃に大和朝廷に滅ほろぼされちまったが、一部の巫覡たちは各地に逃げ延び、代々その技わざと神宝を伝えてきたってわけだ」

「じゃあ、あなたたちは超能力者みたいなものなの？」

「まあ、そういうことになるだろうな」

「信じられない……そもそも超能力なんて科学的に存在するはずのないものだわ」

　志保子は頰に手を当てて不思議そうな表情をしている。

「おいおい……」

　哲也が呆あきれた顔をした。

「できればそういうことにしておいてもらえませんか？　俺たちの『力』がばれるとマズイことになるでしょうから」

「まずいこと？」

「公安のマークを受けるってことだよ」

「まさか！」

「あんたの知らない世界もあるってことだ」

　哲也はやや吐き捨てるように言った。志保子は明らかに戸と惑まどっている。

「それより島田さん」

「はい？　何ですか」

「明日からこいつも同行することになりますが、よろしいですか？」

　藤脇は哲也を肘ひじで小こ突づいた。

「えっ……」

　少しばかり志保子は嫌そうな顔を見せた。哲也は仕方ないといった感じで諦あきらめている。

「仕方ねえだろ。先輩の『天あま鳥とりの御み剣つるぎ』は物もの怪のけ以外にはたいした力にはならない。俺がいないとヤバいだろ。俺も自分の用件ほっぽり出して付き合うんだから、そっちも我慢してもらわねえと」

　しばらく黙だまっていた志保子だったが渋々うなずいた。

「じゃ、ホテルまでお送りしましょう。哲也、お前は後をついてこい」

「わかってます」

　三人が動き出そうとした時だった。宍道しんじ湖この湖面がざわめいた。公園の街がい灯とうがチカチカと点てん滅めつを始め出した。

「まさか……」

　異様な雰ふん囲い気きを感じた哲也は藤脇の顔を見た。藤脇も慌あわてて内ポケットから短剣を引き抜いた。藤脇の『天鳥御剣』は白く光っていた。

「間違いない。誰かが『力』を使ってるぞ……」

「こりゃ、尾行つけられたな……しかし、ここ松江の市街地だぜ」

　鋭するどい視線で哲也は周囲を見回した。辺りは灰色のガスのようなもので覆おおわれていた。ガスが周囲の明かりを吸収してボンヤリと光っている。志保子も慌てたように回りをキョロキョロと見ている。

「な、なんなの!?」

「どうやら一戦交えなきゃならねえらしい……先輩、彼女頼んます！」

「わかった」

　藤脇が志保子の横に付く。哲也は構えを取った。

「何の用だ、俺たちに」

　哲也の声と共に一人の僧そう侶りよがガスの中から姿を見せた。墨すみ染ぞめの衣を着ている。大きい。二メートル近い背せ丈たけはあるのではないだろうか。それにかなりゴツい体と顔の持ち主だ。その顔にはわずかに笑みが浮かんでいる。交渉において絶対的有利に立った時に見せる、あまり感じの良くない笑みである。

　哲也は藤脇と僧侶の間に立った。鋭い視線を僧侶に投げ付けている。

「ふっ、そう構えるな。わしはあくまでも話し合いに来たのだ」

「話し合いなら何でこんなことしやがる？」

「一般人の目から遮さえぎるために、わしがわざわざ『狭さ霧ぎりの結界』を仕掛けてやったのだ。出雲族の『末まつ裔えい』同士、こうした方がよかろう……」

「あんたも出雲族の『末裔』なのか!?」

　短剣を握にぎり締しめた藤脇が叫んだ。

「左様。わしの名は浮ふ山ざん法ほう師し。かつて筑ちく紫しに逃れし、出雲族の『末裔』だ。それにしても探し出すのに苦労したぞ。『天あま鳥とりの御み剣つるぎ』を持つ者の所在をな……」

「で、あんたの話って何だ？」

　何時いつでも浮山法師に仕掛けられる態勢で哲也は質問した。

「出雲族の末裔ならば当然貴様らも聞いたことがあろう。『黄泉よみの広ひろ庭にわ』の名をな」

「黄泉の広庭？」

　哲也が戸と惑まどった声を出した。

「し、知らぬのか!?」

　浮山法師が驚きの表情になり、そして失望したような口調でつぶやいた。

「黄泉の広庭を知らぬとは……これでは入口の在処ありかも知るまい……まあ良かろう。では、貴様の天鳥御剣をわしによこせ！　貴様が持っていても宝の持ち腐ぐされだ」

　浮山法師はギンッ、と藤脇を睨にらんだ。

「おい、テメーが何様か知らねえが、いきなり来て先輩の剣をよこせたあ、とんでもねーくそ坊主だぜ」

「このわしが古代出雲族の力を復活させてやろうというのだ。抵抗するというならば、貴様らを殺しても天鳥御剣を手に入れる！」

　そう言うと浮山法師は懐ふところに手を入れた。

「オン・バザラ・ウン！」

　真言と共に浮山法師は法ほう輪りんを哲也に投げ付けた。金色に輝く光が哲也へと飛ぶ。

「ノアアアーッ！」

　気合いと共に哲也は掌しよう打だを放った。一いつ瞬しゆん、哲也の腕の前の空間が光ったかと思うと、法輪が消し飛んだ。志保子は大きく目を見開いたまま立ち尽くしている。

「ほほう、カムツチの手か。ならばこの浮山も出雲族の技で勝負せずばなるまい。オン・マカラガ・バザラ・サタバ……」

　浮山法師の両手が光り出す。光は弓と矢に変化していく。浮山法師は光の弓矢を哲也に向けてつがえた。

「アマノカカヤだと！」

　それを見た藤脇が叫んだ。

「ふっふっふっ、天あま鳥とりの御み剣つるぎを渡すならば許してやるが？」

「テメーこそ、この場で土下座すれば素直に逃がしてやるぜ！」

「言ったな！　命はいらぬようだな、青二才！　チィ──────ッ」

　長く引く息い吹ぶきの声と共に浮山法師は弓矢を引き絞しぼった。

「死ねいっ！」

　光の矢が放たれた。

「哲也あーっ！」

　藤脇の叫びが響ひびく。

「アアア───ッ」

　突然、哲也の前の空間が煌きらめいた。光が散る。

「なんだと！」

　浮山法師が驚きよう愕がくの表情で立ち尽くしている。哲也は片足を前方に向けて踏み上げていた。

「カムツチの蹴けりっ。……心配させるぜ、哲也」

　スッと足を降ろした哲也は、浮山法師を指差した。

「言っとくがな、カムツチの手と蹴りのコンビネーションを出せばテメーの命はないぞ。死にたくなけりゃ、尻尾しつぽ巻いて逃げろ。そして二度と俺たちの前にツラを出すな」

　しかし浮山法師はニタッと笑った。

「さて、命が危ないのはどちらかな？　かかれッ！」

　その声と共に哲也目がけ、十本以上もの金こん剛ごう杖じようが飛び掛かってきた。

「げげっ！」

　不意を突かれた。体を捻ひねってかわそうとしたが数本が体を打った。ぐっ、と呻うめいて哲也の体が倒れる。

「哲也ッ！」

　駆け寄ろうとした藤脇だったが、ガスの中から数人の修しゆ験げん者じやが襲おそいかかって来た。志保子の悲鳴が上がる。最初に打ち降ろされた金こん剛ごう杖じようを、藤脇は短剣で必死に受け止めた。しかし、数人の相手を短剣のみでするのはしょせん無理だった。他の修験者が打ち込んできた金剛杖が藤脇の腕に当たった。ゴッと鈍にぶい音がする。カラーンと短剣が地面に落ちた。すかさず修験者の一人が短剣を拾った。

「浮山殿、剣は我らが手に！」

「おおっ、でかしたぞ！」

「この野郎っ」

　立ち上がった哲也が修験者に向かって構えた。

「オン・マカラガ・バザラ・サタバ……」

　浮山法師の真言に気付き、哲也は振り返らざるを得なかった。浮山法師の光の矢が哲也に狙いをつけている。背中を向ければ間違いなく矢が哲也を吹き飛ばす。

「ふっ、われらの勝ちだったな。このまま始末しても構わぬが、同じ末まつ裔えいの誼よしみで命だけは助けてくれよう」

　藤脇は腕を押さえてうずくまっている。志保子は地面に座り込み呆ぼう然ぜんとしている。もうどうしていいのかわからないのだろう。浮山法師を睨にらみ付けたまま、哲也は歯をギリッと嚙かみ締しめた。

「シュオッ！」

　突然だった。鋭するどい声がしたと思うと赤い光がガスの一片を切り裂さき、一人の男が飛び込んで来た。赤い光の剣を手にしている。男が剣をふるった。

「ぎゃああーっ！」

　絶叫が上がる。天あま鳥とりの御み剣つるぎを握にぎっていた修験者の右手がボトリと地面に落ちたのだ。

「なっ、貴様は!?」

　男は浮山法師へと走った。慌あわててアマノカカヤを男に放つ。

「シュアッ！」

　男が赤い剣を一振りすると光の矢は砕け散った。

「ぬうう……退ひけえーっ」

　叫ぶと同時に浮山法師の体がガスの中へと飛び込んで行く。

「逃がすか、このくそ坊主！　ノアアアーッ！」

　浮山法師が消え去った辺りに、哲也のカムツチの手が叩たたき込まれた。フッ、とガス状の結界が消えた。もう浮山法師の姿も修験者の姿もない。夜の宍道しんじ湖こと温泉街の明かりが見えているばかりだった。

「あれ？　あんた……」

　飛び込んで来た男の顔に哲也は見覚えがあった。

「確か隕いん石せきの落下現場にいた……」

「フリーライターの森もり部べです」

　男は隕石落下の現場で座っていた森部だった。あの時と同じような格かつ好こうをしている。手にした赤い剣がフッと消える。

「森部さん、あなたも普通の人間じゃなさそうですが？」

「ええ。私もあなた方と同じ『末まつ裔えい』の一人です。あの法師は私が追っていたのですが、つい見逃してしまいまして……助けに入るのが遅れてすみませんでした」

　森部は軽く頭を下げた。

「いやいや、助けに来てくれなかったら俺たちはどうなっていたか。とにかく礼を言っときます」

「それより、こちらの方の怪け我がの心配をしないと」

　森部は右腕を押さえてうずくまっている藤脇に目をやった。

「げっ、そうだった！　先輩、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　青い顔をした藤脇が立ち上がる。

「骨が折れてるかもしれない……」

「じゃあ、すぐに病院に！」

「それから島田さんも頼む……」

　ふと哲也が振り向くと、視点の定まらない目で空中を見ている志保子が地面に座り込んでいた。




　ガチャリとアパートのドアが開いて、夏の夜風が部屋の中に入ってきた。部屋はゴチャゴチャとした六畳間だ。机と小さなＴＶの他には家具らしいものはない。ただ、部屋の隅すみに本がうずたかく積まれている。考古学や古代史の本が多いが、コミック雑誌もちらほらと見受けられる。

「お帰りなさい」

　出雲地方の地図を見ていた森部が顔を上げた。

「あれ、先輩寝てるの？」

　スーパーの袋を抱えた哲也は部屋の中を見回して言った。右手をギブスした藤脇が壁に寄り掛かって寝息を立てていた。そして本の壁の前では志保子が夏用の薄い布ふ団とんにくるまって横たわっている。まるで蛹さなぎのようだった。

「ええ。鎮ちん痛つう剤ざいが効いてきたんでしょう」

「そうですか」

　哲也はドアのすぐ近くに腰を降ろし、袋の中から缶かんビールを取り出した。

「やります？」

「はい、いただきます」

　ビール缶を受けとり、森部はプルトップを開けた。哲也もビールをグイッとあおった。

「ふうっ。さすがにあんなことの後だけにうめえや」

　一息つくと哲也は不安そうに森部を見た。

「しかし、大だい丈じよう夫ぶですかね？　あいつらが襲ってきたとはいえ、手を切り落としちまったんだからなあ……」

「御心配なく。あれは私の剣で消滅させておきました。警察沙ざ汰たになるようなことはないと思います」

　森部はビールを口にしながら事も無げに答えた。そして静かに哲也の顔を見た。

「ところで、あの藤脇さんが持っていた短剣は『黄泉よみの広ひろ庭にわ』への入口を開くと言われる『天あま鳥とりの御み剣つるぎ』なのですか？」

　その目付きは真剣なものになっていた。じっと哲也の答えを待っている。しかし、哲也は眉まゆをしかめて戸と惑まどったように口を開いた。

「あの坊主も言ってましたけど、『黄泉の広庭』というのは何です？」

「ええっ、御存知ないんですか!?」

　森部も浮山法師の時と同じように驚いた声を出した。慌あわてたように言葉を続ける。

「古代出雲族が造り上げたシステムで、かつて恐ろしい力を発揮したというものですよ！　浮山法師もその『黄泉の広庭』を操あやつることを狙っているんですっ！」

「それなら俺たちの間で『大おお神かみの広ひろ殿どの』と言われているものと同じかな……」

「広殿、ですか……やはり、あなたの家系にもあれの伝承は伝わっていましたか」

　森部はホッとしたような表情になった。

「で、あなたの家系ではそれについてどう言ってますか？」

「俺の家に伝わる話じゃあ、『大神の広殿』は古代出雲族が造り上げたシロモノで、大和朝廷に滅ほろぼされるまで偉大な力を発揮していたとか」

「どういう実態のものだかわかってますか？」

「いや、『大神の広殿』は出雲のどこかに存在した何かということぐらいしか知りません。先輩の家系でも同じような情報しかないようですが。ただ──」

「ただ？」

「俺の家系には『大神の広殿は香か香か背せ男おを呼ぶ』という妙な伝承があるんですよね。これがどういう意味なのか全然わかりませんが」

「ほう、香香背男ですか……確か『日本書紀』の国譲りの部分に出てくる神の名でしたね」

「あ、よく知ってますねえ。かなりドマイナーな神様なのに」

「私はこれでもライターですよ」

　ビールを口に含むと、森部は確かめるように哲也にたずねた。

「では、お聞きしますが、『広殿』の入口の目当ては付いていますか？」

　それを聞いて無言のまま、哲也は首を横に振った。

「そうですか……」

　森部は落胆した調子の声を出した。

「俺も先輩もこの出雲に来たのは『大神の広殿』を探すためなんです。大学で先輩と出会ってから、二人であちこち歩きました。いくつか先輩の『天あま鳥とりの御み剣つるぎ』が強く反応した場所はありましたが、結局『広殿』の入口らしきものは見つかりませんでした」

　森部の目が輝いた。

「やはりあの短剣は『黄泉よみの広ひろ庭にわ』への道を開くという『天鳥御剣』でしたか！　それで、その剣が反応した場所というのは何処どこなんです!?」

「出雲大社と佐さ太た神社です。ここは出雲でも有力な神が祭られた神社で、先輩の剣が反応しても何の不思議もない所ですけどね……」

「まあ、確かに……」

「俺と先輩は先祖が残したという『大神の広殿』を一目見たいと思って雲州大学に入学したわけですが、もう『大神の広殿』なんてものは存在しないのかもしれませんねえ」

　少し寂さびしげに哲也は言った。

「いや、そんなことはないと思います。『広殿』は今でも確かに出雲のどこかに存在するはずです」

　きっぱりと森部は言い切った。そんな森部を哲也は不思議そうに見た。

「どうしてそう言い切れるんです？」

「少なくとも浮山法師が探しているのがその証拠と言えるでしょう。もしかすると『黄泉の広庭』は眠りから覚めつつあるのかもしれません」

　森部は真っ直ぐに哲也の顔を見み据すえた。

「とにかく『黄泉の広庭』とも『大神の広殿』とも呼ばれるものを探しましょう！　あの浮山法師たちが見付ける前に。そうでないと大変なことになります！」

　しばらく哲也は黙っていたが、ゆっくりと口を開いた。

「わかりました。もともと俺が出雲に来た目的は『大神の広殿』を探すこと。ここでいっちょ根性入れて探しますか！」

「私も全面的に協力します」

「そりゃ、助かります。でもねー」

　哲也は壁に寄り掛かっている藤脇に目をやった。

「先輩は怪け我がしてるし、なにより部外者が一人いるからなあ」

　哲也の目は布ふ団とんにくるまっている志保子を捕とらえていた。眉まゆ根ねをしかめ、苦しそうな寝顔である。あまりよくない夢でも見ているのかもしれない。

「ちょいと面倒だな……」

　哲也はビールを飲み干した。







　　　第三章　探たん索さく行こう







「お待たせー」

　軽トラの運転席で、必死に団扇うちわをあおいでいた哲てつ也やに志し保ほ子こは声を掛けた。今日は白いポロシャツにベージュのスラックスという動きやすそうな格かつ好こうだ。一方、哲也の方は相も変わらず黒いＴシャツを着ただけというぞんざいなスタイルである。

　ゴオーッ、と轟ごう音おんを立てて上空を自衛隊の輸送機が飛んで行く。哲也の軽トラは米よな子ご空港の駐車場にいた。ここ米子空港は民間と航空自衛隊美み保ほ基地との共用空港である。

「送ってきたのか？」

「ええ。落下した隕いん石せきとあなたが発はつ掘くつした隕石の二つとも。天文センターでもっと詳しい分析が成されるはずよ」

　そう言いながら志保子は助手席に座り込んだ。

「暑いわねー。クーラーぐらい買いなさいよ」

「考古学徒にそんな物は必要ないっ」

　バタバタとあおぎながらも哲也は強がって答えた。

「もう、なんであなたなんかと一緒に行動しなきゃならないのよ！」

　志保子も手で顔をあおぎながら不満たっぷりの様子だ。その志保子をチラリと見て哲也が言った。

「隕石と一緒に東京に戻った方が良かったんじゃないか？　あんたはあの坊主たちに俺おれたちの仲間だと思われた可能性が高い。このままだと、あいつらが襲おそってくるかもしれない。しかし、剣を持つ先輩が出雲いずもにいる以上、人数を割いてまで東京にいる人間を襲うことはないと思うぞ」

　だが、志保子は哲也に顔も向けずに口を開いた。

「昔の遺い跡せきから出てきた隕石と落下した隕石が同一の物だとわかった以上、その謎なぞを探る義務が研究者の私にはあるわ。とにかく落下した隕石の飛行コースだけでも突きとめないと、東京に帰れるもんですか」

「そのことだがな、詫わびの一言ぐらいは俺に言ってもいいんじゃねえか？」

「そう。じゃあ、一言だけ。ゴメン」

　哲也に向けて志保子はほんの少しだけ頭を下げた。

「ま、いいけどね……これからどこに行くんだ？」

「漁協に電話したら、『かか』って所に大火球を見た人がいるって。場所わかる？」

「かか？　ああ、それならここだ」

　座席の後ろから哲也は地図を取り出して、松江の北の海岸を指し示した。

「加か賀が？」

　そこは島根町という所で、哲也の指差した所には「加賀」という地名があった。

「石川県の加賀と同じ文字だが、地元の人間は濁にごらずに『かか』と呼んでる」

「へえー、そうなの。私の母は金沢の出身だから加賀という文字はやっぱり『かが』って読んじゃうけど」

「俺たち雲州大学の学生には海水浴場のある所というイメージだな。加か賀かの潜くけ戸どという観光名所もあるが、遊覧船でも乗ってくか？」

「そんな暇ひまないわよ。とにかくそこに急いで！」

「へいへい」

　サイドブレーキを外して哲也の軽トラは動き出した。




　加賀の漁港はいつもより人で賑にぎわっていた。漁港の中心にある漁協の白い建物の周辺に人が集まっている。この時期は観光船が出るので観光客もやって来るのだが、今日は地元のマスコミが押し掛けていた。むろん志保子が隕いん石せきについての聞き取り調査を行なうという情報が漁協から流れたためである。

　漁協の建物の会議室で志保子はマスコミ陣に説明をしていた。何台かのＴＶカメラが志保子を捕とらえている。地元マスコミ陣だけでなく、山陰の天文関係者、それに漁協の職員が物珍しげに後ろで見ていて、小さい会議室は人でいっぱいだった。

　マスコミ陣の中には藤ふじ脇わきもいた。右手をギブスで固かためて吊っている。左手に小型のテープレコーダーを持っていた。横には森もり部べが立っている。むろん哲也もその近くで志保子を見ていた。

「つまり海上で隕石の火球を見たというのはどんな意味があるんでしょうか？」

　記者の質問に志保子が学者らしい口調で答える。

「仏ぶつ経きよう山ざんに落下した隕石は、北東の方向から飛来したと考えられます。現在、松江市を中心に火球の目撃者が多数おりますが、松江と仏経山との距離がさほど離れておらず、これでは正確な飛行ルートを割り出すことができません。それで、隕石がやって来た方向、つまり日本海の海の上ということになりますが、そこで目撃された方がいないかということで、電話で各漁協に電話で問い合わせをしたところ、漁の最中に火球を見られた方がこの加賀におられたので、聞き取り調査に参った次第です」

「それで隕いん石せきの正確な飛行ルートはわかったのですか？」

「ここでのデータを検証して、現在確認中です」

「隕石の飛行ルートをレーダーで確認することはできないのですか？　隕石の飛行ルートと思われる近くに自衛隊の澄し水みず山やまレーダーサイトがありますが」

「私たちもそう思い、天文センターの方から防衛庁に電話したところ、『自衛隊のレーダーで得た情報は防衛上の機密に属することなのでお答えできない』と断られてしまいました。その情報が得られれば私たちも楽なんですけど……」

　その後にもいくつかの質疑応答が続いて、説明会は終わった。席を立ったマスコミ陣がゾロゾロと出口に向かって歩いてくる。その中の何人かに藤脇は挨あい拶さつした。志保子も書類をまとめると藤脇の方にトコトコと歩いてきた。

「藤脇さん、よろしいんですか？　そのお怪け我がで……」

「大丈夫です。今日は森部さんの助手席に座っているだけですから」

「先輩、仕事の方はいいんですか？」

「なーに、写真は写真部の人間が撮とってるし、後で会見の内容をまとめて電話で社に伝えりゃいいんだから。とりあえず今日は島田さんのお手伝いってわけだ」

「でも、実際に相手してるのは俺なんですけど──」

「あーら、迷惑なの？」

　嫌味を込めて志保子は哲也の顔を見た。

「チッ。誰か『力』のある人間が側についていないと人質にされるかもしれねえんだぞ」

「隕石落下のことがある程度片付いたらさっさと出雲から離れます！」

「まあまあ。そうですね、どこかで軽く食事でもしましょう。さて、どこ行くか──」

「それより今後のことを考えた方がいいのでは？」

　今まで不ふ機き嫌げんそうな感じで黙っていた森部が口を開いた。

「あの浮ふ山ざん法ほう師しとかいう僧そう侶りよのことですか？」

「そうです。『広ひろ殿どの』のこともです」

「そりゃ、今度あのクソ坊主に会ったらボコボコにして、奴等が知ってることを聞き出しゃあいいでしょう」

「おい、哲也。島田さんのことも考えろ。島田さんが危険な目に遭あったらどうする!?」

　志保子は少しうつむいた。

「私は科学者です。出雲には落下隕石のデータを取りに来たのです。出雲族だか何だか知りませんが私には関係のないことです。充分なデータを得て無事に帰りたい。それが今の私の気持ちです」

　それを聞いて哲也は少しだけ神妙な顔付きをした。

「俺たち出雲族の『末まつ裔えい』の争いに巻き込んじまって済まないとは思ってる。だからガードしてんじゃないか。俺たちが怪け我がするのは仕方ないかもしれねえが、少なくとも部外者に怪我させることは許さないつもりだ」

「わかったわ……」

　珍しく志保子は哲也に微笑ほほえんだ。

「さて、こうしていても仕方ない。ちょっとドライブでもしますか。そうすりゃいい考えが浮かぶかもしれない。森部さん、よろしいですか？」

「あ、はい」

　藤脇に促されて森部は会議室の外へと歩を進めた。




　美み保ほの関せき地じ蔵ぞう崎ざき灯台の近くにある駐車場に二台の車が滑すべり込んできた。先導する一台は青い４ＷＤで、その後ろは哲也の軽トラがいた。駐車場の周りには細い松の丘になっており、この二台の他には車はいないようだった。

　軽トラからは志保子と哲也が降りてきた。

「この先の灯台がレストランになっているの？」

「ああ。昔は灯台の管理人が住んでた所らしい。灯台が無人管理になったんで、その建物を土産みやげ物もの屋や兼レストランにしたんだそーだ」

「日本海を見ながら食事をするのもいいもんでしょ？」

　４ＷＤから降りてきた藤脇が志保子に声をかけた。

「素敵だと思います。東京湾と日本海では全く迫力が違いますから」

　ひょこっと４ＷＤの運転席から森部が顔を出した。

「すみません。先に行ってもらえますか？　ちょっと連絡する所がありまして」

「そうですか。じゃあ、我々はレストランに行ってます」

　藤脇が歩き出すと、哲也と志保子も後に続いた。三人は松林の中の小道を進んで行く。

「先輩」

「なんだ？」

「森部さん、連絡するとか言ってましたが、駐車場に公衆電話なんてありましたっけ？」

「それなら、あの車の中に携けい帯たい電話にもなる自動車電話が設置してあったぞ」

「へえー、そりゃすごいですね。あの人、結構金持ちなのか……」

「でしょうね。確か自動車電話の通話料金って割高だということを聞いたことがあるわ」

「はー。ならレストランで電話かけりゃいいのに、それに俺、もらいもんのテレカも持ってます」

　哲也はズボンの財布から一枚のテレカを取り出した。

「やよいデパートのテレカか……」

　藤脇は松江にあるローカルなデパートの名前を口にした。

「どうせ福引きで当てたもんですし、ちょっと行ってきます」

　哲也は元来た道を引き返していった。

「貧乏人が金持ちの心配しても仕方ないと思うが……」

　藤脇が呆あきれ顔で呟いたが哲也には聞こえていないようだった。すぐに駐車場に停止している森部の４ＷＤが哲也の目に入ってきた。森部は運転席で何やら真剣な顔で受話器に話している。それは哲也たちに見せている様子とは明らかに異なっていた。

　電話の邪じや魔まをするのも何だと思い、哲也は無言のまま４ＷＤに近付いていく。微かすかに森部が話す声が聞こえてきた。

「飛来ルートのデータは天文センターに伝えておいた方がいいかもしれん。とにかくあれの監視体制を作らねば……」

　その時、森部が鋭するどい視線を哲也に飛ばした。その鋭さは哲也が怯ひるんだほどだった。しかし、それもほんの一いつ瞬しゆんのことだった。すぐに森部はいつもの静かな雰ふん囲い気きに戻ると電話での話を続けた。

「わかりました。しばらく私は島根にいますので、そちらのことはお願いします。それでは失礼します」

　森部は受話器を置くと外の哲也に声をかけた。

「どうしました？」

　その声に慌あわてた所は微み塵じんもなかった。

「あ、いや……電話かけるんならレストランでかけた方が安いんじゃないかと……俺も無料でもらったテレカ持ってますから」

　むしろ哲也の方がどぎまぎしていた。

「それなら御心配なく。この電話の代金は編集部持ちなんですよ」

「あ、今の電話、編集部との電話だったんですか？」

「ええ、そうですよ。私のようなフリーライターは編集部から切られればそれまでですから。連絡は密にしておきませんとね」

　森部はニッと笑った。

「それよりレストランに行きましょう。藤脇さんたちが待っているでしょうし」

　森部もドアを開けて車の外に出た。

　レストランの窓の外には、西に傾きかけた太陽に照らされた青い海が広がっている。南の方には弓ヶ浜と呼ばれる半島が弧を描き、その先に西日本ではスキーで有名な大だい山せんが霞かすんで見える。

　藤脇たちは優雅に食後のコーヒーを楽しんでいた。特に志保子は目の前に広がる光景に満足しているようだ。上じよう機き嫌げんで哲也に説明を求めている。

「ねえねえ、今朝私たちが隕いん石せきを送った米子空港ってどこ辺りになるの？」

「空港ならあの弓ヶ浜の真ん中辺りだ」

「ゆみがはま？」

「弓みたいな形してるからそう呼ばれてる。もっとも昔は『夜見ヶ島』とか言われてたらしいが」

「よみ」という言葉を聞いて森部がコーヒーカップを置いた。

「その『夜見ヶ島』というのはもしかして『黄泉よみの広ひろ庭にわ』と関係があるんでしょうか？」

　森部は藤脇に答えを求めた。

「どうでしょうか。少なくとも夜見ヶ島は古代の出雲国には入ってません。出雲の中心からも離れていますし、おそらく大和朝廷から『黄泉の国』と呼ばれた出雲の国をつなぐ島という意味で『黄泉が島』とでも名付けられたのでしょう」

「そうですか」

　森部は渋い顔で再びコーヒーカップを手にとった。

「黄泉の広庭ね……」

　哲也が弓ヶ浜を見ながらボソリと呟つぶやいた。

「ところで黄泉というからには『黄泉の広庭』こと『大おお神かみの広ひろ殿どの』は地下にあるんですかねえ？」

　森部に向かって哲也がたずねた。

「さあ。私も詳しいことはわかりませんが、おそらくそうでしょう」

「地下の、黄泉の国への入口か……」

　両手を首の後ろで組んだ哲也はしばらく考えていたが、ハッとした表情になった。

「黄泉への入口……黄泉の穴だっ！」

　突然、哲也は叫んで立ち上がった。森部がコーヒーカップをカチャンと置いた。

「心当たりがあるんですか!?」

　森部も叫んでいた。

「先輩、黄泉の穴ですよ！　『出雲国風ふ土ど記き』に出てきた黄泉の穴ですよっ」

「稲いな目め洞どう窟くつか……」

　コーヒーをゆっくり口に運びながら藤脇は呟つぶやいた。

「何なの、ヨミとかイナとか……」

　顔をしかめて志保子が哲也に聞いた。

「出雲大社から北東の方角に山を越えた所にある海岸ぞいの洞どう窟くつです」

　哲也の代わりに藤脇が答えた。

「確か『出雲国風ふ土ど記き』では『黄泉よみの穴』と呼ばれ、夢に見ただけで死ぬとまで恐れられた所ですよね」

　森部が横から説明を加えた。

「しかしなあ、哲也。稲目洞窟と言えば、俺たちが生まれる前に発はつ掘くつされて船置き場に改造されちまった所だぞ。いくら何でもそこが『大神の広殿』の入口ってことはありえないと思うが」

「でも先輩、多少表面を削けずられたとしても扉とびらとしての機能は残っているかもしれません」

「行きましょう。他に手掛かりがない以上、行ってみる価値はあると思います」

　森部も椅い子すから立ち上がった。




　日は完全に暮れていた。街がい灯とうもない暗い海岸の道を哲也の軽トラと森部の４ＷＤが走っていた。ヘッドライトだけがアスファルトの道路を照らしている。車の左手の方は山になっていて、山の斜面にようやく道路を作りつけた感じだ。

　しばらく走って二台の車は橋の手前で止まった。左手の方は岩がん壁ぺきになっている。

「着いたな」

　哲也が最初に車から飛び降りた。

「私まで来ることはなかったんじゃない？」

　志保子は不満そうな顔を哲也に向けた。

「でもなあ、あんた一人を残してたんじゃ危ないぞ。あの坊主が技わざを使える以上、俺たちの近くにいたほうがいい」

　突然、強い光が辺りを照らした。振り返ると森部が車の後部から取り出した大型ライトに明かりをつけていた。

「森部さんって、そんなものまで持ち歩いているんですか」

　感心したように藤脇が言う。

「ええ。こんなこともあるかと思いまして。でも、バッテリーも長くはもたないでしょうから、早くお願いします」

　哲也が藤脇の方を見た。

「先輩、どうです？　天あま鳥とりの御み剣つるぎの反応は……」

「すごい。今までで一番強い反応だ。もしかすると、ここが『大おお神かみの広ひろ殿どの』への入口なのかもしれないな」

　その声は期待に満ちていた。これから起こることに期待を押さえきれない様子だった。藤脇は崖がけの方に顔を向けた。森部がライトでそちらを照らす。

　ライトに照らされ、黒い洞どう口こうが姿を見せた。洞どう窟くつは断だん崖がいに左上から右下の方へ斜めに口を開いている。かなり大きな洞口である。洞口の前には橋が横切っている。橋の下は船置き場になっており、小さな漁船が十隻せきばかりも海へと向かって並んでいる。

「何か不気味な所ね……」

　志保子が何か洞窟に感じたようだった。

「そりゃ『黄泉よみの穴』だからなあ」

　哲也も洞窟を見ながら言った。

「さて。哲也どうする？」

「とりあえず下に降りましょう。試してみたいことがあります」

　哲也はパンッ、と右拳こぶしを左手に叩たたき付けた。

「じゃあ、私は島田さんとここで待ってます。全員下にいたら、奴やつ等らが突然襲しゆう撃げきしてきた時に防ぎようがないですから」

「確かに。では背後の守りはお任せします」

　森部の申し出に藤脇はうなずいた。

「行きましょう先輩。古代出雲族が残した遺い産さんを確かめに」

「おう！」




　哲也と藤脇の二人は洞窟の奥にいた。洞窟の中も天てん井じようが斜めになっている。さほど奥は深くはない。二人の耳には波の音が聞こえていた。橋の上から森部が照らしたライトで中は不思議な陰影を作り出している。

　洞窟の奥をじっと見ながら、藤脇は短剣を内ポケットから取り出した。引き抜かれた天鳥御剣は眩しいばかりの光を放った。その光を受けた途と端たん、洞窟全体が唸うなるような音をたて始めた。

「こりゃ、すげえ！」

　周囲を見回しながら哲也が言う。

「反応してるんだ。この天鳥御剣に……」

　洞窟内部は低く震ふるえるような音が共鳴している。その音を聞いて、Ｔシャツから出ている哲也の腕に鳥とり肌はだが立った。

「なんか、嫌な感じですねえー。俺たちを嫌がってるというか……」

「お前もそう思うか。妙に変な感じがする」

「出雲族の末まつ裔えいがたずねて来たんだから、もっと歓迎しても良さそうなもんですがねえ」

「ま、それが『黄泉よみの穴』と呼ばれた理由かもしれない」

　藤脇は洞どう窟くつの奥を注意深く窺うかがった。

「これ以上の変化はないな。伝承通りならこの『天あま鳥とりの御み剣つるぎ』は『大おお神かみの広ひろ殿どの』への扉とびらを開くはずなんだが……」

「先輩」

「何だ？」

「伊い邪ざ那な岐ぎの命みことが千ち引びきの岩を置いてこの世と黄泉の境を塞ふさいだという、『古事記』の話は知ってますよね？」

「そりゃ知ってるが」

「俺が思うに、この先輩の剣は扉の鍵かぎじゃないんでしょうか。そして扉を押し開くためには鍵の他に『力』がいるんだと思います」

「力だと？　ひょっとしてその力って……」

　哲也はうなずいた。

「戦いに明け暮れていたとは思えない出雲族に、俺の『カムツチの手』やあの坊主の矢みたいなパワーのある技が存在するとしますよね。これってもしかすると『大神の広殿』への扉を開く『力』じゃなかったんでしょうか？」

「うーん、可能性はあるな」

「でしょ？　今からそいつを試してみます！」

　洞窟の奥を哲也はキッと睨にらんだ。そして構えを取ろうとした時だった。

「ねえ、呼んだ？」

　後ろから志保子の声がした。藤脇と哲也は慌あわてて振り向いた。

「あんた、なんで降りて来たんだ？」

　顔をしかめて哲也が聞いた。いいところで邪じや魔まをされて、いささかムッとしている。

「降りてこい、って呼んだでしょ、あなた」

「いえ、我々は何も……」

「変ねえ。確かに呼ばれたような気がしたんだけど……」

「あー、わかったわかった。洞窟の音が人の声に聞こえたんだろ。今から扉を開くから、先輩の後ろで隠かくれてろよ」

　再び哲也は洞どう窟くつの奥に向き直った。構えを取り、低い息吹の音を立てる。藤脇も息を殺してその様子を見ていた。洞窟内に緊きん張ちよう感かんが走る。

「な、何なの!?」

　突然、志保子の体が激しく震ふるえ出した。藤脇もその変事に気付いた。だが、その様子に気付かぬように哲也の右足がザンッ、と踏み込まれた。

「ノアアアアーッ！」

　鋭するどい声を発し、哲也の体が動いた。

「開けちゃダメーッ!!」

　志保子が絶叫した。しかし、哲也の手が光り、『カムツチの手』の力が洞窟の奥に叩たたき込まれた。

　一いつ瞬しゆん、時間が止まったようだった。そして何かがポコッと外れたような感かん触しよくがあった。ぬんめりとした何かの力が洞窟の奥から溢あふれ出て来た。先頭にいた哲也が思わず怯む。藤脇の手から短剣が後ろへ飛んだ。

　次の瞬しゆん間かん、洞窟の奥が輝いたと思うと、光の奔ほん流りゆうが三人に向かってほとばしった。

「な!?」

　危険を感じた森部が後ろに倒れ込むのと同時に、洞窟から凄すさまじい光が放たれた。その輝きに森部の目が一瞬ブラックアウトしたほどだった。

　目が慣れてきた森部が見たものは、先ほどまですぐ目の前にあった橋と漁船が跡形もなく消滅している様子だった。高熱によって溶とかされたという感じではない。消し飛ばされた、としか形容しようのない状況だ。しかし、爆風が吹き抜けたという様子でもないのだ。

「藤脇さーん！」

　慌あわててライトを拾い上げ、洞窟の中を照らした。洞窟はさっきと違い、静まりかえっている。むろん人の姿など見えない。

「何てこった……」

　森部に焦あせりの表情が浮かんだ。

「フン、やはりここは入口ではなかったか」

　声に森部が振り返ると、そこには浮山法師と修しゆ験げん者じやたちが道路の上に立っていた。

「出雲国風ふ土ど記きを読めばここが尋じん常じようならざる所であることはわかるはず、おそらくは入口を捜さがし出そうとする者を始末する罠わなだったのだろうな。貴様らはそれに見事に引っ掛かったというわけだ。引っ掛かった気分はどうだ？」

　浮山法師がニタリと笑った。

「貴様ァ！」

　怒りの表情で森部が立ち上がる。

「布ふ留る部べ由ゆ良ら由ゆ良ら……」

　森部の掌てのひらがボウッと光ったかと思うと、森部の手には赤い光の剣が握にぎられていた。

「フン、馬鹿の一つ覚えか。我らが居ます所は狭さ霧ぎりなして八雲立つ……」

　浮山法師が呪じゆ文もんを唱えると近くの海面がざわめき、森部の目の前に灰色の霧の壁が出現した。

「こんなもの！　シュオッ！」

　赤い光の剣が霧の壁を切り裂さいた。

「なに!?」

　壁を切り裂さいた瞬しゆん間かん、浮山法師の法ほう輪りんと金こん剛ごう杖じようが森部を目掛けて飛んできたのだ。

「くっ！」

　森部の剣が一ひと際きわ強く輝いた。

「シュオオオーッ」

　激しい息吹の音と共に森部の剣が振るわれた。光が飛んできた法輪と金剛杖を打ち払った。法輪と金剛杖は地面に落ちる暇ひますらなく消し去られた。

「ぬうううっ」

　今度は浮山法師が唸うなった。

「私の剣は89式小銃の弾すら打ち払います。それに対してこんなものが役に立つと思ってんですか？」

　逆に森部が勝ち誇ったように言う。

「こうなった以上、知っていることを総て話してもらいましょうか」

　森部は浮山法師を睨にらみ付けた。

「フン、貴様を倒して天あま鳥とりの御み剣つるぎを拾うつもりだったが、とりあえず後の楽しみに取っておいてやる。我らが居ます所は狭霧なして八雲立つ……」

　呪文を唱えると浮山法師たちの姿が灰色の霧に包まれていく。

「剣が生きてるだと？」

　森部は浮山法師たちには構わずに後ろを振り返った。洞どう窟くつの前の海面にボーッとした光が見えた。光はすぐに暗くなって消えた。慌あわてて森部はライトを拾い上げて、そちらの方向を照らしてみた。

「おーい、森部さん」

　そこには水面で懸命に泳いでいる哲也と藤脇の姿があった。哲也は志保子の体を抱えて泳いでいる。志保子はグッタリとしていた。

「手を貸してくださーい。先輩は右手が使えないし、彼女は気を失ってる」

「わかりましたー。待っててください」

　急いで森部は４ＷＤからロープを引っ張り出した。







　　　第四章　巫女みこの力







「どうでした、新聞社の方は？」

　病院の廊下をやってきた藤ふじ脇わきに、待合室のソファで座っていた森もり部べが声をかけた。松江協同病院の待合室はそれなりに混んでいた。藤脇は困ったような笑いを浮かべて立ったまま答えた。

「いやー、大おお騒さわぎです。近頃島根で活動している過激派の新兵器か!?　なんて社じゃ勝手に推測しているみたいですけどね。島田さんはどうです？」

「今、病室の方で天文同好会の人たちと話してます。隕いん石せきのカケラらしい物が見付かったそうですよ」

「へえ、どこです？」

「佐さ太た神社の奥にある朝日山だそうです」

「ほほー、朝日山ですか」

「ここも古代出雲いずも族の信仰の山『神かん名な火び山やま』ですね……」

「ええ。仏ぶつ経きよう山ざんや出雲大社の後にある弥み山せんなどと同じく、古代出雲族から崇すう拝はいされた聖なる山です。そこにも隕石が落ちたとは」

「同好会の人たちは隕石らしい物を島田さんに鑑定してもらいたいようなんですけど、島田さんがあの状態では……」

「むーん、隕石騒そう動どうも黄泉よみの穴騒動でかすんじゃったなー。社の方にも他の新聞社から問い合わせの電話が殺到していて、俺もこの手で何か仕事しなくちゃならないようです」

　藤脇は吊つった右手を軽く上げた。

「それでは『黄泉の広ひろ庭にわ』の探たん索さくは無理ですね……私一人で探すことにします。浮ふ山ざんたちの動向も気になりますし」

「そうしていただけますか」

「じゃあ、私はこれで。高たか見み──さんは病室にいます」

「哲てつ也やでいいですよ。呼びにくいんで後輩も哲也と呼んでるくらいですから」

「そうですか。では何かあったら連絡します」

　森部はソファから立ち上がった。




　藤脇が階段を登ると病室の外の廊下に哲也が腕を組んで立っていた。

「あ、先輩」

「島田さんはどう？」

「今、中で話し合いしてますよ」

　哲也は病室の方を指差した。

「じゃ、お願いします」

　三人の男が病室から出てきた。ちょうど話が終わったところらしい。その中の一人の青年が藤脇に気付いた。

「あなたは？」

「松江新報の藤脇です。本来なら島田さんのお抱え運転手をするはずでしたが、腕折っちゃいまして、ここにいる私の後輩に代理を努めてもらってます」

「なるほど。それではよろしくお願いします。島田さんには来ていただけることになりましたので」

「はあ？」

　藤脇と哲也の声がハモった。その様子にかかわらず、天文同好会のメンバーは一礼して去って行った。

　二人は急いで病室の中に入った。病室はベッドが一つあるだけの個室だった。急なことでたまたま空いていた病室が個室しかなかったのだ。むろん入院費は松江新報持ちだ。

　志し保ほ子こはベッドの上に浴衣ゆかた姿で座っていた。何やら枕まくら元もとを片付けている。病室に入ってきた哲也を見て志保子は声をかけた。

「私、朝日山という所に行くことになったから、車の運転お願いね」

「ちょ、ちょっと待った！　いくらなんでも体は大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

「まだ少し頭痛がするけど、先ほどの検診じゃ異常はないみたいだから大丈夫よ」

「しかし、大事を取って精密検査をやった方がいいのでは……」

　藤脇が心配そうに言う。

「平気です！」

　強い調子で志保子は言い切った。

「私は隕石の調査に来たのですから。体に異常がない以上、科学者としてゆっくり寝ているわけにはいきません」

　自分に言い聞かせるような強い意志のセリフだった。

「それに私は、自分の仕事をさっさと終えて東京に帰った方がいいかもしれない……ここにいると、また何か恐ろしい目に遭あいそうな気がして仕方がないの……」

　ブルッと震ふるえると志保子は自分自身の体を抱きすくめた。その姿を見て二人はそれ以上引き止めることはできそうもなかった。

「わかりました。病院の方には適当に言っておきます」

　志保子が藤脇を見上げた。藤脇は真剣な表情をしていた。

「あの場所で何を見たんですか？」

「な、何って……別に……」

　そう言ったものの、志保子の視線が落ち着かない。

「少なくともあんたは『黄泉よみの穴』で、俺おれたち二人には見えなかったものを感じとっていたはずだ。それを話してもらえないと大変なことになるかもしれねえんだぞ」

　哲也が志保子の顔をのぞき込んだ。じっと志保子の目を見み詰つめる。志保子は観念したように話し出した。

「あの時、洞どう窟くつの中にスーッと男の人が現れてきて……」

「人が現れたあ？」

「あ、でも、ただの幻げん覚かくだと思うわ。幽ゆう霊れいなんているはずのないものだし。現にあなたたち二人には見えなかったんでしょ？　異常な状況で幻覚を見たんでしょ。きっと」

　自分の言葉を否定するように志保子は言葉を続けた。しかし、哲也は何かをじっと考えていた。そして静かに聞いた。

「どんな男だったんだ？」

「どんなって……えーと、昔の人みたいな。歴史の教科書に出てくる古代人みたいな格かつ好こうしてて顔に入れ墨ずみがあったわ。それから右腕に幾つも腕輪を……」

「右腕に腕輪！　それは貝製じゃなかったか!?」

「貝……言われてみればそんな気もするけど、腕回りより大きい貝かい殻がらなんてないでしょ」

「ほほう」

　藤脇も志保子にたずねた。

「で、その男はあなたに何か言ったんですね？」

「いえ、何か言ったんじゃなく、頭の中に──ウッ」

　いきなり志保子は口を押さえた。

「しぇ、洗面器……」

　押さえた手の間から苦しそうな志保子の声が漏もれた。慌あわてて哲也が洗面器を志保子の前に置いた。




　病院の廊下で藤脇と哲也が低い声で話していた。

「先輩、どう思います？」

「あの島田さんが稲いな目め遺い跡せきから発はつ掘くつされた巫ふ覡げきの遺い体たいのことを知っていたとは思えない。だとすると、島田さんが稲目洞どう窟くつの情報を読み取ったってことだ」

「つまり彼女は巫女みこの能力を持ってる。しかもその能力は相当高い……それだけでなく、あの時なぜか彼女が先輩の剣を握にぎっていてしかも光ってたんですよ」

「島田さんも出雲族の『末まつ裔えい』なのかもしれん。彼女は東京の出身らしいから、お前と同じく坂ばん東どうに逃れた氷ひ川かわ系出雲族の末裔かもな」

「ただ末裔だとしても技わざを伝えているようには見えませんけどね」

「ああ。技を知っていたのなら浮山の奴やつが襲おそって来た時に何らかの反応してたはずだ。表面的には何も知らないと見て間違いないだろう」

「表面的には？」

「俺たちが黄泉よみの穴から海に叩たたき込まれたのは、出雲族に対する一種の安全装置でも作動したんじゃないかと思ってた。しかし、あれは彼女が無意識的に『力』を使ったのかもしれないぞ」

「そのことを彼女に伝えた方がいいんですかね？」

「いや、このことは伏せとけ。おそらく彼女の体調が悪いのは自分の能力を無意識的に否定しているからだと思う。その状態で精神的に混乱すればもっとひどくなる」

「わかりました」

　哲也はうなずいた。

「森部って人にもこのことは知らせるな」

「へっ、なんでです？」

「なんか、あの人、このことを知ったら『ぜひその能力を使って入口を探しましょう』と言い出しそうなんだよなあ」

「た、確かにィ」

　哲也は苦笑いした。

「それからなー」

　ジャケットの内ポケットから藤脇は鞘さやに収まった天あま鳥とりの御み剣つるぎを取り出した。

「哲也、こいつをしばらく預ける」

「せ、先輩!?」

　信じられないといった表情で哲也は藤脇の顔を見た。

「天鳥御剣は先輩の家の神宝じゃないですか！」

「だから預けるだけだって。もしかするとこれが彼女を助けるかもしれない」

「でも、先輩。もしも奴等が襲おそってきたら……」

「俺はこれから社で仕事だ。仕事にお前や森部さんを連れてくわけにも行かないもんな。そうなると天鳥御剣を持っていない方が安全だと思う」

「？」

「浮山法師の狙ねらいはこの剣だ。俺がこの剣を持ってなきゃ襲ってくる必要もない」

「むー、なるほど」

　藤脇は哲也の肩に手を置いて目をじっと見た。

「そうするとお前に危険が集中することになる。根性いれて島田さんを守れよ！」

「わかってますって。あのクソ坊主が襲ってきたらボコボコにしてやります」

　ニヤッと哲也は藤脇に笑った。




「ここです！」

　先導していた天文同好会の一人が声を上げた。そこは朝日山の北側斜面にあり、木が幾本も倒れていた。見下ろせば木々の間から鹿島町の恵え曇とも漁港と古こ浦うらの海岸が目に入る。さほど天気がよくないので眺ながめはいいという程ではない。

　滑すべらないよう注意しながら志保子たちは斜面を登って行く。

「あんた、大だい丈じよう夫ぶか？」

　Ｔシャツの上に古びたナップザックを背負った哲也が、傍かたわらにいる志保子に心配そうな表情でたずねる。ポロシャツにスラックス姿の志保子は息を切らしながら答えた。

「もう、なんで今度の隕石は山の中ばっかり落ちるのよ！」

　グチとも怒りともつかない調子の声である。

「あのー、僕たちが隕石を回収した方がよかったですか……」

　天文同好会の青年が済まなそうに言った。

「あ、気にしないで。隕石落下の現場を見る機会は滅めつ多たにないですから」

　慌てて志保子が自分の言葉を打ち消した。

「それより隕石は？」

「そこの奥に隕石らしい物が埋うまってます」

　山の斜面が鋭するどい刃物を突き立てたようにえぐられていた。志保子がその奥を見ると、確かに鈍にぶい光を放つ金属的な物体があった。仏経山で見た物よりは一回り小さい。

「間違いないわ。これも隕石です。ただ、同一の隕石かどうかは分析しないとわかりませんが──」

　志保子は隕石に手を伸ばした。

「あ……」

　一いつ瞬しゆん、志保子の体がブルッと震ふるえたかと思うと、志保子はグラリと崩くずれた。

「まずいっ」

　後ろにいた哲也が志保子の体を抱きとめた。




　哲也と志保子は恵曇漁港の南にある砂浜に座っていた。古浦海水浴場として地元では有名な所だが、天気の悪いせいか今日は数人が泳いでいるだけだった。

「どうしたい、一体……？」

　膝ひざを抱えて砂の上に座っている志保子に哲也は気を使って声をかけた。

「わかんない。隕石に触ふれた途と端たんに頭の中にパアーッと光が走って、それから気が遠くなっちゃって……一瞬、変な風景も見えたわ」

「変な風景？」

　志保子は何かを思い出すかのように目を閉じた。

「人が集まっててー。えーとね、昔の人みたい、歴史の教科書で見た貫かん頭とう衣い着てる。真ん中に冠かんむりみたいな物を被かぶっている男の人がいて、石の前に跪ひざまずいてるわ」

「石？」

「そう、石。普通の石じゃないみたい。鈍にぶい光を放ってて──や、やだあっ!!」

　突然、志保子は目を見開いて叫んだ。海で泳いでいた家族連れがこちらを向いたが、すぐに自分たちの遊びに夢中になることへ戻っていった。

　すがるような目で志保子は哲也の顔を見み詰つめている。

「私、知ってるの……その石を知ってるの!!」

「どういうことだ？」

　できるだけ落ち着いた声で哲也が聞いた。

「あなただって知ってるわ。だってそれは──」

　ハッと何かに気付いたように志保子は山側の方を向いた。

「だ、誰!?　あなたたち！」

　志保子の顔が恐きよう怖ふに引きつっている。哲也には砂浜と山の緑が見えているだけだったが、確かに何かがいる気配がする。反射的に立ち上がると、志保子をかばうように構える。見えない相手が攻撃してくれば即座にカムツチの手を叩たたき込むつもりだった。

　だが、哲也が対たい峙じしているはずの相手には殺気が感じられない。ただ立っているだけのようだった。哲也は前を見たままで後ろにいる志保子に聞く。

「何が見えてる？」

「お、男の人が五人いるわ……頭に丸い鏡みたいなものを付けてる……」

　震ふるえる声で志保子が答えた。

「頭に丸い鏡？」

　それを聞いて哲也は構えを解いた。しばらく何か考えていたが、砂の上に置いてあったナップザックを拾い上げ、短剣の鞘さやを取り出した。そして志保子の顔をじっと見た。

「これは先輩の短剣だ。心配することはない。あいつらはあんたと話がしたいのだと思う。俺もあいつらの話が聞きたい。ほい、これを持って」

　哲也は志保子に天あま鳥とりの御み剣つるぎを鞘から抜いて手渡した。

「う、うん……」

　不安そうな表情ながら志保子は短剣を受けとった。その瞬しゆん間かん、剣が輝き、辺りが暗くなった。志保子は辺りをキョロキョロと見回した。

「こ、これは……」

「あんたの力だよ、これは」

「わ、私のォ!?」

　哲也は力強くうなずいた。

「俺にこんな力はない。ま、多分この光景が見えているのは俺たちだけだろうがな」

　そう言うと山側に哲也は体を向けた。そこには闇やみの中に五人の男が立っていた。ボオーッと体から微かすかな光を放っている。志保子の言う通り、それぞれ頭に丸い金属板をつけていた。男たちはケープのような物を身にまとい、顔に入れ墨ずみをしている。ただ、目が異常だった。黒目も白目もなく、暗い穴が開いているだけの感じなのだ。

　哲也が口を動かそうとした時だった。

『天あめの黒くろ鉄がねより作りし剣を持つ我らが末まつ裔えいか……』

「な、なんなの！」

　志保子は驚きの声を上げた。突然、志保子と哲也の頭の中に声が響ひびいてきたのだ。

「大だい丈じよう夫ぶだ。とにかく心を乱さないようにしてくれ」

　落ち着かせようと哲也は志保子に告げた。そして、男たちの次の言葉を待った。

『ついに来たのだな、天あま降ふり石いしが……ならば香か香か背せ男おも直に来る』

「か、香香背男だと!?」

　今度は哲也が驚きの声を上げる。

『黄泉よみの大おお神かみの神かむ庭にわに引かれて来る。お前たち、すぐにここから離れよ。出雲は大和に渡せぬ。それがフルネの願いだ』

「なんだと？」

『すぐに離れよ。出雲は滅ほろぶ』

「どういうことだ!?」

　哲也が叫んだ。しかし、男たちはスッ、と姿を消した。

「待て！　なぜ香香背男が来ると出雲は滅ぶ!?」

　哲也の問いにも関わらず男たちの声はない。そして急に明るくなったかと思うと、二人のすぐ横に天文同好会の青年が目を丸くして立っていた。

「ど、どーしたんですか、いきなり絶叫したりして……それに島田さんも……」

　青年の目は短剣を握にぎり締しめて呆ぼう然ぜんと座っている志保子に注がれていた。

「あ、いや……」

　砂を払いながら気まずそうに哲也が立ち上がった。

「ま、一種のまじないですよ。気分がすっきりするという……」

「はあ……」

　何か腑ふに落ちない様子の青年だった。

「とにかく島田さん！」

「あ、はいっ」

　我に帰った志保子が慌あわてて青年の顔を見た。

「雲州大学に隕いん石せき運んだら、東京の定さだ村むら先生から電話あったそうです」

「センター長から？」

「緊きん急きゆうに連絡くださいとのことでした」

「いったい何かしら……？」

　志保子の顔に不安がよぎった。




　恵え曇ともの通りにある公衆電話の前に志保子はいた。人通りのあまりない道路の反対側には哲也が軽トラを止めて待っていた。

　哲也が志保子に目をやると何やら真剣に話している。しばらくすると志保子は受話器を置いて、軽トラへと走ってきた。

「ねえ、急いで雲州大学にやってくれる？」

　助手席に乗り込みながら志保子はそう言った。

「ああ、わかった。ところで何の用だったんだ？」

　哲也がエンジンのキーをひねる。フォーン、とエンジンは苦しそうな声を上げた。

「出雲に来る前、天文センターで私がチェックしていた小しよう惑わく星せいのことらしいわ。なんでも雲州大学にデータ送ってくれるみたい」

「そうか」

　サイドブレーキを外して軽トラはガタガタと動き出した。車は恵曇の町並みを抜けるとスピードを上げた。佐さ陀た川がわ沿いの道を松江へと向かって走っていく。窓から流れ込んでくる風が気持ちいい。

「ねえ、あなた」

　しばらく黙っていた志保子が意を決したように口を開いた。

「あの人たち、人かどうかわかんないけどー、一体何者なの？」

「古こ浦うらの巫ふ覡げきのことか」

「こうらのふげき？」

　運転を続けながら哲也は説明を始めた。

「俺たちが座っていた辺りの下には弥生やよい時代の遺い跡せきが眠ってたんだ。かなり巨大な埋まい葬そう遺跡だ。その中から奇き妙みような遺体が五つ発はつ掘くつされた」

「奇妙？」

「頭ず蓋がい骨こつに青せい銅どうの錆さびの丸い模も様ようがついていたんだ。おそらく額に青銅の銅板をつけたまま、葬ほうむられたんだろうな。むろん、ただの一般人がそんなことをするはずはない。古代出雲の呪じゆ術じゆつ者しやだったんだろーよ。しかしなー、俺もその古代の巫覡と話をすることになるとは思わなかった……」

　その声には感かん慨がい深い響ひびきがあった。

「でもー、あれは幻げん覚かくじゃないの？　少なくとも他の人たちには見えてなかったみたいよ」

「幻覚だろうな」

　哲也があっさりと言った。志保子は拍ひよう子し抜ぬけした顔になる。

「ただ！　それは意味のある幻覚だ！」

　厳しい表情で哲也が答える。

「少なくとも俺とあんたは同じ物を見てたわけだ。ただの幻覚とはわけが違う」

　志保子は哲也の顔をうかがった。その顔には不安の色が見て取れる。

「どういうことだ……香香背男によって出雲が滅ほろびるだと？　一体、何が起こりやがるっていうんだ？」

　誰に言うでもなく哲也はつぶやいた。その哲也の目に道路脇わきの看板が飛び込んできた。それは島根原子力発電所への入口を示す標識だった。

「くっ！」

　哲也の体がブルッ、と震ふるえた。それから哲也は黙りこくってハンドルを握にぎっていた。しばらくして、志保子が口を開いた。

「あははは……、何か私も怖くなってきちゃった」

　無理に明るい声を出したが、哲也は黙ったままだった。

「やっぱり変なもの見ちゃったせいかしらね。今頃になって心臓がドキドキしてる……あ、あれ？」

　急に志保子が自分の体を抱き締しめてガタガタと震え出した。それに気付いた哲也が車を道端に止めた。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか!?」

「大丈夫よ。早く大学に行って。何だかわかんないけれど、ここから離れたら震えが収まるような気がするから……」

　そう言って志保子は引きつった笑いを浮かべた。

「ここから離れたら……？」

　哲也は窓の外に目をやった。山の麓ふもと、川の向こうにある家の間から古びた神社が見える。

「佐さ太た神社……」

　しばらく哲也の目は神社の屋根を見ていたが、前に向き直った。あまり綺き麗れいではないフロントガラスにポツポツと雨が落ちてきた。

「わかった、このまま大学に向かうぞ」

　車は松江の市街地の方へと走り出した。




　雲州大学の理学部の廊下に哲也は立っていた。外は雨が降っている。休みに入っているためか建物内には人気をあまり感じない。しかし、どこからともなく微かすかな機械音が聞こえているのは実験を続けている所もあるのだろう。

　ガラッと音がして、哲也から少し離れた部屋のドアが開く。研究用の白衣を着た志保子が出てきた。すごく難むずかしい表情をしている。

「どうだった？」

　哲也が声をかけたが、険けわしい顔のままで志保子は何も答えない。少し間をおいて志保子は口を開いた。じっと哲也の顔を見み詰つめている。

「私、東京に帰ることになりそうだわ」

「えっ!?」

　哲也が慌あわてた声を出した。

「朝日山の隕いん石せきも回収して一応仕事は終わったし……」

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　今、あんたに帰られたら困る！」

「でも東京に帰れと言ったのは、あなたじゃない」

「確かにそうだが……」

「急いで天文センターに戻らなきゃならない要件ができたのよ」

「要件……？　そりゃ、どんな要件なんだ？　二、三日待てないほどのものなのか？」

「え……そ、それは天文センターの内部の話で、部外者には言っても仕方ないことだと思うし……」

　志保子は不自然に言葉を濁にごした。

「あんたも古浦の巫ふ覡げきの声を聞いただろう!?　何か恐ろしいことがこの地に起こりつつあるんだ！」

「わ、私には関係ないことよ……」

　出雲凶星神話　視線をそらした志保子の両手を哲也がガシッとつかんだ。

「なにするの！」

「あんたも自分の力の凄すごさに気付いてるはずだ。その力で出雲に起こる大災害を防ぐことができるかもしれないんだぞ」

「放してってば！」

　志保子は哲也の手を振り払った。

「あなた、古代の亡ぼう霊れいが言ったことを信じてんの!?　それより私には科学者として衝しよう突とつの危険性のある──」

　そこまで言って志保子はしまった、という顔をした。

「へっ、衝突？」

　不思議そうな顔を哲也は志保子に向けた。

「素人しろうとのあなたには関係ないわッ！」

　志保子は何かを隠かくすかのように怒った。

「と、とにかく東京に帰る支し度たくをするからホテルまで連れてってよ！」

　そう言うと志保子は歩いて行こうとした。

「お願いだ、待ってくれ！」

　振り返った志保子が見たのは土下座する哲也の姿だった。

「な、何してんの……」

　さすがに志保子も面食らったようだった。

「頼む！　あと二日だけでもこの出雲にいてくれ！　あんたの力が必要なんだ……」

　その姿をじっと見ていた志保子に戸と惑まどいの表情が浮かんでいる。しばらく沈黙が続いた。そして静かに志保子が口を開いた。

「わかったわ……データだけならＦＡＸで送ってもらえばいいんだし、定村先生には体調が悪くて東京に帰れないとでも言っておきます」

　哲也は顔を上げた。

「本当か!?」

「でも、二日だけよ。それ以上は絶対に無理ですからね！」

　難むずかし気な顔で志保子は言う。ニッと笑って哲也は立ち上がった。




「まあまあ、今晩は俺のおごりだ。どんどん飲んでくれい」

　そう言いながら哲也は徳とく利りを志保子に差し出した。

「とか言っても、どうせ藤脇さんの支払いになっちゃうんでしょ？」

「まあ、そういうことになるか……」

　志保子は哲也から注がれた猪口ちよこを唇くちびるに持っていった。

「へえ、結構いけるわね、このお酒！」

「だろ？　簸ひ川かわ正まさ宗むねという出雲の地酒だ。俺たちの間じゃ一番人気がある」

　空になった猪口をテーブルの上に置いて志保子は小声で尋ねた。

「でも大だい丈じよう夫ぶなの？　藤脇さんとこんな所で待ち合わせして」

　志保子は居酒屋の店内を見回した。店の中は結構混んでいる。サラリーマンらしい一行が笑い声を上げていた。

「まー、心配ないんじゃねえか。俺たちが新聞社へ迎えに行くのも何だし、松江の市街地ならあいつらも襲おそってこないと思う。ま、先輩もわざわざ奴等と遭そう遇ぐうするほど馬鹿でもねえだろうさ」

「誰が馬鹿だって？」

　いつの間にか藤脇が二人のテーブルの近くに来ていた。

「おおっと、先輩来てたんですか」

「意外と早く仕事が終わってな。ところで島田さん、あのニュースは見られましたか？」

「あのニュース？」

　志保子はきょとんとした表情をした。

「まだですか……えー、これはうちの明日の新聞ですがね」

　松江新報のゲラ刷ずりをテーブルの上に置いて、藤脇は椅い子すに腰掛けた。志保子と哲也の目が見出しを追った。二人の顔に戸と惑まどいの色が浮かんだ。

「え……？」

「先輩、これ……」

　そこには「稲いな目め洞どう窟くつ爆発の原因は漁船の燃料漏もれか」とあった。

「読めばわかると思うが島根県警からの正式な発表だ。どういうわけか知らんが、そういうことに落ち着いたらしい」

「でも、先輩。いくらなんでも漁船の燃料に引火したぐらいで、コンクリートの橋がふっ飛ぶわけないでしょー」

「俺もそう思う。しかし県警はそれが原因だと言い張ってる。俺たちにとっては好都合なんだが、ミョーに引っ掛かる……それより、そっちの方は？」

　哲也は今日あった事を藤脇に話して聞かせた。

「やはり……」

　藤脇は深くうなずくと、志保子の顔をじっと見詰めた。

「島田さん、あなたは俺たちと同じ古代出雲族の末まつ裔えいのようですね」

　志保子は下を向いて何も答えなかった。手て酌じやくで酒を注つぎながら藤脇がたずねる。

「何か御両親から聞いていませんか？　それほどの力を持ったあなたの家系に全く伝承がないとは思えません」

　しばらく志保子は考えていたが、何かに気付いたように急に顔を上げた。

「そ、そう言えば……私が小さい頃、金沢に住む祖母から『あたしたちのご先祖様は天から落ちてきた石で作った剣で魔ま物ものを退治していたんだって』という話を聞いたことがあります。単なる昔話だと思って今まで思い出すこともなかったんですが……」

　それを聞いて藤脇と哲也の顔に驚きの表情が宿った。

「先輩！」

「金沢か……越こしの国に逃れた天あま鳥とりの御み剣つるぎを使う出雲族の末裔の可能性があるな。いや、おそらくそうだろう。島田さん、どうやらあなたは俺の家系と同じ血を引いているようだ」

　それを聞いて志保子は口ごもった。何を言っていいのかわからないらしい。

「先輩、天から落ちてきた石で作った剣というのは──」

「たぶん天鳥御剣のことだ。普通、天から来た神器ってのは権けん威い付けのハッタリなんだが、これに関しては案外本当かもしれないぞ」

「じゃあ先輩の剣は、まさか斎さい庭ば合だにから出た隕いん鉄てつから作ったとでも？」

　藤脇は首を縦に振った。

「そうかもしれない。鉄は古代のハイテク製品だ。しかも天から落ちてきた鉄となると、古代人には恐ろしい霊れい威いを感じられたんじゃないか？」

「ねえ、あの短剣を見せてくれる？」

　黙っていた志保子が哲也に声をかけた。

「あ、ああ」

　横に置いてあったナップザックから天鳥御剣を取り出して志保子に手渡した。志保子は剣を鞘さやから抜き、テーブルの上に置いた。軽く手を添えて目を閉じる。その様子を藤脇と哲也は静かに見守っていた。

「あの時は感じなかったけど、何か懐なつかしい気がする──」

　志保子はゆっくりと目を開けた。何かを決意した顔で藤脇と哲也を交互に見た。

「はっきり言ってまだ信じられません。でも、私にそんな力があってその力が必要だというのならば、私も協力します」

「へえ、科学しか信じないあんたがねえ。こりゃ、驚いた」

　冷やかしの声を出した哲也を藤脇はジロリと睨にらんだ。

「茶化すな、哲也。何も知らなかった島田さんが、あれだけの事をほんの数日のうちに経験したんだぞ。普通なら何もかも投げ出して逃げ出しても不思議はないくらいだ」

「は、はい……」

　さすがの哲也も先輩の藤脇には頭が上がらないらしい。すぐにおとなしくなった。

「いえ、やっぱり今の気分はすぐにでも逃げ出したいぐらいなんです」

　そう言って志保子は微かすかに笑った。

「そういう人こそ強いものですよ。俺たち二人は『興味』という不純な動機がありますからね。むしろ心のどこかでワクワクしてるところがある」

　志保子は藤脇と哲也の顔をじっと見た。

「協力はします。しかし、どうしても二日以上はここにいられません。天文センターから緊きん急きゆうの呼び出しがかかっているんです」

「ああ、そりゃもちろんだ。明日また古浦の巫ふ覡げきに話を聞けば何かわかるだろうさ。当然、協力してもらえるよな？」

　志保子は哲也にコックリとうなずいた。

「さてとー、森部さんが来るまで飲むか。すみませーん、冷酒もらえますー？」

　徳とく利りを手に持って藤脇が店員に声をかけた。

　しばらく三人で飲んでいると、森部が店の中に入ってきた。何か思い詰つめたような表情をしている。

「おーい、森部さん、こっちですー」

　藤脇の呼び声に気付いて森部がテーブルに歩いてきた。

「どうでした、そちらの方は？」

　森部の猪口ちよこに藤脇が酒を注ついだ。森部は藤脇の顔をチラリと見た。

「とにかく急いで『黄泉よみの広ひろ庭にわ』の入口を見付けましょう！」

「は？」

　開口一番、森部は黄泉の広庭のことを口にした。

「ど、どうしたんです？　何かあったんですか？」

　哲也も面食らった声を出した。

「急がないとまずいことになりそうです」

「だから何が？」

「浮山法師たちの動きが変です。急いで、奴やつ等らより先に入口を探さないと大変なことになってしまいますよっ」

「動きが変？」

「あ、奴等がどうしたと詳しくは言えないのですが……とにかく急がないと……」

「先輩……」

　哲也が藤脇の様子をうかがった。藤脇はグイッと猪口をあおると、猪口をテーブルにトン、と叩たたき付けた。

「浮山法師の目を引き付けておく必要があるかもしれない……哲也！」

「な、何です!?」

「陽動作戦と行くか」

「はあっ？」

　藤脇はニヤリと笑った。







　　　第五章　暗き岩屋







「だめだわ……」

　天あま鳥とりの御み剣つるぎを手にした志し保ほ子こは首を横に振った。胸元にアクセサリーをつけた白いブラウスとピンクのスラックスを身にまとっている。

「どういうこった？　まさか大学生と同じで朝は寝てるんじゃなかろーな？」

　哲てつ也やは古こ浦うらの海水浴場を見回した。昨日と違ってよく晴れているが、朝早いためか海で遊んでいる人はいない。海辺には哲也と志保子、それに森もり部べがいるだけだった。

「昨日と時間が違うからじゃないでしょうか？」

　難むずかし気な顔で森部がたずねる。

「いいえ。何か私たちを避けているようなんです」

「何が気にいらねえんだ……これじゃ、手がかりがつかめねえ！」

　どっかと砂浜に哲也は腰を降ろした。顎あごに手を当ててイライラした様子で海に視線を走らせている。

「哲也さん、とにかく手掛かりを探さないと」

「わかってます！」

　心配そうに声をかけてきた森部に対して怒ったように哲也は答えた。

「なぜ香か香か背せ男おが来ると出雲が滅ぶんだ？　せめてその答えを話してから消えやがれ、あの巫ふ覡げき野郎！」

　哲也が拳こぶしを砂浜に叩たたき付けた。

「ねえ、聞いてもいい？」

　哲也から少し離れた所に志保子も腰を下ろした。哲也が不ふ機き嫌げんそうなのですぐ近くに座るのは遠慮したらしい。

「昨日もあの人たちが言ってたけど、『かかせお』って何なの？」

「ああ、一般人はまず知らんだろうな。日本書紀という書物に出てくる神様の名前だ」

　目だけをチラッと動かして、海を向いたまま哲也はぶっきらぼうに答えた。

「神様の名前？」

「ええ。高天原の経ふ津つ主ぬしの神かみという軍神が出雲いずもの国譲ゆずりで活躍する時に出てくる名前です」

　森部が説明を付け足した。やはりフリーライターだけあって、こういうことには詳しいらしい。

「な、なんだかよくわからないわ……」

「実は歴史学者の間でも正体はよくわかっていねえんだ。語源的には『輝く男』という意味らしいが」

「ふうん……でも、それなら何で『かがせお』じゃないわけ？」

　うっとうしそうな表情で哲也は志保子に説明を続けた。

「つまりなあ、古代では輝くという言葉を濁にごらずに『かかやく』と発音してたらしい。だから『かが』じゃなくて『かか』となるわけだ。わかる？」

「そうなの……じゃ、私が隕いん石せきの聞き取り調査に行った所も古代の発音なの？　あそこも確か『かか』とか言うんじゃなかった？」

　それを聞いた哲也の顔がハッ、となった。一いつ瞬しゆん、間を置いて立ち上がり、森部に向かって勢いよく言葉をぶつけた。

「浮ふ山ざんの坊主が、黄泉よみの穴は罠わなだと言ってたんですよねっ!?」

「え、ええ……そうですか。何でも『黄泉の広ひろ庭にわ』の入口を捜さがし出そうとする者を始末する罠だとか……」

　バッ、と哲也は恵え曇ともの町の方向に振り向いた。そして、その方角をじっと見み詰つめていた。ただ哲也の目は、町の向こうに立つ山の、さらに先を見てるようだった。

「罠は本物と似ていてこそ意味がある……本当の入口も黄泉の穴に似ているはず……」

　森部も志保子も哲也が何かを悟ったことに気付いていた。哲也の目が森部と志保子の顔を見た。

「行こう！　俺おれの考えに間違いがなければそこが入口だ！」

　興奮した面持ちで哲也が叫んだ。




「本当にここなのー？」

　疑わしそうに志保子は哲也の顔を見た。

「加か賀かの潜くけ戸どという洞どう窟くつはここから船でしばらく行った所だ」

　４ＷＤから降りて哲也は加賀漁港の前に広がる海を眺ながめた。駐車場の横には志保子が記者たちと質疑応答をやった建物が立っている。志保子と森部も続いて車を降りる。

「本当に加賀の潜戸が入口なんですか？　いくらなんでもあそこは観光地ですよ」

　森部の目が『観光船乗り場』という立て札に向けられた。

「いやー、それが最大の盲点でした。地元の人間はまず近くの観光地に行くこたあないですからね。俺も藤ふじ脇わき先輩も『加賀の潜戸』には、話に聞いていただけで行ったことないんです。行ってたらもっと早くに入口を見付けられたかもなー」

　苦笑しながら答えた哲也に、森部は不ふ審しんそうな表情で聞いた。

「訪れたことのない『加賀の潜戸』がどうして入口だとわかるんです？」

　哲也は自信ありそうな笑いを浮かべた。

「罠わなは本物と似ていなければ罠としての意味はない……つまり大おお神かみの広ひろ殿どのへの入口は、黄泉よみの穴と同じく海岸にある洞どう窟くつだということでしょう」

「でも出雲の海岸には数多くの洞窟がありますが」

「前にも話したかもしれませんが、先輩の天あま鳥とりの御み剣つるぎが特に強い反応を示した場所が出雲大社と佐さ太た神社なんですよ」

「佐太神社……そう言えば『加賀の潜戸』は佐太大神が生まれたという伝説の地！」

　哲也はうなずいた。

「佐太大神が生まれる時に、母神が弓矢で洞窟をぶち抜いて辺りが輝いたから『加賀』という地名がついたと『出雲国風ふ土ど記き』にはありますがね」

　一呼吸おいて哲也は続けた。

「黄泉の穴は出雲大社の東北にあり、加賀の潜戸は佐太神社の東北にある……単なる偶ぐう然ぜんってわけでもねえでしょう」

　ニヤッと哲也は森部に笑ってみせた。森部は納なつ得とくしたようにうなずいた。

「わかりました。さっそく加賀の潜くけ戸どへ！」

「しかし、加賀の潜戸に行くための舟がねー。まさか観光船で入口を開くわけにもいかんでしょうし」

「それなら私に任せてください。舟を都合してきます」

　そういうと森部は赤い家並みの続く方へと道を走り出した。森部の後ろ姿を妙に感心した顔で哲也は眺ながめていた。

「へえ、さすがに金持ちは違うな……」

　その哲也の横で志保子がブスッとした表情で立っている。

「あなたたちの言ってること、よくわかんない……」

　哲也が顔をしかめて志保子を斜めに見た。

「おいおい、あんたも当事者の一人だろーが！　しっかりしてくれよ～」

「だって私、理系の人間ですもん！」

　志保子がプウッと頰ほおを膨ふくらせた。




　斎さい庭ば谷だにの墳ふん丘きゆう墓ぼの近くに一台のバンが停とまっていた。横には「松江新報」の文字がある。運転席には藤脇がいる。左手でゆっくりと顔をあおぎながら、しかしその視線は油断なく周囲を探っている。

　ふいに藤脇の左手がピタッと止まった。

「やはり来たか……」

　藤脇はエンジンキーを捻ひねった。バンのエンジンが音を立てて回り出した。そして助手席に置いてあった大型のフラッシュに手を伸ばした。チィーと音を立ててフラッシュがチャージされていく。

　顔を窓の外に向けると、林の方から修しゆ験げん者じやの一団が歩いてくるのが見えた。先頭に立っているのはやはり浮ふ山ざん法ほう師しだった。わざと明るく藤脇は浮山法師に声をかけた。

「よおっ、いつぞやの坊さんじゃないか！　この前は世話になりましたなあ。お陰で車の運転が難むずかしくてねー」

　藤脇はギブスで固めた右手を軽く上げた。それに対して浮山法師は車から少し離れた所で立ち止まり、口を開いた。

「貴様、天あま鳥とりの御み剣つるぎをどこに隠かくした？」

「ほう、やっぱりあんたは天鳥御剣の存在を感知できるらしいな」

「天鳥御剣は貴様の家に伝わる神宝だ。手放すことは絶対にあるまい」

　険けわしい顔の浮山法師に対して、藤脇はニヤリと笑った。

「今、俺は持っていないということだけは言っておく。さて、どうする？　丸腰の俺と一戦交えるか？」

「フン。今の貴様を倒すことなぞ。蟻あり一匹を踏みつぶすより簡単なことだ」

「いや、そうでもないぞ。あんたの狭さ霧ぎりの結界は、大量の水が近くにないと使えないと見た。ならば一いつ瞬しゆんだけあんたらを怯ませれば、車で逃げきれるってわけだ」

　藤脇はチラリと助手席のフラッシュに目をやった。フラッシュのチャージを示す赤いランプがついている。

「それとも、狭さ蠅ばえなす妖あやしき物もの怪のけでも車に取り付かせるか？」

「何？」

　浮山法師が怪け訝げんそうな顔をした。

「あんたがこの斎さい庭ば谷だにで俺の後輩に使った奴やつだよ」

　くわっ、と浮山法師は目を見開き藤脇に怒ど鳴なった。

「何を言うッ。妖しき物怪を使う技わざは、貴様らと一緒にいる物ものの部べの奴の技ではないか！」

「な、なんだとおっ!!」

　驚きよう愕がくの表情で藤脇が絶叫した。




　加賀の御崎へ向けて一隻せきのボートが疾しつ走そうしていた。アワビやウニを取るエンジン付きの小型のボートである。ボートの上には哲也たち三人が乗っている。先頭には哲也が座り、森部が後ろでエンジンを操作している。志保子は二人の間に座り、天鳥御剣を胸の前で握にぎり締しめている。

「これが『加賀の潜くけ戸ど』ですか……」

　エンジンを止めた森部は緊きん張ちようの面持ちで岬みさきの方に目をやった。右手に漁港の方からずっと断だん崖がいが続き、その先端の近くに大きな洞どう窟くつが口を開けていた。洞窟はそのまま向こうに抜けて洞門となっており、その遥はるか向こうに穴の開いた島が見える。洞門の中では海水が波打っている。

「佐さ太た大神の生まれし『神の潜戸』……」

　やはり緊きん張ちようした顔で哲也も洞門を見み詰つめていたが、志保子に振り返った。

「反応は!?」

　志保子はじっと目を閉じ、天鳥御剣を両手で握っている。剣はわずかに白い光を放っていた。ゆっくりと志保子は目を開いた。

「洞窟の中から強い反応を感じるわ……」

「では、ここが入口ですか！」

　森部が哲也の顔を見た。哲也はうなずいた。

「たぶんそうでしょう。ところで、あんた」

「何よ？」

「ここのちょっと南に『仏の潜戸』っていう洞窟がある。そこの反応はどうだった？」

「そう言えば途中で何か感じた洞窟があったわね……うーん、何か嫌な感じがあったように思うけどー。そう、黄泉よみの穴で感じたみたいな！」

「決まりだな。近くに黄泉の穴と同じような罠わなが仕掛けてある以上、ここが本命だ！」

　その時、志保子が上を向いて声を出した。

「あれ？」

「どうした？」

「あそこに人がいたような気がしたんだけど……」

「人がいた？」

　哲也も洞門の上の方を見上げた。断だん崖がいの上には潮風に吹かれて斜めになった松の林があったが、人の姿は見えない。

「誰もいませんよ。気のせいです、きっと」

　森部が妙に強い調子で否定した。

「変ねえ。もしかしてここも遺い跡せきがあった所なの？」

「いや、そんな話は聞いたこともない。まあ、黄泉よみの穴みたいに番人がいるのなら、あんたに挨あい拶さつにくるだろうさ。じゃあ、突入しますか」

　哲也の目が森部を促した。

「あ、そうですね……」

　エンジンが再び動きだし、ボートは潜くけ戸どの中に入っていく。洞どう門もんの高さは三十メートルぐらい、幅は十メートルくらいあるだろうか。

「冷た！」

　志保子が悲鳴を上げた。上から水が流れ落ちていたのだ。

「出雲族の聖地に入るための清めの水だろう。我慢しろ」

　洞どう窟くつの中は神秘的な雰ふん囲い気きだった。下を見れば澄みきった海があり、周囲の岩いわ肌はだからは霊気を発しているのが哲也でも理解できた。この潜戸は東西を貫つらぬく洞門の中ほどぐらいで北に向かった洞口が開き、そこから外の光が差し込んでいる。そこまではちょっと暗い。

　突然、暗かった洞内がぱあっ、と明るくなった。哲也が慌あわてて振り返る。志保子が手にした剣が眩まぶしいほどに輝いている。

「すごい！　何かの力が剣から流れ込んでる！」

　志保子が感嘆の声を上げた。クオーンと甲高い音が洞門内に響ひびき渡った。内部の岩肌自体も光を放ち出す。洞門内は白い輝きに満たされた。

「うおおーっ、すごいぞすごいぞ！　こんなに素晴らしいパワーは生まれて初めてだ！　これがっ、『かかやく潜戸』なのか!?」

　興奮しきった表情で哲也は洞門内を見回した。それとは対照的に森部は厳しい表情で周囲を探さぐっている。

「でも、入口らしき物が見付かりませんよ。どうするんですか？」

　不安そうな森部の声に、志保子は静かに目を閉じた。剣に意識を集中させているようだ。

「とりあえず、あの岩の上に上がって！」

　目を開けた志保子は、左手にある鳥居の立っている岩を指差した。

「お、おう！」

　すっかり舞まい上がっていた哲也だったが、何を為なすべきか思い出したようだった。森部がボートを側に寄せると、船先にいた哲也が先に岩の上によじ登った。

「ほれ、志保子ちゃん、あんたもだ」

　岩の上から哲也は志保子に手を伸ばした。志保子は哲也の助けを借りて岩に上がった。続いて森部が軽い身のこなしで上に登る。

「ここは佐太大神誕生岩ですね」

　鳥居を見ながら森部が言う。

「あ、そうなんですか？　俺は来たことがないからわかんないですけど。さすが森部さんは詳しいですね」

「ええ。そりゃね……」

　微かすかに森部の顔に不敵な笑みが浮かんでいたが、哲也はそれに気付かぬように足元を見た。洞どう門もん内の光を受けて海水がキラキラと輝いている。まるで美しい宝石を見ているようだった。突然、志保子の持っていた天あま鳥とりの御み剣つるぎから指向性の光が放たれた。光は水の底に向かって伸びていた。

「そこよ！」

　志保子が叫んだ。

「おう！　任せときな！」

　哲也が構えを取り、息い吹ぶきの音を立てた。

「ノアアアーッ」

　輝くカムツチの手を下に向かって叩たたき込んだ。派手な水音がして海水が跳はね上がる。塩辛い水が哲也たちにかかったが、三人はじっと成り行きを見守っていた。

　ゴゴゴと洞どう窟くつ内がざわめいた。水底からひときわ強い光が放たれた。

「開くわ！」

　三人の体が緊きん張ちようした。ここも罠わなだったら、また助かるとも限らない。哲也は無意識に構えを取り、志保子は剣をギュッと握にぎって体を硬直させていた。森部は二人の後ろで目を見開いて立ち尽くしている。

　海が割れた。三人が見ている部分から海水が左右にザーッと開いていく。洞門内の水は三つの洞口へと走っていった。乗ってきたボートも流されていく。

　洞口までたどり着いた水は突然立ち上がり、洞門の天てん井じようにぶつかると、ビデオテープを一時停止したように固まってしまった。加賀の潜くけ戸どの入口は、薄く緑がかった厚いガラスで閉じられたようになった。

　三人はしばらくその光景を呆ぼう然ぜんと眺めていたが、目を足元の方へと戻した。先ほどまで水に覆おおわれていた所はすっかり水が引いている。そして向こうの岩いわ肌はだの下部にぽっかりと横穴が開いていた。横穴は五メートル程の高さと幅があり、白く光る岩肌と違って沈み込むように暗い。その入口からは霊気とも妖よう気きとも言い難がたいものが流れ出していた。

「入口だ……『大神の広殿』への入口だっ！」

　哲也の体がブルッ、と震ふるえた。

「これが……入口なの……」

　志保子も暗い横穴を凝ぎよう視ししていた。

「しかし、入口が水の底にあったとはね……大和朝廷が千年探しても見付からなかったはずだ……しかも──」

　哲也の目が水に閉じられた洞どう口こうに向けられた。

「入口を開く時は部外者が入ってこられないシステムになってるらしいぜ。古代出雲いずも族の作ったシステムとはすごいもんだ」

　感心したように哲也が言う。その後ろで無言のまま、森部がポケットに手を伸ばした。森部はポケットから小さな受信機のようなものを取り出した。ランプが光っているのを確認すると、横に付いていたボタンを押した。

「何ですか、それ？」

　振り返った志保子が森部にたずねた。森部はニイッと笑った。

「これはですね──」

　その時だった。ドーンという炸さく裂れつ音おんが洞どう窟くつ内に響ひびき渡った。

「な！」

　反射的に哲也が志保子をかばった。見ると少し離れた洞窟の天てん井じようの一部からバラバラと石が落ちてくる。石が落ちてる辺りから外の光が差し込んできた。

「な、なんなの!?」

「まさか、あの坊主野郎か！」

　穴の開いた天井から数本のロープが垂らされたと思う間もなく、そのロープを伝わって人影が降りてきた。人影は修しゆ験げん者じやなどではなかった。軍服に似た灰色のコスチューム姿の男たちである。しかも彼らは自動小銃を肩に担かついでいる。

　その男たちはロープを素早く滑すべり降りている。高さは三十メートルを遥はるかに越えている。普通の人間には到底できない芸当だ。おそらく相当に訓練を積んだ兵士に違いない。

「てめえら、何者だあっ!?」

　そう叫んで、哲也は下に着地した謎なぞの兵士たちに対してカムツチの手の構えを取った。

「ぐっ！」

　次の瞬しゆん間かん、哲也の体は宙に舞まっていた。いきなり後ろから突き飛ばされたのだ。志保子の悲鳴が上がった。哲也の視界に岩の床が迫せまる。何とか態勢を立て直そうとしたが、間に合わなかった。哲也はしたたかに岩に叩たたき付けられた。

「うぐぐぐ……」

「動くな！」

　顔を上げた哲也が見たものは、十人ほどの兵士たちが自分に自動小銃の銃口を向けている姿だった。すこしでも攻撃の姿勢を見せれば、すぐに引き金を引くだろう。

「痛い！　放して！」

　志保子の叫びに哲也は振り向いた。岩の上で森部が志保子の腕を左手で捻ひねり上げていた。先ほどとは違って、森部の顔には陰いん険けんそうな笑みが浮かんでいる。

「て、てめえ～っ!!」

「おおっと、抵抗しない方がいいですよ。我々に抵抗するとどうなるか──」

　森部は右手を上げ、呪じゆ言ごんを唱となえた。

「布ふ留る部べ由ゆ良ら由ゆ良ら……」

　右手がボウッと光ったかと思うと、森部は赤く輝く光の剣を握にぎった。

「その呪文……貴様、物ものの部べの人間だったのか!?」

　森部はニヤリと笑った。

「そうです。この私は、かつて大和朝廷に仕え、千五百年前に出雲族を滅ほろぼした偉大なる物部氏の『末まつ裔えい』なのですよ！」

「こ、この野郎……」

　森部が『大おお神かみの広ひろ殿どの』への入口を見付けるために自分たちを利用したのは明らかだった。ギリギリと歯ぎしりしながら哲也は森部を睨にらみつける。

「さて、こんな所で立っていても仕方がない。ちょっと下に降りてもらいましょうか」

　森部は志保子から手を放すと、光の剣を目の前に突き付けた。志保子の顔が恐きよう怖ふで引きつっている。

「さっ、早くしていただけますか？」

　もう森部の命令に従うしかない。声も出せない様子で岩を降りていく。森部が後に続く。

「く……」

　哲也は怒りに震ふるえていた。いや、正確に言うと半分は怒りに震えているフリをしていた。哲也の目がチラッと暗い横穴をうかがった。ここからなら飛び込めない距離ではない。志保子と共に横穴に飛び込み、奴やつらにカムツチの手を放てばなんとかなる。そう哲也は判断した。問題は志保子が横穴に飛び込める位置まで来るかどうかだ。

　志保子と森部は岩から降りてきていた。

「写真は送られてきているか？」

　森部は兵士の一人に声をかけた。

「はい、森部大佐。先ほどＦＡＸで東京から送られてきています」

「わかった。では島田さん、その穴の前に立ってもらえますか？」

　しめた、と哲也は思った。たとえ一撃で全員を倒せなくても、志保子と共に横穴に逃げ込むことはできるわけだ。

「おっと、その前に──」

　森部が左ポケットを探る。そして志保子のスラックスのポケットに何かを押し込んだ。

「さあ、どうぞ」

　体を堅かたくしたまま、志保子は横穴の前に立った。哲也は動かなかった。いや、志保子のポケットに押し込んだものが気になって動けなかった。

「島田さん、こちらの質問に一つだけ答えて欲しいのです。でも、その前に面白いものをお見せしましょう」

　そう言うと再び森部は左ポケットを探り、何か小石のようなものを足元に落とした。小石は地面に落ちると二つに割れ、中から黒いガス状の物が吹き出した。それはすぐに固まっていく。

「こ、こいつ！」

　それを見た哲也が思わず声を出した。森部の前には、コールタールを固めたような黒い生物らしき物がいた。森部が哲也に目をやった。

「そうです。これはあなたが斎さい庭ば谷だにで倒したのと同じ狭さ蠅ばえなす妖あやしき物もの怪のけです」

「物怪を操あやつるだと……」

「我ら一族は妖しき物怪を打ち払うだけではなく、操る能力もあることから『物部』の名前があるんですよ。この前はあなたの能力を確かめるため、使わせてもらいましたが……」

「あの場所にいたのはてめーだったのか……」

　哲也の顔に悔くやしさがにじんでいる。再び森部は志保子に目を向けた。志保子は物怪を見てブルブルと震ふるえている。

「ポケットの中に何が入っているかはわかるでしょう。足腰を食いちぎられたくなければ、変な気は起こさぬことです。出雲族の人間を『黄泉よみの広ひろ庭にわ』に入れるわけにはいきませんからね。おい、島田さんに写真をお渡ししてくれ」

「はっ」

　一人の兵士が大型封筒から大版の写真を取り出した。それは哲也の目にも一いつ瞬しゆん入ってきたが、白地に黒い無数の点が写っているだけの奇妙な写真だった。その写真を渡された志保子は目を大きく見開いた。写真を食い入るように見み詰つめている。

「どうして、あなたたちがこの写真を！」

　驚きよう愕がくの表情で志保子は森部の顔を見た。

「たった今、国立天文センターから送られてきた最新の写真です。何が写っているかはよく御存知でしょう。あなたが出雲に来る前からチェックしていたシロモノですからねえ」

　志保子は何も答えなかった。

「我々があなたにお聞きしたいのはその写真についてです。天あま鳥とりの御み剣つるぎを手にした今のあなたならすべてわかるはずだ」

　森部はじっと志保子を見み詰つめ、そして静かに聞いた。

「そいつが『天あまの香か香か背せ男お』ですね？」

「なんだと!?」

　思わず哲也は叫んでいた。だが、森部は哲也を無視して志保子の答えを待っていた。

「たとえあなた自身は知らなくても、天鳥御剣と『黄泉よみの広ひろ庭にわ』が答えてくれるはずだ」

　森部の視線は鋭するどい光を帯びていた。

「あ、ああ……」

　目を大きく見開いたまま、志保子がガタガタと激しく震ふるえ出した。背後の横穴が鈍にぶい音を放ち出し、志保子が左手に持つ短剣が不定期な光の点てん滅めつを始めた。

「止めろ！　彼女の様子が変だぞ！」

　哲也が叫んだが、森部は平然としていた。

「いいんじゃないですか。天鳥御剣を通じて彼女に大量の情報が流れ込んでいるんですよ。まあ、彼女の脳神経が破は壊かいされないうちに、こちらの質問に答えてくれないと困るんですけどねー」

「何ィ！」

　ギロリと哲也の目が森部を睨にらみ付けた。

「あぐう……」

　苦しそうな声を発して志保子は岩の上に倒れ込んだ。

「おい！　大だい丈じよう夫ぶか！」

　哲也が駆かけ寄った。志保子は口から泡を吹いていた。

「チッ、情けないですねー。ま、後で痛め付けてでも話してもらいましょう」

「て、てめーえっ！」

　怒りに燃えた哲也の目が森部を睨み据すえた。カムツチの手の構えを取る。

「我らに逆らう気かっ」

　兵士が銃口を向けた。それを森部は制した。

「ノアアアーッ」

　哲也が全力でカムツチの手を森部に叩たたき込んだ。哲也の前の空間が光る。森部の近くにいた物もの怪のけが一いつ瞬しゆんにして消し飛び、光が森部を襲おそう。

「シュオッ！」

　鋭するどい息い吹ぶきの声と共に光が切り裂さかれた。白い光が散り、赤い剣を構えた森部が悠ゆう然ぜんと立っていた。

「う……」

　さすがに哲也の動きが止まった。全力で放ったカムツチの手を簡単に防がれたのだ。

「フツノミタマの剣は出雲いずも族の技わざをことごとく切り裂いた剣！　出雲族がどうあがこうとも我ら物ものの部べには決して勝てませんよ」

　森部は勝ち誇ったような笑いを哲也に向けた。

「ま、公務執しつ行こう妨害ですからね、ちょっと痛い目に遭あってもらいましょうか」

　近くの兵士に目で合図した。小銃を握にぎった兵士が哲也に近付いた。そして、銃じゆう床しようで哲也を殴なぐり付けた。

「ぐあっ！」

　岩の上に倒れた哲也を森部は楽しそうな表情で見下ろしていた。







　　　第六章　小しよう惑わく星せい１９ＸＹＢＤ







「気が付いたか？」

　哲てつ也やに声をかけられて、志し保ほ子こはソファから身を起こした。志保子の視界に奇妙な光景が飛び込んできた。

「何これ!?」

　そこはさほど広くもない部屋だった。窓がどこにも見当たらず、天てん井じようにくっついた蛍けい光こう灯とうが部屋の中を照らし出していた。中にはソファが二つ。片方には哲也が座っており、もう片方にはタオルケットをかけた志保子が横たわっていた。空調が効いているらしく暑さは感じない。

　志保子が声を上げたのは部屋の壁を見たからである。赤い三角形と白い三角形が組み合わされた模も様ようがびっしりと壁を埋めていた。上を見上げると天井も同様だった。しばらく見ていると気分が悪くなりそうだった。

「三角紋もんってやつだな」

　壁を見ながら哲也は説明を始めた。

「古こ墳ふんの彩色壁画によく見られる紋様だ。もっとも古墳の三角紋は墓の主を守るためのものだが、この部屋のは呪じゆ的てきに閉じ込めるもんらしい」

「じゅてき？」

　ソファから立ち上がると哲也は壁に近付きコツコツと叩たたいた。

「つまりこの壁は俺のカムツチの手を跳はね返すってことだ」

　志保子はソファに座り直した。その表情はさすがに重く暗い。

「まさか森もり部べさんが私たちの敵だったなんて……」

「ああ。奴やつが物ものの部べの末まつ裔えいだったことを見抜けなかった俺おれがマヌケだった。出雲いずも族の技わざも色々あるんで、奴の技もその一つかと思っちまった」

「一体ここはどこなの？」

「俺にもわからねえ。あれから目め隠かくしされて車で運ばれたからな。ずいぶん走ったようにも思うが、距離感をごまかそうとしたのかもしれねえな」

　そう言って哲也はソファにどっかと座った。

「それより大だい丈じよう夫ぶか？　さっきはだいぶ苦しそうだったが……」

「ええ。なんとかね……」

　ここで志保子は真剣なまなざしで哲也の顔を見た。

「今からあなたに話しておくわ。『天あまの香か香か背せ男お』が何なのかを」

「何!?」

　思わず哲也も姿勢を正していた。

「私が見た映像と知識から判断すると、香香背男の正体は１９ＸＹＢＤに違いないわ！」

　哲也が顔をしかめた。

「な、なんだ、そりゃ……」

「私がここに来る前から調べていた小しよう惑わく星せいの仮の名前よ」

「しょ、しょうわくせえ!?」

　さすがに哲也も驚いた表情を見せた。その哲也に志保子は深くうなずいた。

「そして出雲王フルネの奥おく津つ城きに眠っていた隕いん鉄てつと、今回落下した二つの隕鉄の母体でもあるのよ!!」

「なんだと！　すると墳ふん丘きゆう墓ぼから出た鉄の塊かたまりは天香香背男の破片だっていうのか!?」

「ええ。でも、かなり前に何らかの理由で母体から分かれたものでしょう。１９ＸＹＢＤとは少し軌き道どうがずれてるみたいだから……」

　突然、哲也は笑い出した。

「いやー、まいったまいった。天香香背男が宇宙に浮かぶ天体だとはなあ～。こりゃ、ガリレオさんでも気がつかねえよ」

　さすがに哲也は突とつ拍ぴよう子しもない結論におかしさを覚えたらしい。だが、志保子は表情を全く崩くずさなかった。むしろ恐ろしさに引きつっているような感じすらした。

「ねえ、１９ＸＹＢＤについて聞いてくれる？」

「じゃあ専門家にお話をお聞きしますか。香香背男の正体について……」

　志保子は哲也の顔をじっと見ながら話し始めた。

「１９ＸＹＢＤは国立天文センターのシュミットカメラに偶ぐう然ぜん写っていた物なの。光度が非常に低かったし、そういう点ではラッキーだったと思う。ただ」

「ただ？」

「島根に隕石が落ちたという連絡がきて、私は軌道を計算するための写真追跡から抜けなくちゃならなくなったわけ」

「そうして出雲空港で俺と会ったわけか……」

「そういうこと。ところで、古こ浦うらで私が天文センターに電話したわよね？」

「ああ。東京に帰らなくちゃならないとか言ってたな」

「あれはね、１９ＸＹＢＤの軌道についてのことだったの」

「へえ。で、軌道はわかったのか？」

「わかったわ。加か賀かの洞どう窟くつで見せてもらった写真で決定的になったわ」

「加賀の洞窟？　じゃあ、あの写真は天体写真だったのか？」

　志保子はうなずいた。そして、ゆっくりと衝しよう撃げき的な言葉を口にした。

「小しよう惑わく星せい１９ＸＹＢＤは、まっすぐに地球に向かってきてるのよ」

「はっ？」

　しばらく哲也はポカンとしていた。しかし、何かに気付いたのかブルブルと震ふるえ出した。

「香香背男がー、香香背男が来ると出雲が滅ほろぶというのは、このことなのかッ!!」

　哲也は叫んでいた。

「そう。科学的には絶対に信じられないけど、天香香背男は『大おお神かみの広ひろ殿どの』に引かれて出雲にやってくる……」

「やっぱりそうでしたか」

　突然、壁の一部が開き、口元に笑みを浮かべた森部が入ってきた。加賀の潜くけ戸どにいた兵士たちと同じ灰色の軍服を着ている。後ろには自動小銃を構えた兵士が二人いた。

「てめえっ！」

　哲也がソファから立ち上がった。森部を鋭するどい目で睨にらみ付ける。

「ここでカムツチの手を使わないことです。島田さんを巻き込むことになりますから」

「ぬ……」

　睨み付けたまま、哲也は立ち尽くしている。森部は近くにいた志保子に目をやった。

「やはり天香香背男こと天あま津つ甕みか星ほしは小惑星１９ＸＹＢＤでしたか。これで我々も予定通り作戦を進められます」

「さ、作戦ですって!?」

「後は日本国家が引き受けます。まあ、協力はしてもらうことになるでしょうが……」

「てめー、何をするつもりだ!?」

「天香香背男を有効に使おうというのですよ。我々物ものの部べの手でね……」

　森部はフッ、と笑った。

「さて、島田さんには来ていただきましょう。国立天文センターと連絡を取って小惑星の軌き道どうを把は握あくしてもらわなきゃなりませんからね」

　そう言うと森部は志保子の腕をつかんだ。

「痛い！」

「野郎、手を放しやがれ！」

　哲也が森部に突っ掛かろうとした。それを見た森部が素早く呪じゆ言ごんを唱える。森部の片手に赤い光の剣が出現した。

「おおっと、動かないでください」

　光の剣を志保子に近付けた。これでは哲也も動きを止めるしかない。

「く、くそ……」

「しょせんあなた方は敗残の民の末まつ裔えい。力あるものに服従して生きるしかないのですよ」

　哲也が歯をギリッと言わせた。

「まあ、日本国民である以上生命の保証はしますが、それも国家の安全を犯さないという前提があってのことですからね。そのことをよく考えておくことです」

　森部は陰いん険けんそうな笑みを哲也に投げかけた。




「ええい、もっといいもん出しやがれ！」

　三角紋もんの部屋の中ではたった一人で哲也が食事をしていた。ガツガツと茶ちや碗わんを抱えて飯を口の中に放り込んでいた。怒りを誰だれかにぶつけるようにし不満の声を上げていたが、食事の内容はそんなに悪いものではない。トンカツにシジミの味み噌そ汁しる、それにサラダと、哲也が普ふ段だん食べているものよりはいいぐらいである。

　ただ部屋から一歩も出ることができないことが、哲也のイライラを募つのらせていた。なにせ部屋に付属したトイレの中まで三角紋の結界があっては、哲也のカムツチの手は完全に封じられていた。兵士が食事を運んでくる時に見たドアの外も、二重の入口になっているようで、やっぱり三角紋が描かれていた。

「チッ」

　食事を食べ終わった哲也はソファの上に横になった。果たしてここに閉じ込められてから何日目になるのだろう。窓がないために外の情報が全くわからない。食事を運んできた回数から判断して三日ぐらいだと判断はできたが、それが本当かどうかもわからない。

「おーい、食い終わったぜー」

　ソファに横たわったまま、ドアの方へ声をかけた。しかし、ドアからは何の返事もない。

「おい、皿洗いまで俺にやらせるのか？　それなら炊すい事じ場ばまで連れてけよな」

　やはり反応はない。

「仕方ねえなあ……」

　哲也が目をつぶろうとした時、バコーンとドアの外で大きな音がした。慌あわてて哲也は跳はね起きた。ドアの外から誰かが叫ぶ声がした。ふと危険を感じて哲也はソファから離れた。次の瞬しゆん間かん、光と共にドアが消し飛び、光の矢がソファを直撃した。ソファはバラバラに砕け散り、細かい光が部屋の中に撒まき散らされた。哲也の手が光り、飛んできた光を払い落とす。

　哲也が構えを取った。破られたドアの方を凝ぎよう視しする。ドアからは灰色の霧が流れ込んできた。そして、部屋の中にぬうっと巨体が入ってきた。

「て、てめーは！」

　そこに立っていたのは浮ふ山ざん法ほう師しだった。浮山法師は部屋の中を見回した。

「フン、威い力りよくの調節を間違えたようだ……外からの攻撃には結構脆もろい」

「てめー、どうしてここに!?」

「よっ、哲也ひさしぶり」

　浮山法師の後ろから顔を出したのは藤脇だった。

「せ、先輩！　なんでこいつと!?」

「昨日の敵は今日の友ってわけだ。なかなかお前の居場所がわかんなくて、来るのが遅れちまった」

「どうして俺がここにいることがわかったんですか？」

「なーに、お巡りさんに聞いてきたんだ」

「聞いてきたあ？」

「いやな、俺の所にも公安が押さえに来てなあ。この浮山さんたちと捕つかまえてちょっと痛め付けたら、お前の居場所を教えてくれたってわけだ。ついでに加賀の潜くけ戸どのことも教えてくれた」

「こ、公安の刑事を殴なぐったんですか!?」

「今、外の世界じゃ大変な騒さわぎになってる。それぐらいどうってことはないさ。それより島田さんはどこにいる？」

「えっ、ここの建物にいないんですか!?」

「おらぬぞ。少なくともこの基地内にはおらん」

「ここじゃなかったのか……哲也、とりあえず外に出よう」

　なにやら事情が把は握あくできなかったが、哲也はうなずいた。




　松江新報をじっと読んでいる哲也の前に一人の修しゆ験げん者じやがお茶を置いた。

「どうぞ」

　しかし、哲也の目は新聞に注そそがれたままだった。

「では、ごゆっくり」

　修験者は部屋から出ていった。

「あんまり、ゆっくりしてもいられないんだがな……」

　哲也の近くに腰を降ろしていた藤脇がぼそっと呟つぶやいた。

　藤脇たちは安来市の奥にある小さな寺にひとまず落ち着いていた。あまり大きくない本堂の中には哲也と藤脇の他に、浮山法師が腕を組んで座っている。しばらくして哲也は新聞から目を上げた。松江新報の一面には「小しよう惑わく星せい、日本海に落下か」という巨大な見出しが躍っていた。

「この発表で日本海側から逃げ出す人間も出てきている。まだどこに落ちるかはわからんらしいが……」

「いや、どこに落ちるかはもうわかってます！　この小惑星の正体は──」

「そいつの正体は天あまの香か香か背せ男おで『大おお神かみの広ひろ殿どの』に引かれて出雲いずもに落ちてくるんだろ？」

「し、知ってたんですか！」

「ああ。こいつによってな」

　藤脇は一枚の紙を哲也の前に置いた。それには「フジワキサンヘ。１９ＸＹＢＤハカカセオ。アレニヒカレテ、イズモニ」という文字がプリントアウトされていた。

「これは？」

「天文関係のコンピューターネットに入っていた情報だ。山陰天文同好会のメンバーが俺の所にプリントアウトして持ってきた。おそらく島田さんが打ち込んだものだ」

「どこから打ち込んだ情報なんですか!?」

「それはわからん。おそらくチャットで打ち込みしたんだろうな。漢字変換もしてないところを見るとよっぽど急いでいたらしい」

「そうですか……」

　哲也の顔が険けわしいものになっている。志保子の身を案じているようだった。

「ところで、どうするのだ？　もはや小惑星など我らの手に負えぬような気もするが？」

　奥に座っていた浮山法師が口を開いた。

「いや、香香背男が出雲族の作ったシステムに引かれてくるのなら、それを止める義務が俺たち『末まつ裔えい』にはある。スイッチさえ切ればなんとかなるかもしれない」

「フン。で、スイッチはどうやって切るのだ？」

「それに必要なのは天あま鳥とりの御み剣つるぎとそれを使う巫女みこだ。哲也、島田さんが加賀の潜くけ戸どにいる可能性はどうだ？」

「うーん、あの森部って奴は出雲族の末裔を見下げてるんですよね。おそらく自分たちの力だけで、『大神の広殿』を操あやつろうとするでしょう」

「すると小惑星の軌き道どうの監かん視しの方をやらされている可能性が高いな」

「じゃあ、どこかの天文台に？」

「それはない。国立天文センターに電話したら、この大変な時期に有休取ってるそうだ」

「有休ゥ!?」

「森部の奴が圧力かけやがったな。たぶん島田さんは森部の手が届く場所にいるはずだ」

「すると出雲のどこかに……」

「ああ。しかも加賀の潜くけ戸どからはそんなに離れてないはずだ。そして一般人が出入りしなくて、電話回線とコンピューターが置いてある場所だってことだ」

「うーん、もしかして警察の……」

「おいおい、留りゆう置ち所じよでも結構人の出入りはあるぜ」

「やはり自衛隊関係の施設ではないのか？　少なくとも貴様が捕つかまっていたのは、自衛隊の美保基地内部だったではないか」

「えっ、そうだったんですか？　いやー、逃げる時も霧の結界の中だったから……ま、俺にレーダーでもあれば全体の姿がわかったんでしょうけどね」

「それだっ！」

　出し抜けに藤脇が叫んだ。

「ど、どうしたんすか、先輩……」

「レーダーサイトだ」

「はっ？」

「澄し水みず山やまレーダーサイトだよ！」

「あ……、確かにあそこには一般人は入れない」

「しかも中央と情報回線はつながっている」

　ふと、哲也が何かに気付いたような顔をした。

「そう言えば、森部の野郎が隕いん石せき落下現場に一番乗りしてましたよね？」

「確かにな」

「これも澄水山レーダーサイトで情報を取っていたと考えれば何の不思議もない……」

「決まりだな。澄水山レーダーサイトだ」

「行きましょう、先輩！」

　哲也は立ち上がった。

「フン。しかし、山の上ではわしの狭さ霧ぎりの結界は使えん。美み保ほ基地のように簡単にはいかぬぞ」

「そんなもん、俺のカムツチの手で吹き飛ばしてやるだけだあっ！」

　哲也の目が激しく燃えていた。




　澄水山は松江市街地から北東の方にある。その頂上にある航空自衛隊のレーダーサイトの周囲では、自動小銃を持った灰色の数人の兵士が巡回していた。強い陽ひ射ざしにもかかわらず、さほど暑そうな顔を見せずに鋭するどい視線を周囲に飛ばしていた。

　突然、兵士の腰につけていた受信機がピィーッと音を立てた。受信機を耳に当てる。

「東側から侵しん入にゆう者しやがいる。美保基地から逃げ出した奴かもしれん。気を付けろ」

「わかりました。攻撃してくるようなら容よう赦しやなく発砲します」

　兵士たちは小銃を構えて東の林の方へと近付いていく。

「何者だあっ。手を上げて静かに出てこい。さもなければ発砲するっ」

　だが、林の中からは返事がない。その代わりに「ノアアーッ」という声が聞こえてきた。

「発砲しろっ！」

　兵士たちが小銃の引き金を引こうとした時だった。林の中が光った。そして兵士目掛けて炸さく裂れつした木の幹の破片が飛んできた。

「げえっ！」

　予想もしていなかった攻撃に兵士たちは反応できない。身を捻ひねってなんとかかわそうとするが、幹の破片は容赦なく兵士たちを襲おそった。次々と兵士は地面に倒れる。

「オン・バザラ・ウン！」

　法ほう輪りんが飛んだ。続いて修しゆ験げん者じやたちが林の中から飛び出した。一部の兵士が銃口を向けたが、飛んできた法輪に銃をへし折られた。修験者がその兵士たちに金こん剛ごう杖じようの一撃を加える。ぐっ、と呻うめいて兵士たちはＫＯ負けを喫きつした。

「さっ、早く！　我らは道路を封ふう鎖さしておきます」

　哲也と浮山法師はレーダーサイトの建物へと走る。サイトの建物からは三人の兵士が出てくるのが見えた。

「ノアアアーッ」

　哲也の手が光る。兵士にではなく、途中の地面にカムツチの手を叩たたき込んだ。大量の土砂が兵士に向かって襲いかかった。

「シュオ！」

　鋭するどい息吹の声がした。土ど砂しやはレーダーサイトの建物にぶつかった。二人の兵士が土まみれになって伸びていた。しかし髭ひげを生やした兵士が一人、平然と立っている。その兵士の両手には赤い光の短剣が握にぎられていた。

「フッフッフッ、出雲いずもの末まつ裔えいどもなどこの俺が一人で斬きり殺してくれる！」

「物ものの部べの末裔の一人か。こいつはやっかいだな……」

　小さく呟つぶやいた哲也を尻しり目めに、浮山法師はズイッと前に出た。

「フン。貴様などわしの一撃で吹き飛ぶだけだ」

「ほほう。ならばその自信の一撃を俺に撃ってみるがいい！」

「オン・マガラガ・バザラ・サタバ……」

　浮ふ山ざん法ほう師しが光り輝く弓矢を引き絞った。

「アマノカカヤの威い力りよくをその身で味わうがよかろう。チィ───ッ！」

　輝く矢が兵士に向かって飛んだ。

「シュオッ！」

　両手の短剣を兵士が振るった。だが、飛び散ったのは赤い光の方だった。

「ぐえっ！」

　アマノカカヤの威力が兵士の胸にぶつかった。この兵士もサイトの建物に衝しよう突とつし、地面に崩くずれ落ちた。

「フン、今度は威力の調節がうまくいったようだな」

　ずかずかと浮山法師は倒れた兵士に近付いた。呻うめきながらも髭ひげの兵士は顔を上げた。

「森部と違い、貴様は技を十二分には伝えておらぬな？」

「それがどうした……」

「実はわしもそうだったのだ。それでわしは密法の助けを借りてアマノカカヤを完全なものとした。しかし、貴様は自分に奢おごり、完全なものにしようとしなかった。それがこの結果になったのだ」

「出雲の末まつ裔えいに説教されるとはな……」

　兵士は自じ嘲ちよう的な笑いを浮かべた。

「ちょっと、どいてくれっ」

　哲也が浮山法師の横をすり抜けた。下へと降りる階段をかけ降りる。

「ま、待て！」

　髭の兵士が声をかけたが、哲也の耳には入らない。階段を下った哲也は、そこにあったドアを勢いよく開けた。

　哲也の目に椅子から立ち上がった志保子の姿が見えた。その志保子をなんと妖あやしき物もの怪のけたちが取り囲んでいた。哲也がドアを開けたことに反応したのか、物怪たちは一斉に哲也に飛びかかってきた。

「ノアアアアーッ」

　カムツチの手を叩き込もうとした瞬しゆん間かん、正面に志保子がいることに気付いた。このままではカムツチの手の威い力りよくが志保子を直撃してしまう。哲也の手が止まった。

「嫌いやあーっ！」

　志保子の悲鳴が響ひびいた。物もの怪のけたちに飛びかかられ、哲也は後ろ向きに倒れた。次の瞬間、光が天てん井じように向けて放たれた。物怪は光に巻き込まれて瞬しゆん時じに消えた。哲也は倒れると同時に上に向けてカムツチの手を放ったのだ。天てん井じようにポッカリと穴が開いている。

「へへっ、今度からは俺も威い力りよくの調節をマスターしねえとな……」

　笑いながら立ち上がった哲也の胸の中に、志保子が飛び込んで来た。

「お、おおっ!?」

　意外な成り行きに哲也も面食らっている。

「怖かった……怖かったんだから！」

　そう言うと志保子は声を上げて泣き始めた。無理もないことと哲也は思った。おそらく逃亡を防ぐために物怪に囲まれていたのだろう。何日も恐きよう怖ふに耐え続けていたのだ。哲也も志保子の体を優しく抱き締しめようとした。

「おい、哲也、大だい丈じよう夫ぶだったか!?」

　藤脇の声がした。その声を聞いて志保子は哲也の胸を思いっきり突き飛ばした。哲也はよろけて、入口に立っていた浮山法師の巨体にぶつかった。

「貴様、何をしとるのだ……」

「あ、いや……」

　志保子の態度の急変に哲也は戸と惑まどっている。

「哲也！　あれ、どうしたの……」

　勢いよく階段をかけ降りた藤脇だったが、泣いている志保子に不ふ審しんそうな声を出した。

「なんでもありません……ちょっと取り乱しただけです」

　涙をぐいっと拭ぬぐうと、志保子は厳しい学者の顔付きに戻もどった。

「藤脇さん、急いで出雲いずも地方の人たちに完全退去勧告を出してください。あと一日たらずのうちに小しよう惑わく星せいがこの出雲に落下します！」

　強い調子の断定だった。藤脇もすぐに真顔に戻り、静かに志保子に語った。

「島田さん、この小惑星の落下は古代出雲族の『大おお神かみの広ひろ殿どの』に原因がある。つまりここにいる俺たち『末まつ裔えい』にはそれを止める義務があります。強力な巫女みこのあなたなら『大神の広殿』に引かれてくる小惑星─天あまの香か香か背せ男おを止められるはずだ！」

　志保子は黙だまったまま、計器の置いてある一角に歩いていく。

「これを見てもらえますか？」

　志保子が一枚の写真を取り上げ、藤脇に手渡した。後ろから哲也と浮山法師がのぞき込む。そこには岩のような物が荒い画像で写っていた。

「これは？」

「スミソニアン天文台のレーダー観測で得たデータをコンピューターで画像処理したものです。それが小惑星１９ＸＹＢＤ、つまり天香香背男です！」

「こ、こいつが……」

　三人の目が写真に注そそがれた。楕だ円えん形けいの小しよう惑わく星せいが暗い宇宙空間の中に浮かんでいた。いくつかのクレーターらしき物も見える。

「おい哲也。こいつ何かに似てないか？」

　写真をじっと見み詰つめていた藤脇が哲也に振り返った。

「な、何って……俺には岩の塊にしか見えませんけど」

「こいつ、甕かめ棺かんに似ているような気がする……」

「むう。そう言えば天あまの香か香か背せ男おの別名は天あま津つ甕みか星ほしだったな……」

「じゃあ、先輩は古代出雲いずも族が宇宙まで飛んで行ってこいつを見たとでも？」

「いや、いくらなんでもそんなことはないだろう。ただなー、昔の人間の直感と言うのは怖いもんだ。チベットに『原子マンダラ』なんて物があるが、これは昔に描かれたくせに原子の構造図そのものなんだぜ」

「私もそう思います」

　志保子が藤脇に賛意を示した。

「私が出雲にきてから何回か過去の映像を見ました。落下した隕いん鉄てつがどこから来たのか古代出雲族が探っているうちに、その写真と同じ映像を見た可能性は強いと思います。物理的に見て、時間を越えるより空間を越えるほうが楽でしょうから……」

　そう言うと志保子は近付いてきて写真を指差した。

「この１９ＸＹＢＤは長径が八十メートルあります」

「八十メートル!?」

　藤脇が志保子の顔を見た。

「これは小惑星の中では極めて小さい部類に入ります。この程度の大きさでは地球全体に影響を与えるほどのものではありません。ただし！」

　志保子の顔がキッと鋭するどくなった。

「落下した地点に大だい惨さん事じをもたらすには充分過ぎる大きさです！」

　その声は本当に厳しい響ひびきだった。

「そして被ひ害がいは出雲だけにとどまりません。こちらの地図を見てください」

　壁に張ってある島根県の地図の前へと志保子は歩いていく。三人も後に続いた。

「おそらく１９ＸＹＢＤも、この前の隕石と同じく仏経山に引かれて東北の方向から飛来してくるはずです。そして──」

　志保子の指が朝日山を示した。

「朝日山の影響を受けて小惑星はこの上空辺りで分散し、大量の隕鉄を撒まき散らすことになるでしょう。つまり、この場所も無事では済まないはずです！」

　志保子が指差した所を見て哲也と藤脇は息を飲んだ。

「うげっ」

「し、島根原発……」

　朝日山から東北の方角に「島根原子力発電所」という名前があった。それがどれほど恐ろしいことであるかは藤脇や哲也でなくとも理解はできる。浮山法師ですら思わず唸うなった程であった。志保子は話を続けた。

「原子力発電所は考えうる限りの危険に対して、あらゆる対策を講じています。例えば原発の建物は飛行機が墜つい落らくしても耐えられるように設計してあるはずです。しかし、小しよう惑わく星せいの落下なんて、とうてい考えられない危険です！」

「そりゃ宝くじの一等に毎回当たるより有り得ないことですし」

「へたをすれば原子炉ろの炉心が破は壊かいされます。そうなれば一体どうなるか──」

「出雲いずも一帯が放射能汚お染せんされるだけでなく、偏西風に乗って関西や東京にも放射性物質が降ることになるでしょう……」

　藤脇の説明に志保子はうなずいた。その志保子に哲也は叫んだ。

「そんなら、なおのこと香香背男を止めなきゃマズイじゃねーか！」

　力なく志保子は首を横に振った。

「すでに１９ＸＹＢＤは地球の重力に捕とらえられて落下してきています。『大おお神かみの広ひろ殿どの』を止めても落下を止めることはできません。もうどうしようもないんです……」

「く……」

　哲也は己おのれの手をギュッと握にぎり締しめた。

「では聞くが、森部という男は加賀の潜くけ戸どで何をやろうとしておるのだ？　古代より日本の権力を守ってきた物ものの部べが、日本を危うくして楽しんでいるとは思えぬが？」

「それは俺が話そう」

　部屋の中にいた全員が入口に振り向いた。そこには浮山法師に倒された髭ひげの兵士が、胸を押さえて立っていた。

「フン、おとなしく病院に行っておればよいものを」

「こんな状況で吞のん気きに倒れているわけにもいかん。貴様らに敗れた以上、俺たちが何をやろうとしているのか教えといてやる」

　兵士はムスッとした表情ながら話し始めた。

「森部大佐は天香香背男をＫ国に落とそうとしておられるのだ」

「な、なんだとおっ!?」

　意外な国名が出てきて哲也は驚いた。

「貴様らも知っていると思うが、Ｋ国は我が日本に向けて戦略ミサイルを配備した。それに対して我が国は有効な軍事対抗手段が全くない。それで森部大佐は日本の安全を守るため、天香香背男を引き寄せて出雲を滅ほろぼすという『黄泉よみの広ひろ庭にわ』に注目されたのだ」

「まさか今回の事件はてめーらが仕組んだとでもいうのか!?」

「そうだ。『黄泉の広庭』は千五百年ほど前に我らの祖先が封じたもの。試しに幾つかの神社の封印を解いてみたところ、早速隕いん石せきが落ちてきてしまった。急いで『黄泉の広庭』の入口を探す必要にかられた我らは、森部大佐自らが貴様らと接せつ触しよくしたのだ」

「と、いうことは俺たちが『末まつ裔えい』だということを知っていたのか？」

　難むずかしい表情の藤脇が聞いた。

「当たり前だ。『黄泉の広庭』の近くに出雲族の末裔がいるなど、国家の安全にとって危険極まりない。何か行動を起こすようなら始末する予定でいた。もっともそこにいる法師は未だに始末できていないわけだが」

「フン、貴様らがわしに比べて遥はるかに無能なだけだ」

「でもー」

　思案顔の志保子が口を挟はさんできた。

「私が感じたところでは、『大おお神かみの広ひろ殿どの』は引き寄せる能力しかないはず。森部という人はどうやって１９ＸＹＢＤの軌き道どうを変えるつもりなの？」

「香か香か背せ男おを引き付ける力は仏経山のみではない。出雲にある他の聖山の力を調節することによって『ゆらぎ』を起こし、軌道を変えるつもりでいた」

「つもりでいた？」

「まだ『黄泉の広庭』を操あやつるのに成功していない」

　重苦しい声で兵士は答えた。

「それって、出雲にまともに香香背男が落ちてくることじゃないか！」

　藤脇は叫んでいた。

「そういうことになる……」

「くそーっ、出雲は滅びるしかないのかーっ！」

　重い空気が辺りに漂った。その中でじっと哲也は地図を見続けていた。

「いや、先輩。まだ方策が残っているかもしれませんよ……」

「何!?」

　藤脇が哲也の顔を見た時、部屋の隅すみにある電話が鳴った。一同は顔を見合わせたが、結局兵士が受話器を取った。

「はい、こちらレーダーサイト」

　しばらく電話先の相手の話を聞いていたようだが、送話口を押さえて振り向いた。

「森部大佐からだ。島田という女性を連れてこいと言ってる」

　それを聞いた哲也が兵士から強ごう引いんに受話器を奪うばい取った。

「おう、森部か」

「誰だ、お前は!?」

　電話の向こうは確かに森部の声だった。

「てめーにさんざんコケにされた男だよ。今からてめーをブチ殴なぐりに行ってやるから、覚悟して待っていやがれ！」

　受話器を床ゆかに叩たたき付けた。バキャッと音がして受話器の部品が床の上で跳はねた。哲也が志保子をジロッと見た。

「行くぞっ、加か賀かの潜くけ戸どに!!」

　その言葉にはうむを言わせぬ迫力と気力がこもっていた。
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「奴やつらが来ても決して殺すな。生かしたまま『広ひろ庭にわ』に連れてこい！　ただ、生きてさえいればいい。ほんの少しでも抵抗するようなら容よう赦しやなく手足をブチ抜いてやれ！」

　爆ばく破はで作った穴から、金属製のパイプに小さな台を作り付けただけのエレベーターで上官らしい兵士が上がってきた。上官の声で、加か賀かの御崎の上にいた灰色の兵士たちが拳けん銃じゆうのチェックを始めた。

　加賀の御崎の先端には小さな無人灯台がある。もう夕方なので、間もなく光を放ち始めるだろう。その灯台の修理点検のため、松の間を縫ぬって小さな道が通っている。その道を通って加賀の潜くけ戸どの上まで行くことができた。ただし、ここから潜戸に降りるためには断だん崖がい絶壁を降りねばならず、普通の人間にはまず不可能だ。森もり部べの特殊部隊は潜戸の天てん井じようの薄い部分を爆破して潜戸に突入したのだ。そこの部分に簡易エレベーターを作り、森部たちはエレベーターから潜戸に出入りしているらしい。

「特にあの島田という女は丁てい重ちように扱うようにとの、森部大佐の御命令だ。俺は森部大佐の元に戻るが、大だい丈じよう夫ぶだな？」

「お任せを」

　兵士の答えを聞いて、上官は再びエレベーターに乗った。潜戸の底へとエレベーターは降りていく。

　それとほぼ同じだった。断崖の下にある海がざわめいた。急に辺りが灰色の霧に包まれていく。兵士たちの間に緊きん張ちようが走った。

「奴等が来たのか!?」

　一人の兵士が拳銃を構えた。霧が濃くなった。

「撃つな！　へたをすれば同士討ちになるぞ！」

「くっ……」

　兵士は拳銃を下に向けた。その時、兵士に向けて金こん剛ごう杖じようが飛んで来た──




　潜くけ戸どの中は淡い光で照らし出されていた。岩いわ肌はだ自体が静かに光っている感じなのだ。潜戸の底には数人の兵士がエスカレーターのパイプを見上げていた。外で何かあったことに気付いているらしい。ガコンと音がしてエレベーターが降りてくる。

「来るぞ！」

　上官の一言で兵士たちが拳けん銃じゆうを構えた。上官の右手には赤い光の短剣が握にぎられていた。

「む？」

　降りてきたエレベーターの台の上には兵士が座り込んでいた。ガックリとうなだれ、帽子を深めに被かぶっている。

「おい、外で何があった!?」

　上官の問いに、うなだれた兵士は黙って上を指差した。兵士たちが上を見上げる。

「うおっ！」

　上からは法ほう輪りんが兵士目掛けて飛んできた。

「シュオッ！」

　上官の剣が法輪を叩たたき斬きる。兵士がエレベーターの上に向けて発はつ砲ぽうした。銃声が潜戸の洞どう窟くつ内に響ひびき渡ったが、穴の外にいる人間に命中はできなかったようだ。

「ええい、俺おれが外に打って出て奴等を動けぬようにしてやる！」

　上官が一歩動いた時、うなだれていた兵士が突然、脱だつ兎とのごとく走り出した。

「ど、どうした!?」

　上官の呼び掛けも無視して、兵士は暗い横穴に飛び込み、息い吹ぶきの音を立て始めた。

「ノアアアーッ」

「まさか！」

　横穴から眩まぶしい光が迸ほとばしり出た。光は正面の、鳥居の立っている佐さ太た大おお神かみ誕生岩に衝しよう突とつした。光が砕け散る。洞どう窟くつ内に大量の光の球がばら撒まかれた。当然、兵士たちにも光の球が殺到した。悲鳴を上げて兵士たちが倒れる。

「シュオッ！」

　ただ一人、赤い光の剣を持つ上官だけが光の球をなぎ払って立っていた。上官の顔に勝利の笑みが浮かぶ。

「な、なにィ！」

　だが、その笑みはすぐに引きつった。洞窟内の岩壁に乱反射した光の球が左右及び背後から襲おそいかかってきたのだった。さすがに光の短剣で全てを切り裂さくことはできなかった。ぐわっ、と呻いてこの男も倒れた。岩いわ肌はだがぱあっと輝いて光の乱舞が止む。

「いやー、うまくいったもんだぜー」

　ニカニカ笑いながら哲也がエレベーターの下まで歩いてきた。軍服を脱ぬぎながら上へ向かって叫ぶ。

「下のケリはついたぞー！」

　しばらくしてエレベーターで、浮ふ山ざん法ほう師しに抱きかかえられた志し保ほ子こが降りてきた。

「まさか、死んでるんじゃないでしょーね……？」

　倒れ伏している兵士たちを見て、志保子が恐る恐る尋たずねた。

「殺すつもりなら、至近距離からカムツチの手を打ち込んでる。ま、体鍛えているみたいだから、この程度で死にゃあしねえだろう。それより香か香か背せ男おが落下してくる時間はあとどれくらいだ？」

「正確にはわかんないけど、あと六時間ってところじゃないかしら……」

「六時間か……」

「もし、私たちの作戦が失敗したら膨ぼう大だいな数の死者が出るわ。そうなったら……そうなったら、どうしよう！」

「フン、何の心配もいらぬ。我らが『広ひろ庭にわ』を操あやつるのに失敗すれば、おそらく我らも死ぬだけのこと。死んでからのことを心配してどうするのだ」

「そうなんだよなあ。ま、この若さで死ぬ気もねーし、全力尽くしてやるしかねえ！」

「そうよね。確かにそうよね」

　志保子はコクリとうなずいた。

「ところで、こいつらが天あま鳥とりの御み剣つるぎを持っているなんてことはないだろうな？」

　倒れている兵士を見ながら哲也が言う。浮山法師が兵士を一いち瞥べつした。

「天鳥御剣の気は感じぬ。やはりこの奥で森部めが持っているのだろう」

「地上のことは藤ふじ脇わき先輩に任せるしかないな。とにかく俺たちは『大神の広殿』で森部のヤローと決戦だ。行くぜ！」

「わかってるわっ」

　志保子も力強く言い放った。




　松江新報社内では数人の記者たちが電話をかけまくっていた。むろん、小しよう惑わく星せい１９ＸＹＢＤの落下についての情報を得るためである。ただし、思ったような情報は取れていないようで、時々怒ど号ごうに近い声も聞こえている。

　編集部の部屋の中には四台のＴＶがつけっぱなしになっていた。各局とも通常の番組を中断して、小惑星の落下に関する特別番組をやっていた。中には国立天文センターやスミソニアン天文台にまでレポーターを派は遣けんしている局もあったが、新しい情報は取れていないらしい。

　その中の一つの画面でアナウンサーが原稿を読み上げた。

「国立天文センターの発表では、小惑星１９ＸＹＢＤは明日の午前一時ぐらいに日本海に落下する公算が高い、ということです。小惑星の落下に伴い、日本海沿岸に最低でも十メートルを越える津波が押し寄せる危険がありますので、日本海沿岸地帯に住む方は速やかに避ひ難なんしてください。繰くり返しますー」

　部屋の中でそれを見ている藤脇の姿があった。チッ、と舌打ちすると部屋から出て行こうとした。藤脇の先輩が声をかける。

「おい、藤脇。国立天文センターの島田さんに電話して情報取れないか？」

「でも彼女、有休取ってるんじゃないですか？」

「いくら何でも、こんな時に休んでるわけにはいかんだろー。国立天文センターに戻もどってきてると思うぞ」

「その前にちょっとトイレに……」

　そう言うと、藤脇は部屋から出て階段を駆かけ降りた。辺りに人目がないことを確認して公衆電話に手を伸ばした。大社町の津波災害対策本部への番号を押す。関係機関やマスコミしか知らない番号である。

「私、松江新報の藤脇と申します。いつもお世話になってます。ところで避難状況はどうなってますか？　いえ、津波じゃなくてー。あ、御存知ないんですか!?　国立天文センターの島田という方から、島根県大社町に小惑星が落下するとの発表があったんです。はい、まだ一般には発表されていません。パニックを防ぐために関係機関にだけ情報を流している状況なのでー。とにかく県の方にでも確認取ってもらえますか？　それでは、また御電話します。とりあえずこれで」

　それだけ言うと受話器を置いた。だが、藤脇は再びプッシュホンを素早く押した。

「あ、島根県の災害対策本部ですか。私、松江新報の者ですが、国立天文センターの島田さんから発表があった小惑星の落下に関する県の対応について、お聞きしたいと──」




　横穴の中は不思議な空間だった。真っ暗で何も見えないのだが、不安は感じない。何かに導かれるように三人は暗くら闇やみの中を歩いていく。どれくらい歩いただろうか、ふいに目の前に光景が飛び込んできた。暗闇の中からフッ、と目の前に視界が現れたのである。

　哲也の耳に凜りんとした志保子の声が聞こえてきた。

「ここが『大おお神かみの広ひろ殿どの』です」

　むろん志保子も『大神の広殿』を見るのは初めてだろう。しかし、彼女の巫女みことしての能力が『大神の広殿』だと断言させているに違いない。

「ここが……」

　目の前には広い洞どう窟くつ、というより地底のホールが広がっていた。むしろ地底国と呼んだ方がいいかもしれない。よく日本では面積と容積の単位の一つとして「東京ドーム」が使われるが、目の前の空間は東京ドームの数個分の広さはありそうだった。

　地底の巨大ドームの中心には、ピラミッドのような四角い巨大な岩が鎮ちん座ざしていた。ピラミッドの頂上は平たく、隅すみには出っ張りがある。これはピラミッドというより哲てつ也やのよく知っているものに似ていた。四よ隅すみ突とつ出しゆつ墳ふん丘きゆう墓ぼ。仏ぶつ経きよう山ざんの麓ふもとの斎さい庭ば谷だににあり、哲也たちが発はつ掘くつしていた遺い跡せきと形がそっくりなのだ。おそらく出雲いずも王おうは、力を生み出すこの『大神の広殿』に真似まねて自分の陵りよう墓ぼを作ったのだろう。

　墳丘墓の形をした『大神の広殿』の中心からは天てん井じように向かって太い岩の柱が伸びている。その根元には明かりがチカチカしていた。

「森部のヤロー、あそこにいやがるな……」

「おそらくな」

「とにかく一発ブチ殴なぐってやらねえと気が済まねえ！　うおーっ」

　一声吠ほえると哲也は『広殿』へと走り出した。

「あ、待って！」

「時間がないのだ、我らも行くぞ！」

　浮山法師と志保子も後に続いた。走りながら哲也は岩の『広殿』を見上げた。岩全体がウオーンと低い唸うなり声を上げている。哲也には悲しみの声で香香背男を呼んでいるように思えた。

　哲也は『広殿』の麓にたどり着いた。ゴツゴツとした岩の上を一気に駆かけ上がる。ついに『広殿』の頂上に哲也は立った。

「こいつは……黄泉よみの大おお神かみ・伊い邪ざ那な美みか！」

　哲也の目に、岩の柱に持たれかかっている巨大な石せき偶ぐうが入ってきた。青森の亀ヶ岡から出土した遮しや光こう器き土ど偶ぐうにそっくりだが、その大きさは数メートルを越えている。体には八頭の蛇へびが巻き付いていた。石偶からは強い力が感じられ、そこが『広殿』のエネルギーを制御する中心らしい。

「待っていましたよ！」

『広殿』の頂上に森部の声が響ひびいた。哲也が鋭するどい視線を森部に飛ばした。変わった衣装を着た森部が石偶の前に両手を広げて立っていた。

　森部の周囲には十人ほどの人間がいた。小銃を構えた兵士が三人ほど。その他の人間は皆、埴はに輪わが着ているような古代の衣装を身にまとっていた。むろん森部が着ているのもその衣装である。年取った男が一人いたが、その他は若い女性だ。おそらく巫女みこらしい。

「物ものの部べの連中か……」

　黙だまったまま森部はうなずいた。

「見たところ、天あま鳥とりの御み剣つるぎを使って『大神の広殿』を操あやつろうとしたものの、失敗したって感じだなあ。やはり出雲族のシステムを物部が操るのは無理じゃねえの？」

　森部の目が不愉快そうに哲也を見た。

「まあ、いい。一番肝心な人も到着したみたいですし」

　森部が視線を哲也の後ろにずらす。哲也も振り返る。浮山法師が肩に志保子を担かついで登ってきたところだった。

「ほれ」

「ありがとう」

　浮山法師から降ろされた志保子は軽く頭を下げた。

「おいおい、階段の途中で動けなくなってる婆ばあさんじゃねえんだから」

　呆あきれたように哲也が言う。

「私は研究者なんですからね！」

　ムッとしたように志保子は答えたが、森部の方を見て顔色を変えた。だが、恐きよう怖ふに怯おびえた表情ではない。むしろ戦う者の顔付きに近い。じっと森部を見み詰つめている。

「やはりあの短剣はあなたが持ってるのね……」

「そうですよ。さて、時間がない。出雲族の『末まつ裔えい』にやってもらうというのは残念ですが、日本の安全のためさっそく天あまの香か香か背せ男おをＫ国に落としていただきましょうか」

「嫌いやです」

　志保子はきっぱりと言い切った。

「とにかく天鳥御剣を渡してください。私たち出雲族の『末裔』が、できるだけ被ひ害がいのないように香香背男を導きます」

「そういうことだ。後は俺たちがやる。物部は引っ込んでな」

　ジロリと哲也が森部の顔を見た。森部の顔が険けわしくなっている。

「そう言われても、我々に従ってもらわないと困るんですけどね。どうしても従わないというのならば仕方ありません。布ふ留る部べ由ゆ良ら由ゆ良ら……」

　森部の手に赤い光の剣が握にぎられた。

「まあ、島田さんも一人ぐらい死ねば、気持ちが変わるでしょう」

　森部は不気味な笑みを浮かべた。哲也は森部を睨にらみ付けたまま聞いた。

「へたすりゃ、膨ぼう大だいな死人が出るんだぞ。それを承知でここで争うっていうのか？」

「そりゃ我々に従わないあなた方が悪い。あなた方に任せたら、この『広庭』を破は壊かいしてしまうことになるでしょう。我が国が強力な力を持つために、『広庭』はぜひとも必要なものです」

「まさか、あなた、『広殿』を武器にしようとしてるの!?」

「そうですよ。一切の武力を使わない究極の武器ってわけです」

「出雲が滅ほろびるって時に……テメー、ブチ殺すぞ！」

「殺す……？　できないことは言わない方がいいですよ。敗残の出雲族の技わざで、この私に勝てるわけがないのですから」

「テメー！」

　怒りの形ぎよう相そうの哲也が構えを取った。

「柱の影にでも隠かくれていろ」

　森部が味方を下がらせる。浮山法師と志保子も『広殿』の頂上から一段低い所にとりあえず身を隠した。

「ノアアアーッ」

　カムツチの手が炸さく裂れつした。森部の前の空間が光る。

「シュオッ！」

　気合いと共に光が裂さかれた。だが、続いてカムツチの蹴けりが森部を襲おそった。カムツチの手と蹴りを連続して叩き込む哲也最強の技である。

「くっ！」

　森部の体が光に飲まれた。

「森部様っ」

　岩の柱の方から悲鳴が上がった。

「やったか!?」

　哲也が構えを取ったまま、凝ぎよう視しする。しかし、光と舞まい起きた風がおさまった後に、森部は平然と立っていた。その顔には余よ裕ゆうの笑みすら浮かべている。自分が使える最強の技をあっさりと破られ、哲也の表情に焦あせりの色が浮かんだ。

「フフフ……これでスペシュウム光線を封じられたウルトラマンってわけですか。もっともウルトラマンには八つ裂ざき光輪とかありますけど、あなたに他の技がありましたっけ？」

「うるせえ！」

　強がった声を出したが、実際に森部のいうことが真実だった。哲也は少しだけ顔を出している浮山法師にチラリと目をやった。

「ノアアアーッ」

　またカムツチの手が撃たれた。今度は森部の足元にである。足元の地面は砕けることなく、カムツチの手の威い力りよくは岩の上を滑すべるように森部に走った。しかし、森部は慌あわてない。掬すくうように下から剣を振るった。地面を走る光が消し飛ばされた。

「ん？」

　カムツチの手を放った哲也は森部の後ろへと回り込もうとしていた。スッ、と森部の体が哲也に向き直る。とにかく無む駄だと隙すきのない動きである。確かに森部と哲也では、特殊部隊の隊長と一般人の違いがあるのは明白だった。

「もう芸は出し尽くしましたか？　そろそろあなたの体を切り刻んで島田さんにお見せしたいんですけどね」

　嫌いや味みたっぷりな声で森部が言う。

「チッ、勝ち誇るのは次の一発を食らってからにしろっ」

　構えを取り、低い息い吹ぶきの音を立てた。

「何をするのか、せいぜい期待させてもらいますよ」

「オン・マガラガ・バザラ・サタバ……」

　後ろから聞こえてきた真言に森部は鋭するどい視線を走らせた。そこには光り輝く弓矢を構えた浮山法師が立っていた。森部の顔から笑みが消えた。

「いくらてめえでも、別方向からの同時攻撃にはどうしようもねえだろう！　嫌なもんはあるが、テメーは消え失せろ！　ノアアーッ」

「チィ───ッ！」

　カムツチの手とアマノカカヤが同時に放たれた。次の瞬しゆん間かん、森部の剣が二倍ほどの長さに伸びた。

「シュオオオオーッ」

　ビデオの早送りを見たようだった。森部の体が高速で横方向に一回転した。光が散った。カムツチの手とアマノカカヤは見事なまでに弾はじき飛ばされていた。

「げ……」

「言ったはずですよ。敗残の出雲いずも族の技わざなどこの私には通用しないと」

　呆ぼう然ぜんとする哲也と浮山法師にそう言うと、森部は剣をかかげた。

「ひーふーみーよーいつむーななやーこことおー」

　ゆっくりとした調子で呪じゆ文もんを唱となえる。剣が輝き、その大きさが増した。

「まず芸のある方に沈黙してもらいましょうか。オ───ッ」

　浮山法師に向けて剣を突き出した。無数の赤い矢が剣から飛び出した。

「うごおっ」

　両腕で体を庇かばったが、光の矢を受けて浮山法師は『広ひろ殿どの』の頂上から転落した。

「浮山さん！」

　志保子が悲鳴を上げた。

「この技は呪文を唱えるのに時間がかかってしまいますので、あまり使えないんですよ。さてと、今度はあなたの番ですが」

　赤い剣を森部は構え直した。

「行きますよ」

　森部の体が動いた。早い。赤い光の剣の攻撃を防ぐために、哲也は充分すぎるほどの間合いを取っていたはずだった。しかし、森部は瞬しゆん時じにして間合いを詰つめた。

「シュオッ」

　鋭するどい振りの剣が哲也を襲おそう。

「くそっ」

　必死に剣をかわす。その哲也に向けて法ほう輪りんが飛んできた。

「うわったっ」

　なんとか頭を下げて法輪を避ける。気配に気付いて振り向いた哲也が見たものは、自分のすぐ背後で法輪を剣で叩たたき割る森部の姿だった。

「げえーっ」

　恥はじも外聞もなく、まるでゴキブリのように這はいずって森部から必死に離れた。哲也の背中を冷たいものが襲う。もし、法輪が飛んでこなかったら、哲也の体は背後から真っ二つにされていただろう。

　法輪が飛んできた方向に目をやった。そこには浮山法師が立っていた。体のあちこちから血を流している。

「オッサン！」

「おやおや、いいところを邪じや魔まされてしまいましたね。こうなれば二人一緒に切り刻んであげましょうか？」

　森部は冷たい眼で浮山法師を眺ながめていた。

「フン。貴様、そこの物ものの部べの『末まつ裔えい』をブチ殴なぐるんじゃなかったのか？　貴様がその体たらくならば、わしが代わって相手をしてやってもよいのだぞ」

　哲也はハッ、とした表情をした。そしてゆっくりと立ち上がった。

「へへっ、違いねえ。香香背男落下という大事に気を取られて、一番肝心なことを忘れてたぜ。来な、次の一撃で勝負を決めてやるっ」

　森部に向けて構えを取った。その目は静かだが、闘志に燃えていた。

「確かに次の一撃であなたが死ぬことになるでしょう……多少てこずりましたが、これまでです！」

　森部が剣を構える。哲也は森部の剣に意識を集中した。森部は剣に絶大な自信を持っている。剣以外の攻撃を仕掛けてくることはない。剣だけを見ていればなんとか動きについていけるかもしれない。

　いきなり森部が瞬しゆん時じに間合いを詰つめてきた。赤い光の剣が哲也の視界に迫る。剣が振り上げられようとした時、哲也の体が一気にスパークした。

「ノアーッ！」

　渾こん身しんの力でカムツチの手を突き出した。しかも左手である。完全に森部の意表を突いた攻撃、のはずだった。

「甘い！」

　だが、森部はその攻撃ですら剣をスライドさせて受け止めた。

「う、おっ!?」

　自ら剣を振るって切り裂さきにいったわけではない。森部の体がカムツチの手の威い力りよくに押された。一瞬、森部の動きが止まった。

「森部ぇぇぇーっ!!」

　叫び声と共に哲也の右拳こぶしが飛んだ。拳は森部の顔面に炸さく裂れつした。

「ぶぐっ」

　全く予期せぬ攻撃に森部はバランスを崩した。赤い光の剣が揺らぐ。まだ完全に消したわけではないカムツチの手の威い力りよくが森部の胸を打った。

「森部様！」

　森部の体が後ろに弾はじけ飛んだ。岩の床ゆかに叩たたき付けられる。カチャーンと音がして、鉄の短剣が床に転がった。

「天あま鳥とりの御み剣つるぎ！」

　短剣を見た志保子がダッシュした。

「貴様、よくも大佐をっ」

　兵士が飛び出してきた89式自動小銃を哲也に向けた。森部との戦いに気を取られていた哲也はこれに反応が遅れた。浮山法師も法ほう輪りんを投げようとして、もう法輪がないことに気付いて手が止まった。

　志保子が天鳥御剣を拾う。兵士が引き金を引こうとした時、短剣と目の前にある巨大な石せき偶ぐうが輝いた。

「何だ!?」

　物部たちが驚いた。辺りをぬるりとした空気が支配する。志保子が胸の前で天鳥御剣を握にぎり締しめた。

「うおっ!?」

「きゃあっ！」

　突然、兵士たちと物ものの部べの巫女みこたちが宙に浮き、まるで投げ出されるように岩の外へと放り出された。倒れていた森部も同様だった。後には哲也たち三人だけが残された。

「ぬう、これはスゴいな」

　浮山法師が感心している。

「でもこれは『広殿』の力なんです」

　志保子が哲也に近付く。

「なんとか天鳥御剣は取り返したわ……」

「ああ。だが、これから大仕事が待っている」

　哲也は石せき偶ぐうを見上げた。




「思ったよりも時間かかりましたね」

　松江新報のバンから藤脇が降りてきた。ここは出雲いずも大たい社しやの近くにある観光センターの駐車場である。

「ああ。急に大社町に避ひ難なん勧告が出たもんだから、ほとんどパニックになってたなあ」

　出雲地方の西北にある大社町は出雲大社があることで有名な町である。ここに小しよう惑わく星せいが落下するという情報を得て、県と県警が住民に避難勧告を出したのだ。大社町の住民は近隣の出雲市や平田市などに移動を始め、途中の道路は都会のラッシュ並みに混雑していた。

　もっともその情報は藤脇が流したものだった。大社町に小惑星が落下するという情報を県が国立天文センターに確認を取ったところ、天文センターは否定しなかったのである。おそらく天文センターでも、志保子が何か情報を握にぎっていると考えているのだろう。

「しかし、本当に弥み山せんに落ちるのか、小惑星は……」

　藤脇の先輩は駐車場から山の方を見回した。わずかに夜空の下に黒い山並みが分かる。その山並みの前に出雲大社の巨大なコンクリートの鳥居が見えている。弥山は出雲大社の背後にあり、古代出雲で「宇う迦か之の山やま」と呼ばれ聖なる山として崇あがめられていた。

「まあ、島田さんが言うことだから間違いないでしょう。でも、弥山に落ちるという情報は我々しか知らないはずです。つまり独占スクープってわけです。特別ボーナスと有休の増加をぜひとも部長にお願いしますよ」

「そりゃ構わないが……弥山に小惑星が落ちるとして、俺たちここにいて大だい丈じよう夫ぶなのか？　落下の衝しよう撃げきに巻き込まれて死んだりしたら、洒落しやれにならないぞ」

「大丈夫ですよ。ここは出雲大社の御加護がありますから」

「おいおい……」

　先輩記者は呆あきれていたが、藤脇はそれを密かに期待していた。以前、天あま鳥とりの御み剣つるぎを持って出雲大社を探たん索さくした時、ここはパワーを持つ山に出雲大社の強力な結界が被かぶさっている構造であることを突き止めている。出雲大社は千年以上に渡って人々の祈りが結集してきた場所である。藤脇はその力によって、小しよう惑わく星せい衝しよう突とつの破は壊かい力りよくを少しでも減らすことができるのではないかと考えていた。

「おー、やっと来たか」

　駐車場にＴＶ中継車が入ってきた。松江新報と提てい携けいを結んでいる地元ローカル局の中継車だ。

（頼むぞ、哲也。やはり被ひ害がいを最小限にできるのはここしかない！）

　藤脇は再び弥み山せんの方を見て心の中で呟つぶやいた。




「なんだ、こりゃ！」

　目の前に突然広がった青々と茂る稲田を見て哲也は声を上げた。確か自分たちは地底にある『大おお神かみの広ひろ殿どの』にいるはずである。

「これは過去の映像よ。二千年近くも前の出雲の姿……」

「弥生やよい時代の映像ってわけか」

　さすがに古代のことを研究しているだけあって、哲也は好奇心満点で辺りを見回した。貫かん頭とう衣いを着た人々が田の草取りをやっている。その向こうに見覚えのある山が見えた。

「あれは仏ぶつ経きよう山ざんではないのか？」

「ええ。古代では出雲の神かん名な火び山やまと呼ばれた聖なる山です」

　浮山法師の問いに志保子はきっぱり答えた。以前の志保子では全く答えられなかったはずの質問だった。

　哲也は出雲の神名火山をじっと見ていた。山の方から清せい冽れつなる霊れい気きが降りてくるのを感じていた。ふいに『大神の広殿』がどういう働きをしているのか哲也は理解した。

「この『広殿』というのは、いくつかの山を中心として天地の気を集めるためのシステムだったのか……」

「そうよ。元々出雲は霊気溢あふれる場所でした。その出雲に人が住み着いてから、代々の呪じゆ術じゆつ者しやが何千年もかけて造り上げたのが『大神の広殿』なの。この『広殿』が天地の気を集めることで、作物はよく実り、人は健康に生き、そして──」

「強力な巫ふ覡げきが次々と出現したのだな？」

　志保子はうなずいた。ふいに田の中で草取りをしていた人々が駆かけ出した。田に通じる道を歩いてくる一団があった。中央に冠かんむりのようなものをつけた人間がいる。

　急に哲也の胸が懐なつかしい思いで満たされた。その人物を見たのは初めてだったが、なぜか名前を知っていた。出雲王フルネ。それが彼の名前だった。

　出雲王は稲田まで来ると民の歓喜に応えた。出雲王の横に黄金色に光る矛ほこが立てられた。矛は細かい縞しま模も様ようの研とぎ分けがあった。出雲王は矛に向けて構えを取った。

「こ、この構えは貴様の!?」

　驚きの声で浮山法師が問うた。

「間違いなく『カムツチの手』の構えだ……」

　なぜ懐なつかしい思いがしたのか哲也は理解した。出雲王は自分のルーツだったのだ。

　カムツチの手を出雲王は矛に撃った。矛が輝き、稲田に柔やわらかな光を浴びせている。成長する稲に祝福を授けていることを哲也は理解した。カムツチの手は攻撃のためだけのものではなかったらしい。

「見付けたっ！」

　突然、志保子が叫んだ。辺りが急に暗くなる。夜だった。古代の夜は完全な闇やみの世界だ。それでも夜空の光で出雲の神かん名な火び山やまの麓ふもとだということはわかる。突とつ如じよ、天を切り裂さくように火球が東北の方向から飛んだ。闇の中が一いつ瞬しゆん輝いた。火球は神名火山の中腹に落ちていった。

「これが二千年前の隕いん鉄てつ落下なのか!?」

　自分が仏ぶつ経きよう山ざんで見た光景とほとんど同じなのに哲也は驚いていた。

「そう！　『広殿』の力は地球の近くを通る隕石すら呼び寄せてしまったのよ」

「隕鉄を手にいれた出雲王は、隕鉄の本体を出雲に呼び寄せようとしたのだな？」

　回りの風景はものすごいスピードで変わり始めた。出雲王が隕鉄の前に拝礼している映像、職人が隕鉄から『天鳥御剣』を作っている映像、古こ浦うらの巫ふ覡げきが『広殿』に籠こもっている映像、そして小惑星１９ＸＹＢＤの映像がフラッシュに照らされたように一いつ瞬しゆんだけ現れた。

「しかし、彼らは『輝く隕石』の本体『天香香背男』の映像を垣かい間ま見てしまった」

　映像は神名火山の麓の墳ふん丘きゆう墓ぼに巫覡が隕鉄を埋うめている姿に変わった。それは正に哲也が発はつ掘くつした隕鉄だった。

「香香背男を『広殿』が呼んでしまう危険から逃のがれるために、『広殿』の力をある程度封じる必要があったというのか……」

　ふいに映像が変わった。三人とも、ただ光景が変わっただけでないことを知っていた。それは『悲劇の時代』であることを充分にわかっていた。

　神社のような建物の中に沢山の人間が座っている。一番奥に座っている男は鎧よろいを身に付けていた。哲也には、この人物も出雲王フルネだとわかっていた。先ほどの出雲王の子孫であることも。

　鎧よろいを付けた出雲王は、厳しい表情で目の前にいる『巫ふ覡げき』たちに何かを語っていた。巫覡たちの中には涙を流している者もいた。出雲王は立ち上がった。自分の子供である少年に一声掛けると、外へと出ていった。外には兵士たちがいた。出雲王と兵士たちはこれから戦いに行く。大和朝廷に遣つかわされた物ものの部べとの戦いに。そして、彼らは帰ってこない。物部との戦いに敗れて殺されるのだ。過去の戦いとは言え、三人の心の中に哀しい思いが広がっていった。

　また映像が変わった。そこは現実に自分たちのいる空間、つまり『大神の広殿』だった。『広殿』に先ほどの巫覡たちが座っている。一番前に天鳥御剣を握にぎり締しめた女性が目を閉じて石せき偶ぐうに祈っていた。石偶は唸うなるような音を立て始めた──

　志保子の剣が輝くと、映像はフッと消えた。

「あの女性、おそらく私と藤脇さんの家系の祖先だわ……」

「わしの先祖らしい巫覡もいたぞ」

　志保子と浮山法師の顔が遥はるかな過去を懐なつかしむ表情になった。

「さっきの祈りで香香背男を呼ぼうとしたんだな……」

　哲也が静かに口を開いた。

「ええ。『広殿』を大和朝廷に渡さぬために」

「だが、諦あきらめきれぬ朝廷は数多くの社やしろを作って『広殿』の働きを封じたのだ」

「そして森部の奴が封印を解いて『広殿』は再び動きだし、香香背男は出雲に落下してくるってわけだ」

　志保子がキッ、と鋭するどい目で浮山法師と哲也を見た。

「今からまず最初に、あの時代に打ち込まれたプログラムを解除しますっ。あなたたちも力を貸して。私だけの力だけでは多分無理だわ」

「当たりめーだ。ここまで来て失敗したら洒落しやれにならん！」

　ニッコリ笑うと、志保子は跪ひざまずいて天鳥御剣を胸の前で握り締めた。哲也と浮山法師も目を閉じて石偶に思念を集中させた。石偶が唸うなるような音を立てる──




「情報きましたあっ。スミソニアンからの情報ですっ」

　中継車の中からＴＶクルーの一人が叫んだ。山を見ていたスタッフたちが中継車に駆かけ寄る。だが、藤脇だけは脂あぶら汗あせを流しながら山を見続けている。

「どうしたんだ、哲也……まさかたどり着かなかったのか？」

　弥み山せんを凝ぎよう視しする藤脇の横に先輩記者が立った。

「スミソニアン天文台からだ。やはり小しよう惑わく星せいは出雲地方に落下するらしいぞ。お前の情報どんぴしゃりだ。それにしても国立天文センターが、よくスミソニアンより早く落下地点を確定できたもんだ。さすがは島田さんだな」

「ええ、そうですね……」

　先輩記者の言葉にも藤脇は気のない返事をするだけだった。

「ところでスミソニアンの情報では出雲地方としかわからないが、まさか小惑星が原発に落ちたりはしないんだろうな？」

「いえ、このままだと多分原発に分散した小惑星が降り注そそぐことになるでしょう……」

　先輩記者の呼吸が一いつ瞬しゆん止まった。

「ホントかっ、藤脇！」

　先輩記者が怒ど鳴なった。

「ど、どうしたんすか？」

　驚いたようにＴＶクルーの一人が藤脇たちの方を見た。

「い、い、いや、こいつが小惑星は原発に落ちるかもー」

「なんだあ!?」

　先輩記者の言葉が終わらないうちにＴＶクルーが叫び声を上げた。

「光ってるぞ！」

　ピラミッド型をした弥み山せんの頂上部が突然光を放ち始めたのだ。

「ま、間にあったか……」

　藤脇の体からホンの少しだけ緊きん張ちようが抜けた。続いて出雲大社の本社の方からも、光が放たれ始めた。

「カメラ回せーっ！」

「早く局に呼び掛けろ！」

　ＴＶクルーの動きが一気に慌あわただしくなった。光る弥山を見ながら、藤脇がボソリと小声で呟つぶやいた。

「あとは本当に神頼みだな……」




　石柱に寄り添う石せき偶ぐうがウオオーンと唸っている。目を閉じた志保子の顔から汗あせがポタッと滴したたり落ちた。ゆっくりと目を開けると、疲れきった顔で後ろを振り向いた。心配顔の哲也と浮山法師が志保子の顔をのぞき込んでいる。

「もう大丈夫。『広殿』の力は全て『宇う迦か之の山やま』、つまり弥山の方に回ったわ……」

「うむ。なんとか成功したようだな」

　浮山法師がうなずく。ふいに志保子の顔に暗いものがよぎった。

「ねえ、お願いがあるんだけど……」

「なんだ、この期ごに及んで？」

　哲也が訝いぶかしげに聞いた。

「二人とも外に出ていってくれない？」

「ど、どうしてだ!?」

「これからは私一人の方が精神集中がうまくできると思うの……」

　本人は極めて平然と言ったらしいが、わずかな声の震ふるえは隠かくしようがなかった。

「フン、[image: 噓]うそのへたな女だ。こうなれば一いち蓮れん托たく生しよう。何があるのか話してもらおう」

「あのなあ、ここまで来てあっさりと帰れるか！」

　志保子は観念したような顔をした。

「わかりました。小しよう惑わく星せい１９ＸＹＢＤは弥み山せんに引かれてるのは確かです。でも、大気圏に突入する時に壊こわれて、そのカケラがシャワーとなって原発の方に降り注そそぐ可能性はあります。というより、その方が自然でしょう。そのカケラを弥山に引き付けるためには落下までここにいなければなりません」

「じゃあ、俺たちも最後までいればいいだけじゃねえか」

「でも、『広殿』は小惑星の落下に耐えられない！　『広殿』のエネルギーが逆流し、ここにいる私たちも死ぬことになる……」

　悲しげに志保子はうつむいた。その志保子の肩をポンッと哲也は軽く叩たたいた。

「なーに、そうなったら俺があんたを守ってやる。第一、出雲王が香か香か背せ男おを呼んだのなら、一番責任を取らなきゃならねえのは俺じゃねえか」

「フン、わしも出雲族の『末まつ裔えい』である以上、最後までいる権利がある」

「ま、何とかなるさ。いや、何とかするッ！」

「そうね……最後まで皆で頑がん張ばりましょう」

　志保子はニッコリと笑うと、再び石せき偶ぐうに向かって祈り始めた。




　駐車場では、女性レポーターがＴＶカメラに向かって喋しやべっていた。妙に興奮した口調だった。興奮していたのは女性リポーターだけではない。そこにいる全員が押さえ難がたい興奮を覚えていた。

　藤脇と先輩記者もモータードライブ付きのカメラを弥山に向けてセットしていた。弥山の輝きが急に強くなった。

　藤脇が天を見上げた。キュオオッと微かすかな音が空から伝わってきた。その音は瞬時にドゴオーッという大だい音おん響きように変わった。夜空の一点が急に明るくなった。

「でけえっ！」

　ＴＶクルーの一人が悲鳴に近い声を出した。天が割れた。巨大な光の槍やりが天を引き裂さいて落ちてくる。反射的にカメラがそちらに向いた。しかし、その圧倒的な迫力にそれ以外の行動が取れない。一同の視線が巨大な光の槍に釘くぎ付づけになっていた。

　槍が弥み山せんの頂上を撃った。クオッ、という名状し難がたい威い力りよくのある音が耳に届いたと思うと、弥山の頂上辺りから閃せん光こうが走った。そこにいたスタッフの体が硬直する。そのパワーの一部でもこちらを直撃すれば無事では済まない。

　ガアーッという音と共に弥山の方向から爆ばく風ふうが押し寄せてきた。

「グッ」

　息が詰つまる。爆風に藤脇の体も飛ばされそうになったが、何とかこらえた。倒れそうになった女性リポーターをＴＶクルーの一人が必死に抱きとめている。

「車だーっ、車で逃げるぞー」

　ＴＶスタッフの悲鳴が上がった。ふと藤脇の頭に「死」という言葉が浮かんだ。弥山が小しよう惑わく星せいの直撃に耐えられなければ崩ほう壊かいし、その崩壊した土ど砂しやが一いつ瞬しゆんにして自分たちを下敷きにするだろう。『末まつ裔えい』として香香背男の落下を見届けようとした自分が甘かったことに気付いた。

　しかし、風はまだ唸うなりを上げて吹きまくっているものの、山が崩くずれてくる気配はない。顔を上げた藤脇が見たものは、弥山だけでなく周囲の山並みまで光を放っている姿だった。

「これが『大神の広殿』の力なのか……」

　藤脇は不思議な感動に襲おそわれていた。だが、その感動も一瞬で打ち切られた。ヒューヒューと音がしたかと思うと、上空から飛んできた塊かたまりが駐車場のアスファルトに突き刺さった。それは流星と隕いん石せきの雨だった。

「うわっとー」

　藤脇も慌あわててバンの中に飛び込んだ。ボゴボゴボゴと激しい音がバンの天てん井じようを叩たたく。バンのフロントガラスが砕けた。アスファルトの溶とけた臭においがする。藤脇と先輩記者は頭を抱えてじっとしていることしかできなかった。一個の隕鉄がバンの天井をブチ抜いた──




「来るわ！」

　志保子が叫ぶと同時に突き上げるような振動が三人を襲った。

「ぐおっ！」

　三人の体がいったん宙に浮いた程だった。

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

　倒れかけた志保子を哲也が支える。

「ええ。大丈夫」

「とにかく早く逃げねばマズイぞ」

　浮山法師が『広殿』を焦あせった表情で見回した。『広殿』がゴゴゴと不気味に震ふるえている。ハッ、とした表情で志保子が石せき偶ぐうを見た。石偶にピシピシとひびが入っている。

「いけない！」

　志保子の両手に持った天あま鳥とりの御み剣つるぎが光る。辺りをぬるっとした空気が包む。次の瞬しゆん間かん、三人の体が宙に舞った。三人は広殿の麓ふもとにフワリと着陸した。広殿の上では石偶が爆発していた。それが合図になったようだった。岩のドーム全体が激しく震え出した。それと共に岩の柱のあちこちから光が迸ほとばしり出た。

「げげーっ、あの光は『黄泉よみの穴』の！」

　光がドームの壁に衝しよう突とつすると、豪ごう快かいな音を立てて岩壁が崩くずれていく。

「あんなもんに当たったらどうしようもねえぞ！」

「とにかく走って！　横穴についたら私が何とかするわっ」

　三人は潜くけ戸どへと続く横穴目指して走った。背後では『広殿』が壊こわれていく音が響ひびいている。暗い横穴が見えてきた。突とつ如じよ、上空を光の流れが走った。

「なにぃ！」

　光が衝しよう突とつした所が崩れ、哲也たちの上に大きな岩が落ちてきた。

「ノアアアアーッ」

　カムツチの手の威い力りよくが上に飛んだ。迫ってきた岩が砕け散る。

「オン・マガラガ・バザラ・サタバ……」

　浮山法師の輝く矢が横穴を塞ふさいだ大岩を狙ねらう。

「チィ───ッ」

　アマノカカヤがきらめいた。大岩が炸さく裂れつする。浮山法師と志保子が暗い横穴へと飛び込んでいった。

　哲也は後ろを振り返った。石柱が光を放ちながら崩れていく。出雲族が造り上げたシステムの崩ほう壊かいだった。出雲族の繁栄を願って造られた『大神の広殿』。だが、その力ゆえに大和朝廷に目をつけられ、出雲族は滅ほろびることとなった。自分が出雲王の血を引いていることを知った今、哲也の心中に複雑な思いが交差した。

「何してるの、早く！」

　志保子の声に哲也も暗い横穴の中に飛び込んだ。中に入ると天鳥御剣が輝いている。

「近くに寄って。これが私にできる最後のことだわ」

　そう言うと志保子は静かに目を閉じた。横穴の中にも衝しよう撃げきが伝わってくる。三人を重い空気が包んだ。突然、ぐわっと強い力で三人は引っ張られた。闇やみの中を飛ぶような感じで横穴を進んで行く。そして急に視界が開けたと思うと、三人は加賀の潜くけ戸どの中にいた。志保子がガクッと膝ひざをついた。

「ど、どうしたんだ!?」

　生気のない顔で志保子は哲也を見上げた。

「もう、ダメ……力を使い過ぎちゃった。後はお願い……」

「おう。任せとけ」

　哲也が志保子に肩を貸そうとした時だった。

「待ってましたよ、皆さん！」

　潜戸の中に声が響ひびいた。その声には聞き覚えがある。そして声の主は哲也たちの方へと歩いてきた。赤い光の剣を手にした森部だった。

「森部……」

　森部は体のあちこちを怪け我がしていた。傍はた目めで見ていても、とうてい立っていられるような状態とは思えない。

「どうやら香香背男を出雲大社の方に落としたらしいですね。これで『黄泉の広庭』は壊かい滅めつだ。やってくれたもんです」

「仲間はどうした？」

「撤てつ退たいさせました。ここにいるのは私一人です」

　その時、潜戸にも振動が伝わってきた。志保子が苦しそうに顔を上げた。

「もうすぐここも『広殿』の威い力りよくによって破壊されるわ。とにかく一緒に逃げましょう」

「あなた方は、どうして私がここに残ったのか理解できてないようですね。フツノミタマの剣を正式に伝承した私にとって、敗北は絶対に許されません。特に出雲族の末まつ裔えいに敗れるわけにはいかないのです……つまり、あなた方を殺すためだけに、私はここに残ったのですよっ！」

「だが、そんなことをしていれば貴様も吹っ飛ぶのだぞ」

　浮山法師が森部を睨にらみ付けた。

「たとえ私が死んだとしても、フツノミタマの剣を伝承した他の『末裔』に勝利の記憶が刻まれます。それでいいのです……かつて物部の本家が蘇そ我が氏に滅ほろぼされてから、物部の『末裔』は国家の敵を葬ほうむることによって生き延びてきました。その物部の『末裔』にとって勝利を重ねることこそ、存在の証あかし！　その証しを立てさせてもらいますっ」

　森部が剣を構えた。もう哲也たち三人には戦う力はほとんど残ってなかった。次の一撃で間違いなく、三人まとめて死ぬことになるだろう。

「志保子、剣を上に投げろ！」

　出し抜けに哲也が叫んだ。志保子は少しも躊ちゆう躇ちよせず天鳥御剣を投げ上げた。

「ノアアーッ」

　カムツチの手が天鳥御剣に向けて放たれた。天鳥御剣が光る。

「私に出雲族の技わざは通じないっ」

　赤い剣が森部の頭の上をなぎ払った。

「うっ!?」

　天鳥御剣から放たれた柔やわらかな光を受けて、森部の動きが止まった。攻撃的なものではなかったため、森部の剣の力では光を切り裂さけなかったのだ。カチャーンと天鳥御剣が岩の床ゆかに落ちた。赤い光の剣がフッ、と森部の右手から姿を消す。

「ど、どうして……」

　森部が片かた膝ひざを崩くずした。

「ごく弱いパワーならば『カムツチの手』は生物の生命力を高める働きもあるらしい。今のあんたの生命を危うくしているのは、その殺意だ。少なくとも、あんたの体は『末まつ裔えい』として死ぬよりも人間として生きたいらしいぜ」

「私は物部の『末裔』になりきれてなかったのか……」

　そう言うと岩いわ床どこの上に森部は倒れた。だが、哲也も座り込んでしまった。

「どうした!?」

「今の一撃で俺も力尽きたみてーだ。体が動かねえ……」

「ええい、若い奴やつが情けない！」

　浮山法師は志保子と哲也の体を両脇わきに抱え込んだ。モタモタとしながらもエレベーターへと向かう。

「うおっ！」

　激しい振動が潜くけ戸どを襲おそった。浮山法師も二人を放して尻しり餅もちをついた。そして、三人の目の前でエレベーターが派手な音を立てて崩れ落ちていった。

「ば、万事休す……」

　浮山法師が絶望の声を絞しぼりだした。哲也が志保子の顔を見み詰つめた。

「済まねえ……俺が何とかする、とか言っときながら何ともならなかった」

「ううん、これも出雲族の『末裔』の宿命よ。小しよう惑わく星せいが原発に落ちるのを阻止しただけでも良し、としなくちゃ」

「そうかもな……今頃、藤脇先輩どうしてるかなあ……」

　振動は一層激しくなった。加賀の潜くけ戸どの入口を塞ふさいでいた水の壁にもひびが入り、海水が流れ込んできた。潜戸の終わりが近付いてきたのは容易に理解できたが、もう何もすることはできなかった。

「ん!?」

　突然、海水に漬つかった天鳥御剣が光を放ち出した。その光に照らし出されるように、一人の女性が現れた。

「あなたは!?」

　志保子だけでなく、その女性を哲也も浮山法師も知っていた。先ほど『広殿』の映像で見た、天鳥御剣を持つ巫ふ覡げきの女性だった。ふと気が付くと、女性の周囲に古こ浦うらの巫覡、それに右腕に貝輪をはめた男が取り囲んでいる。志保子に女性が笑いかけた。

「私につかまってえええっ」

　突然、志保子が水の中から天鳥御剣を拾いあげると、絶ぜつ叫きようした。浮山法師が慌あわてて志保子の肩をつかむ。

　哲也の目が水に沈みかけている森部を見た。水を蹴けたてて哲也は森部を助けに動いた。

「物ものの部べの奴やつなど放っておけい！」

　だが、哲也は森部の首根っこを捕つかまえて引き摺ずってくる。

「早くうううっ」

　泣きそうな声で志保子が叫ぶ。必死の形ぎよう相そうで哲也が森部を運んでいる。

「ぬおりゃ！」

　ついに哲也は志保子の腕をつかんだ。その時、天鳥御剣が閃せん光こうを放った。加賀の潜戸の内部が光る。

「うわっ！」

　志保子たちが何かの力に飛ばされた。入口を塞ふさいでいた水の壁を吹き飛ばし、一団は外へと飛び出した。海面が近付いてくる。ドボーンと水音を立てて海の中に叩たたき込まれた。

　三人の顔が海面に出てきた。哲也は右手をひっぱり、気を失っている森部の顔を水面に出した。

　夜空が明るい。特に西側の空は巨大なサーチライトを天に向けたような明るさだった。それだけでなく、天がドーッという不気味な重い音を響ひびかせている。

「た、助かったのか……」

　立ち泳ぎしながら哲也が聞いた。

「とりあえず、あの人たちのお陰かげで潜戸からは脱出できたわ」

「香香背男の被ひ害がいはどうなんだろう？」

「少なくとも原発は大だい丈じよう夫ぶなようだぞ」

　振り返ると遠くに島根原発の排はい気き塔とうに明かりが点てん滅めつしていた。

「無事だったかー」

　哲也は安心したような声を出したが、志保子は真剣な表情で東の方を見ていた。加賀の御崎が見える。二百メートルぐらい離れているだろうか。一いつ瞬しゆんにして、あそこからここまで飛ばされたわけだ。

「来るわ！」

　志保子が叫ぶと同時に加賀の御崎が縦に割れた。地下から巨大な光の斧おのが加賀の御崎を叩たたき割ったのである。斧は光の壁となり、東北の方角へと海と天を割って延びていった。その光景に哲也たちは目を奪うばわれた。美しく、そしてあの場所にいたら間違いなく消滅していたという恐ろしい光景だった。

「これで『大おお神かみの広ひろ殿どの』は完全に消滅しちまった……出雲王の願い通り、『広殿』は大和朝廷の手に渡ることはなくなったわけだ」

　光の壁がスーッと消えていく。

「私から離れないで！」

　志保子は何が起こるか予想がついているらしい。いきなりグン、と哲也たちの体が東の方に引かれた。何かの呪力で引かれた感じではない。海の水が動いたようだった。

　哲也は何が起こりつつあるのか理解した。光の壁が作った地下の穴に海水が一気に流れ込んだのだ。

「ぐわーっ！」

　その予想は見事に当たったらしい。ものすごく強い力で哲也たちは海の中に引き込まれていった。哲也の目の前で何かが輝いたことはわかったが、それっきり何がなにやらわからなくなってしまった。




「おらーっ、起きないか、哲也！」

　ぺちぺちと顔を叩かれて哲也は跳はね起きた。目の前には藤脇が立っていた。

「せ、先輩……」

　哲也は辺りを見回した。そこは船の上だった。わりと大きな船だ。すでに夜も明け朝の光がさしていた。近くには毛布を被かぶった志保子と浮山法師がコーヒーを飲んでいた。

「気がついた？」

　志保子が哲也に微笑ほほえんだ。

「ああ。しかし、一体あれからどうなったんだ？　それにこの船は……？」

「出雲いずも族の巫ふ覡げきたちが力を貸してくれたのよ。過去と現在は全く別のものじゃない、こうして我らが子孫に助力することができると言って。それであなたたち二人を連れて五時間ほど海に浮いていられたってわけ」

「哲也、何となくお前たちが海にいるような気がしてな、海上保安庁の巡視船に乗せてもらったんだ。加賀の沖合で天あま鳥とりの御み剣つるぎの感かん触しよくを感じたんで、そちらの方に向かってもらったら、島田さんが二人を連れてプカプカ浮いてたってわけだ」

「二人？　じゃあ森部は!?」

　志保子が暗い顔になった。

「ごめんなさい。あの人は物ものの部べの人間だからだろうけど、天鳥御剣の技わざに反応しなくて……海に引き込まれた時点で見失ったわ」

「そうか……」

「因果応報。あやつが最後の最後で助からなかったのは、心が修しゆ羅らに囚とらわれていたからだ。仕方のないことだ、お主が気に病むことはない」

　哲也は下を向いた。森部は結局『末まつ裔えい』であることに殉じゆんじてしまったのかもしれない。出雲族に勝利した物部の末まつ裔えい。それゆえの悲劇なのだろう。

「そうだ、先輩ッ」

　肝心なことに気が付いた哲也は、慌あわてて藤脇の顔を見上げた。

「小しよう惑わく星せい落下の被ひ害がいはどうだったんですか!?　まさか死人が山のように出たとか……」

「森部を除いて、正式には死者は０だ」

「えっ、そうなんですか！」

　急に哲也の声が明るくなった。

「早目に避ひ難なん勧告が出されたお陰だ。もっともその情報は俺が流したんだけどな。ただ、死にかけた連中は何人かいて、それがお前たちの一行と俺と一緒に取材に行った連中だというのは、ちょっとマヌケだが。しかし、怖かったぞー。流星が雨のように降るわ、目の前を隕いん鉄てつが貫かん通つうするわ、あの時は生きた心地がしなかった」

　藤脇の言葉を聞いて志保子の目が輝いた。

「大社町に大量の隕鉄が落下したんですね？」

「そうです。大社町中、隕鉄だらけですよ。被害も甚じん大だいのようですが、出雲大社の本殿は根性で無事でした。そうそう、山の中には小惑星の核の部分が食い込んでいるとの未確認情報もあります」

　志保子が立ち上がった。

「船がついたら、すぐに案内してくださいっ。一刻も早く調査したいんです！」

　その様子を見て、哲也は苦笑した。

「全然、変わってない。あの星女……」





（終）　　









　　　あとがき








大林憲司　　






「出雲凶星神話」を読んでくださった皆様、いかがお過ごしでしょうか？　私が作者の大林です。




　気付かれたかもしれませんが、この作品は１９９２年12月10に島根県美み保ほの関せきに落下した隕いん石せきから構想を思い付きました。（もしかするとこれは美保関隕石落下一周年記念作品になるんでしょーか？）

　もうすでに天文ファンの人は知っているでしょうからネタをばらしてしまいます。日本で最古の落下目撃を伴う隕石は福岡県直方市の須す賀が神社に保存されていた「直方隕石」で、隕石を納おさめていた箱の上書きには貞観三年（８６１年）に落下したと書かれています。ところで国立科学博物館の研究によると、その「直方隕石」と「美保関隕石」は、希ガスのデータなどから同じ隕石から分かれた物だということが判明したのです。福岡と島根は地球全体から見れば同一地点と言ってもよく、つまり千年の時を隔てて同じ隕石が同一の場所に落ちて来たという極めて珍しいことが実際に起こったのです。偶然とは言え、大宇宙は不思議なことをやってくれるものです。（まさか、本当に何らかの力が働いているのではあるまいな……）




　この「出雲凶星神話」は島根県が舞台ですが、私は大学の四年間を松江で過ごしました。今でも時々は松江のことを懐なつかしく思い出します。その頃から「いつかは島根を舞台に小説を書いてやるぜ！」とか思ってまして、今回それが実現したわけです。この作品の構想を思い付いたのは半年ぐらい前ですが、そういう意味では念願の作品と言ってもいいでしょう。島根を久し振りに訪れて取材をやったりと、かなり力を入れて書き上げました。この作品を楽しんでいただけたら幸いです。なお、島根での取材の時に協力していただいた中村氏にここで御礼を申し上げさせていただきます。




　島根県の取材から帰って新宿で開かれたＡ屋＆ヒウリプロのイラスト展示会におじゃましました。そこでＡ屋の桑原忍さんにお会いしたのですが、私が「富士見ファンタジア文庫でデビューした大林です」と名乗ったところ、「えー、今度わたしも富士見ファンタジア文庫で小説書くんですよー」と言われてしまいました。（むう……）

　ついでにばらしておくと、作品中に登場させた「やよいデパートのテレカ」のイラストを描いた人は、Ａ屋のメンバーの一人・あんり★Ｍ（蒔田のり子）さんだったりするんですねー。

　皆の衆、世間と言うものは結構狭せまいらしいぞ……




　最後になりましたがイラストを担当してくださった冨と樫がしさん、富士見書房での初仕事がこの「出雲凶星神話」なのだそうで光栄に存じます。特に島田志保子のキャラは本当にイメージ通りでした。

　それでは皆さん、またどこかでお会いしましょう。次回作は何になりますやら……










神代末裔闘士シリーズ1




出雲いずも凶きよう星せい神しん話わ








大おお林ばやし憲けん司じ





[image: ]





平成27年1月13日　発行





発行者　郡司 聡

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

http://www.kadokawa.co.jp/

企画・編集　富士見書房

03-3238-8585（編集）

http://fujimishobo.jp





(C)Kenji Oobayashi 1993





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『神代末裔闘士シリーズ1　出雲凶星神話』平成5年11月25日初版発行















item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ　幻影の古代



		第一章　天変地妖



		第二章　末裔たち



		第三章　探索行



		第四章　巫女の力



		第五章　暗き岩屋



		第六章　小惑星１９ＸＹＢＤ



		第七章　大神の広殿



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次

 

		本編













item/image/cover.jpg
RERLU—X 1

HEN
N1

T7III PN E





item/image/bookwalker.png
AT

BOOK>~WALKER





item/image/gaiji-cid7963.png





item/image/logo-fan.png





